















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　異い形ぎようの影かげが宙を舞まっていた。

　翼つばさは無く。羽も無く。ましてや上からも下からも支ささえるものは無く。確かな存そん在ざい感とそれに伴ともなう重量感を備そなえながら──しかし何の理由も脈みやく絡らくも無く、それらは悠ゆう然ぜんと虚こ空くうの真ん中に留とどまり続けていた。

　まるで哀あわれな犠ぎ牲せい者を睥へい睨げいするかの様に。

　瞼まぶたの無い──瞬まばたきする事の無い硝子ガラスの如ごとき眼め。そこには何の意志も感情も読みとる事は出来ない。あまりにかけ離はなれた存在であるが故ゆえに、その隔へだたりが理り解かいを拒こばむのか……あるいは、そもそもその異形共には意志や感情など無いのか。

　…………！　…………!!

　悲ひ鳴めいと轟ごう音おんが何ど処こからか聞こえてくる。

　爆ばく炎えんがあちらこちらで弾はじける。絶ぜつ叫きようが迸ほとばしり血の霧きりが広がる。何かの焦こげる嫌いやな臭においが漂ただよってくる。

　無む慈じ悲ひな殺さつ戮りくが延えん々えんと繰くり返され、続々と生み出される屍しかばねが、幾いくつも幾つも大地の上に転がる。未いまだ痙けい攣れんを続けている遺体ものもあれば、既すでに一部としか言えない様な状じよう態たいの遺体ものもある。

　崩くずれ去る建物。燃え狂くるう樹木。

　そして死に絶えていく人々。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんたる光景を、異形の影はただ空中から見下ろしていた。

「…………」

　為なす術すべも無くただ頭上の異形を見上げる。

　それはまさしく異なる存在モノだった。

　常じよう識しきが通じない。条じよう理りが通じない。果たしてその存在と行動に意味があるのかどうかさえも判はん然ぜんとしない。

　ただ──

「…………」

　眼下の惨さん状じようとはまるで無む縁えんといった様子で空中を浮ふ遊ゆうするそれらの姿は、ひどく……優ゆう美びではあった。

　炎ほのおの光と血の風の中にありながらも、汚よごれる事も無く乱れる事も無く、ただただ純じゆん粋すいに、それらは、それらとしてそこにある。

　断だん絶ぜつするが故の──触ふれられぬが故の、濁にごる事無き透とう明めいな美しさがそこにはあった。

「──ああ」

　我われ知らずに声が漏もれる。

　それは堰せきを切ったかの様に喉のどの奥おくから勢いを増して迸り──やがて肺の空気を残らず絞しぼり出すかの様な絶叫へと変化していった。

　罵ば声せいか。怒ど声せいか。悲鳴か。あるいは──

「あああああああああああああ──ッ」

　感かん嘆たんか。

　自分でも分からないままに気力の全すべてを振ふり絞って叫さけび……やがて意い識しきは深い暗黒に吞のまれていった。




　　　　●




「──クビだ」

　出社していきなり、そうエニーネ・マロル・コルバントはそう言い渡わたされた。

「明日から来なくていい」

　上司はきらりと眼鏡めがねを光らせながらも、はっきりとそう言って──駄だ目め押おしに大きく頷うなずいてみせた。

　事務所内の空気が微び妙みように強こわ張ばる。

「…………」

　同どう僚りよう達が、ちらりちらりと視し線せんを投げてくるのが判わかるが……関かかわり合いにはなりたくないのか、誰だれもそれ以上の反応を示さない。大たい抵ていの者は耳を欹そばだてながらも、机に向かって書類の計算をしているふりをしたり、複写コピー機で書類を大量生産してみたり、あるいは電話をするふりをしたりしていた。

　孤こ立りつ無む援えんである。

「そ……そんな」

　とりあえず衝しよう撃げきを受けたかの様な表情を取り繕つくろってよろめいてみる。この際だ。やれる事は一通りやってみても失うものは無い。

「いきなり理由も無く……」

「いきなりか？　理由も無く？　ほほう？」

　上司は引きつった笑えみを浮うかべて言った。

「本当に心当たりが無いと？　取引先の、うちの大得意先の、パウラス工業の専せん務むを思いっきりぶん殴なぐっておいて、全まつたく、微み塵じんも、完全に、心当たりが無いと？」

「…………えーと」

「いいから──でてけッ!!」

　顔中を口にする勢いで上司はそう喚わめいた。




　　　　●




　エニーネ・マロル・コルバント。十六歳さい。

　彼女はこの日、即すなわち就職して百七十七日目にして、ものの見事にその就職先であるドレメス物産をクビ──つまり懲ちよう戒かい免めん職しよくとなった。

　当然、退たい職しよく金きんは無い。

　この不ふ景けい気きにそれがどれだけの意味を持つのか判らない程ほどに、エニーネは頭の悪い少女ではなかった。悪ければ良かったのにとは思うが──本当にのっぴきならない位まではのほほんとしていられたろう──生あい憎にくと、自分の将来設計が早々に頓とん挫ざした事だけは理解できるだけの賢さかしさが彼女にはあった。

「……ううっ」

　呻うめきながら、とぼとぼと街を歩いていくエニーネ。傍かたわらを数台連つらなった大型トラックが忙いそがしげに走り抜ぬけていき──その排はい気きに彼女は咳せき込んだ。

「げほっ……ううー……」

　何やら無む性しように惨みじめな気分である。

「来月からどーしよう……」

　まあ今月の給料位は振ふり込まれるだろうが、そこまでだ。

　この不景気に、しかも身元保証人も居いない様な十六の小こ娘むすめを雇やとってくれる奇き特とくな企き業ぎようがそう多くあるとは思えない。

「あああああ……」

　長々と溜ため息をつきながら、ふと足を止め──傍らのショーウインドウに映った自分の顔を眺ながめる。

　長い黒くろ髪かみ。ややキツめの黒こく瞳どう。どこがと問われれば具体的には答えにくいのだが──まあ何というか全体的に地味で黒っぽい。しかも落ち着いた色調が好きというか、年ねん齢れいの割には年寄り臭くさい趣しゆ味みなので、着ているものも暗色系が多く、余よ計けいにそういう雰ふん囲い気きが強調されてしまう。

　まあ色しき彩さい的にはあまり華はなやかさとか艶あでやかさとかは無い。代わりに、エニーネ本人は『割とイケてる目め鼻はな立だちよね』とか密ひそかに思っていたりする。

　もっともその顔は今──見るからに不景気そうで陰いん気きな表ひよう情じように曇くもっていたのだが。

「他に仕事っていっても……風ふう俗ぞく関かん連れんは嫌いやっていうか無理っぽいしなあ……」

　そんな職に就つく事が出来るのなら、そもそも今回のクビは無かった訳で。

　そんな事を考えていると──

「…………？」

　通りの何ど処こかで人々の騒さわぐ声が聞こえてきた。何か事故でも起きたのだろうか。

　何の気無しに振り返るエニーネ。

　そこには──

「──うわっ!?」

　悲鳴を上げてエニーネは後ずさった。眼めの前に奇き怪かいな物体が浮かんでいたからである。




　ぱぽぅ。




　間まの抜けた声で鳴く──それは生物だった。

　だが普ふ通つうのそれとは違ちがう。鳥の様な翼つばさも無く虫の様な羽も無く、ましてや支ささえるものなど糸も柱も無いままに、ただそこに悠ゆう然ぜんと浮かんでいる。

　真正面から見るとかなり間抜けだが、上下に間の開いた硝子ガラス玉だまの様な眼と、キスをねだるかの様に丸く開いた口が、奇き妙みような雰囲気を形成していた。

「ディスパレイト──」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくエニーネ。

「そこのお嬢じようちゃん、危あぶないぞ！」

　いつの間にか十と重え二は十た重えにエニーネの周りを取り巻いていた通行人から声が掛かかる。

「ゆっくり、ゆっくり、刺し激げきしない様にして後ろに下がれ！」

「……う……うん」

　エニーネは頷うなずいて一歩、二歩と後こう退たいする。




　──ぱぽぅ。




　その生き物は空中に浮かんだままだ。

　瞼まぶたのない開きっぱなしの眼は何を考えているのかさっぱり分からない。興きよう味みがあるのか無いのか──後退するエニーネをその異生物はぼんやりと眺ながめている。

　冷ひや汗あせをかきながらエニーネは更さらに後退を続けて──

「──あ。」

　べちゃ、と何かに躓つまずいてこけた。

　その瞬しゆん間かん。




　──ぱぽぽぽぽぽぅ！




　空中浮ふ遊ゆうする奇怪なその生物が鳴いた。

　鳴いて──ぐるぐるとその場で回転する。何か鱗りん粉ぷんの様に光る粒りゆう子しがその軌き跡せきに沿そって撒まき散らされ、それらの粒子が互たがいに不規則に飛び交かいながら──

「──やばい!!」

　誰だれかが叫さけび、見物人達の輪が一気に広がる。

「あ、ちょっと待──」

　地面に転がったまま助けを求める様に手を伸のばすエニーネ。その周囲で、ぐにゃりと風景が歪ゆがんだ。

「ひっ──」

　悲鳴にもなりきれない様な短い声がエニーネの唇くちびるから漏もれる。

　で──次の瞬間。

「みぎゃあああああああああああああ!?」

　何も無い処ところから──虚こ空くうから唐とう突とつに発生した大量の冷水が、怒ど濤とうの如ごとくエニーネに叩たたき付けられた。




　　　　●




　ディスパレイト。

　それは異界の生命体だった。

　根本的に違う世界で育った為ために、その存在自体が異質で、そこに居るだけで周囲の物理法則をねじ曲げるもの。

　人によっては怪物とも呼ぶそれら、かつては妖よう魔ま・怪かい異いの類たぐいとされていたであろうそれらは、もう現代社会においては既すでに迷めい信しんや伝説の類ではなくなっていた。

　ディスパレイトに悪意は無い。

　無いと言われている。知能の存在も怪あやしいと言われているそれらの生物は、しかしその出自──異世界の『一部』である事から、そこに存在するだけで現世の物理法則を歪ゆがめてしまう。

　なので──その結果として、ディスパレイトがこちら側に存在し、何かの動きを見せれば、予測困難な超常現象が局きよく所しよ的てきに発生するのである。

　繰くり返すが、それはディスパレイトの意志によるものではない。存在している事そのものが物理法則を歪めているのである。

　言ってみれば、それは水面に投げた石の様なもので、石そのものに他意は無い。石は石としてただ存在するだけのものであって、そこには何の思おも惑わくも無いのだが、投げ込まれたそれは水面を乱し波は紋もんを広げ、飛沫しぶきを舞まい上げるのだ。

　ただし──




　　　　●




「──ったくもう！　最低!!」

　言いながらエニーネはたん、と空からになったグラスをカウンターの上に置いた。

「マスター。もう一いつ杯ぱい」

「エニーネちゃん」

　困った様な表情を浮うかべて馴な染じみの店──〈ザ・フォレスト〉の店長が言って寄よ越こす。

　身長二メートル近い巨きよ漢かんの男である。肩かた幅はばも胸むな板いたもその身長と同様に広くて厚い。ただそこに立っているだけで周囲の空気を威い圧あつしかねない存在だ。顔なんぞは岩を鉄てつ槌ついと鑿のみか何かで削けずって作ったかの様に、いかつい。

　だがその耳やら鼻やら唇やらに付いているのは、きらきらと光る幾いくつものピアス、しかも唇にはルージュまでひいてある。

　これで着ているものまで女物なら文句なしのオカマなのだが、そこは職業意識と趣しゆ味みの妥だ協きよう点てんなのか、綺き麗れいに糊のりの効きいたシャツに黒の革かわヴェスト、革パンツ、更には蝶ちようネクタイといった出いで立ちである。

「いくらなんでも飲み過ぎよ？　一応成年擬ぎ制せいが働いてるから出してるけど、本来は貴女あなた、お酒飲んでいい年ねん齢れいじゃないわよ？」

「うるさいわね……寒いのよ、この寒空にいきなりびしょぬれになったんだから。身体からだ暖あたためないとやってらんないわよ！」

「……まあそれは分かるけど」

「オマケに明日から職ナシときた。これが飲まずにいられますかっての」

「……悪いけど無職の未成年には、もうお酒は売れないわよ。今日はまあ見み逃のがしてあげるけど、うちは真っ当な商売してるんだから」

「へいへい」

　カウンターに突つっ伏ぷすエニーネ。

「ったくもう、あのバケモノ。よりにもよって大量の冷や水ぶちまけてくれちゃって」

「……まあディスパレイトのやる事は、なかなか予測つかないからねえ」

　異界の生物──ディスパレイトが引き起こす超常現象は多た種しゆ多た様ようである。

　同じ種類のディスパレイトでも、状じよう況きようや個体によって発生する現象は変化すると言われ──更にはディスパレイトの種類自体が確かく認にんされているだけで数千と言われている。

　つまり知ち識しきも経験も無い一いつ般ぱん人じんには、ディスパレイトの存在が何を引き起こすのか全く予測がつかないのである。

「でもディスパレイトも可哀かわい想そうよね。確かこっちの世界に紛まぎれ込んだディスパレイトは長生き出来ないんでしょう？」

「……そうらしいわね」

　とエニーネは憮ぶ然ぜんとした表情で言う。

　あまりに環かん境きようの異なるこちらの世界では、ディスパレイトは長生き出来ないのである。何の対策も施ほどこされず放置されたディスパレイトは短ければ数分、長くても数日で死ぬ。

「彼かれ等らだってこっちに来たくて来てる訳じゃないでしょうし……まあ最近じゃ、あれを趣味で飼し育いくする人も増えているらしいけど」

　自己完結的な、異世界の環境を再現した特とく殊しゆな機材の中でなら、ディスパレイトを生かす事も出来る。この為に、機材の発達と同時に、好こう事ず家か達がこの異生物を飼育する様になってきているのだとか。

「物好きな……あんな、バケモノ」

　吐はき捨てる様にエニーネは言った。

「……本当にエニーネちゃんはディスパレイトが嫌きらいよね」

「当然でしょ」

　言ってエニーネはグラスをあおる。

　すると──

「そんなにお嫌いですか？」

　ふとそんな声が掛かかる。

　振ふり返ってみると──カウンターの端はしに一人の青年が座すわってこちらを見つめている。

　端たん整せいな顔立ちの青年だった。

　何というか、四六時中静かに笑っているかの様な──そしてそんな穏おだやかな表情がよく似合う容よう貌ぼうであった。
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　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥おくの黒い眼めは、形だけ見れば二ふた重え瞼まぶたの切れ長だが、殊こと更さらに怜れい悧りな印象は無く……むしろ日だまりで微睡まどろむ猫ねこのそれの様な、ごく柔にゆう和わな弧こを描えがいて見る者を和なごませている。

　だがその顔の造ぞう作さくよりも双そう眸ぼうよりも、先ず目立つのがその髪かみであろう。よく櫛くしの入れられた、見るからに勤つとめ人風の髪型ではあるが、地味とは到とう底てい言えまい。

　その色は白はく銀ぎんであった。

　青年は白い──三つ揃えスリーピースの背広スーツ姿で、椅子スツールに上着を無む造ぞう作さに引っかけている。何ど処こか涼すずしげな印象の漂ただよう長ちよう身しん瘦そう軀くにはよく似合う衣い装しようだった──首に巻いたクロス・タイも含ふくめて。

　足あし下もとには何やら少し大きめのスーツケースが置かれている処ところを見ると、やはり何処かの勤め人の様ではあるが……浮うき世よ離ばなれしているというか、生活臭しゆうのしない印象がこの人物にはあった。

「──あんたは好きなの？」

「まあ割と」

　微び笑しようのまま青年は頷うなずいてみせる。

　バーだというのに青年の前にはグラスは無く、代わりに置かれているのは白い珈コー琲ヒーカップである。しかも青年はそれには口を付けず、ひたすらちまちまと、漬け物ピクルスらしきものの盛られた皿と口の間で、小さな爪楊枝トウースピツクを往おう復ふくさせていた。

「異世界の生物達ですよ。私達とは違ちがう世界で生まれ、進化し、育ってきた生き物です。それだけでこう──ワクワクしませんか？」

「しない」

　それこそ言葉の通じない謎なぞの生物を相手にしているかの様な眼で青年を眺ながめながら、エニーネは言った。

「大体、あの眼がイヤ」

「眼ですか。つぶらな眼じゃないですか」

「あのまん丸の、何考えてるのか分からない目玉が嫌い」

「……まあそういう人は割とよくいますが」

　微笑を苦笑に変えて青年は肩を竦すくめた。

「それに迷めい惑わくで、危険だもの」

　まるで、ディスパレイトを擁よう護ごする者は敵てきだと言わんばかりの眼で青年を睨にらむエニーネ。どうやらかなり酒が回ってきているらしい。

「まあ彼等には悪意は無いんですよ」

「知ってるわよ、よく知ってる」

　エニーネは吐はき捨てる様に言った。

「それでも嫌いなものは嫌いなの」

「……まあそれはしょうがないですかね」

　頷いて青年は再び漬け物ピクルスを囓かじり始める。

「……で、何なの、あんたは」

「何なのと言われましても」

　肩を竦めて青年は言い──そしてふと思い出した様子でポン、と拳こぶしを掌てのひらに打ち付けた。

「そうそう。名めい刺し作ったんです。先日開業したばかりで──どうも慣れておりませんで」

　言いながら青年は懐ふところを探さぐり──

「……あれ？」

　どうも見つからないらしい。

「あれ？　あれれ？」

　青年は微笑を微び妙みように曇くもらせて──どうも困こん惑わくの表情らしいが、やっぱり笑え顔がおは笑顔である──自分の身体のあちこちを探る。衣装のポケットにも全すべて手を突っ込んでから、本気で困った様子で首を傾かしげ……それからようやく、またポンと手を打ち合わせて足下のスーツケースを引っ張り上げた。

「……？」

　いや。それは本当にスーツケースなのか？

　エニーネが疑問に想ったのは、その鞄かばんに付けられている鍵かぎが、やけに大型で物々しい代しろ物ものだったからだ。

　ばちん、とその大きな金具が開く。細目にスーツケースの蓋ふたを開けてそこに掌を滑すべり込ませると、青年はようやく一枚の紙を指先に挟はさんで引っ張り出した。

「これも何かの縁えんです。以後、よろしく」

　胡う散さん臭くさそうな目つきで自分を眺めるエニーネを気にもしないのか、それとも単に気付かない位に鈍にぶいのか、にこにことしながら椅子スツールから降りた青年は、エニーネの処に歩み寄ってきて、その名刺を差し出した。

　そこには──

『万よろず揉もめ事ごと解かい決けつ　ランドリュース興こう信しん所じよ』

『所長　トルク・テスタ・ランドリュース』

　──とある。

「…………探たん偵てい？」

　益ます々ますエニーネの眼が胡散臭げに細められる。

「まあそのようなもので」

「……どっかの有ゆう閑かんマダムの浮気調査したり、コートの襟えり立たてて気取ってみたり、くわえ煙草たばこで拳けん銃じゆう振り回したりする、あの？」

「……物もの凄すごい偏へん見けんの様な気がするんですが」

「エニーネちゃん。ちょっと──」

　苦笑してマスターが言ってくる。

「すいません、こちらのお客さん、嫌いやな事が立て続けにあったみたいで。普ふ段だんはとってもいい子なんですけどね。……ほら、エニーネちゃん。今日は一杯奢おごってあげるから他のお客さんに絡からまないの」

「うー……」

　酔よっていても『奢り』には弱い。苦労人の哀かなしいサガである。

「じゃああんたも飲め」

「は？　私ですか？」

「バーにきて漬け物ピクルスばっか囓かじって珈琲飲んでんじゃないわよ。私を馬ば鹿かにしてんの？」

「……いえそんな」

「飲めない訳じゃないでしょ？」

　そう言って青年──トルクを睨にらむ眼が完全に据すわっている。

「うーん……」

　助けを求める様にマスターを眺めるトルクであったが、マスターもさすがにもう肩かたを竦すくめるだけだった。




　　　　●




　幼おさない頃ころに戦争を体験した。

　誰だれが悪で誰が善であったのか分からない。価か値ち観かんと利害関係が複雑に絡み合った民みん族ぞく紛ふん争そうは最も早はや、正義など何ど処こにも無く、ただ状じよう況きように促うながされるまま、投入された戦力と戦力がぶつかり合うだけだった様に想う。

　そんな中でエニーネは弟を喪うしなった。

　正直、弟の事はあまり好きではなかった。

　元々自分よりもたくさん両親の関心を得ていた弟。父親似の自分と異なり母親似で、幼いながらも、男の癖くせに、とてもとても美しかった弟。彼女は常にエニーネにとって嫉しつ妬とと嫌けん悪おの対象であった。

　だが……それでも。

　弟が死んだ時には涙なみだが出た。

　両足を吹ふっ飛ばされた弟が彼女の腕うでの中で見る間に弱っていくのが分かった時は、本当に取り乱した。弟が死ぬ時は笑って見ていられるだろうな──と思っていた癖に、いざ、弟が死んでいく様を見ると、必死になって弟を救おうとした。今にして思えば無む駄だだと分かっているのに──弟の太ふと股ももの傷きず痕あとを両手で押おさえて、流血を止めようとした。

　弟を嫌いだと思っていた。憎にくいとさえ思っていた様な気がする。

　それでも──彼の死はある種の傷を彼女の中に遺のこした。怒いかりとか哀かなしみとかそんな単純な気持ちではない。また心理的外傷トラウマと呼べる様な激しいものではない。

　ただ……純然たる不満の様なもの。

　不公平と不条理に対する漠ばく然ぜんたる不満感。

　あっけなく訪おとずれる死。

　理り屈くつに合わない結果。

　そういったものを何となく嫌う感情と価値観が彼女の中に形成されていった。




　　　　●




　気がつくと車の助手席に座すわらされていた。

「──あ？」

「着きましたよ」

　隣となりでそう言うのは──あの青年。

　確かトルクとかいったろうか。探偵──ランドリュース興信所の所長とか何とか。

　次し第だいに記き憶おくと共に明確さをます意い識しきでそんな事をエニーネは考える。

「って何処に？」

「貴女あなたの家ですよ」

　当然──といった口調でトルクが答える。

　その表情は最後に見た時と同様、苦く笑しようを若じやつ干かん含ふくんだ柔やわらかな笑顔のままだ。

「……ってなんで」

「なんでって」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねのブリッジを人差し指で押し上げながら彼は言った。

「貴女が酔い潰つぶれて。時間も遅おそいし、一人で帰すのは危なっかしいからとマスターに頼たのまれまして」

「……会ったばかりの男の車に乗せる方が危ないという発想は無いのかしらね」

「いやいや大だい丈じよう夫ぶです。私、女性は割と豊ほう満まんな方が好みで」

「それはそれで物もの凄すごいムカつくんだけど」

「これは失しつ敬けい」

　言いながらトルクは車を降りると、エニーネがドアのロックを解かい除じよしようとしている間にさっと車体を回ってドアを開いてくれた。

「──さ」

　まるで馬車から降りる姫ひめ君ぎみに対する騎き士しの如ごとくに。元々が線の細い、何処か貴族的な容よう貌ぼうの青年だけに、そういう仕草はやけに絵になる。

　まるで旧ふるい映画の一場面の様に。

「…………」

　エニーネは膨ふくれっ面つらを意識して維い持じしながら──ちょっと嬉うれしかったなどと悟さとられると恥はずかしい──車から降りる。

「どうしました？」

「──別に」

　そう言ってエニーネは傍かたわらを振ふり返った。

　そこには現実がどでんと建っている。

　築十五年のボロアパート。その一階の隅すみ、今時、風ふ呂ろ無し、便所共同の小さな部屋が彼女の『城』である。安かったのだからしょうがない。

「ではこれで」

　トルクは一礼して自動車に乗り込む。

「ちょっと」

「──はい？」

「御お礼れい、言ってない。ありがとう」

「……ああ」

　そういえばそういうのもありましたね──といった様な態たい度どでトルクは頷うなずいた。

「まあ帰り道ですし」

「愚ぐ痴ちも聞いて貰もらったんじゃない？」

　はっきりとは覚えていないが随ずい分ぶん彼には絡からんだ様な気がする。

「まあ暇ひまでしたし」

「勘かん定じようは？」

「ツケで──とマスターが」

「そう」

　苦く笑しようしてエニーネは頷いた。

「まあその諸もろ々もろ、全部でありがとう」

「どういたしまして」

　言ってから──ふと思い出した様にトルクは笑った。

「これも営業活動の一いつ環かんと思って頂いただければ」

「……覚えとく」

　上着のポケットに手を入れて名めい刺しの感かん触しよくを確かめながらエニーネは言った。

「ではでは──また御ご縁えんがありましたら」

　平へい凡ぼんな言葉と自動車の排はい気き音をその場に残して銀髪眼鏡の青年は去っていった。

「……なんか変な奴やつ」

　溜ため息混じりにそう呟つぶやいてエニーネは自分の部屋に向かって歩く。

　扉とびらの前に立って鍵かぎを開ける。

　その時──

「──コルバント君」

　何時いつからそこに居たのか。

　一人の中年男が彼女の背後に立っていた。

　見覚えのある……その顔は。

「──専務!?」

　呆ぼう然ぜんと呟くエニーネの台詞せりふ通り、彼女の勤つとめる──もとい勤めていたドレメス物産の大得意先、パウラス工業の専務だ。

　どん、とエニーネは押おされて自分の部屋の中に転ころがり込んだ。

「ああコルバント君……会いたかったよ？」

　彼女を追って部屋の中に入り、後ろ手に扉を閉しめながら、猫ねこなで声で専務は言う。

「いや……私の可愛かわいいエニーネたん……」

「……『たん』ってあんた」

「なのにこんなに遅くまで……私は心配したんだよ？　とてもとても心配したんだよ？」

「いや、あの」

「しかも男の車になんぞ乗って帰ってくるなんて……私のエニーネたんはそんなふしだらな女じゃなかった筈はずなのに……これはお仕し置おきが必要だネ？」

「もしもし、専務、気を確かに」

　じりじりと後ずさりしながらエニーネは呻うめく様に言った。

「覚えてますよね、昨日の事？」

　そう……昨日。

　エニーネはパウラス工業の専務の部屋に呼ばれ、押し倒たおされたのである。

　まあ──不景気な世せ相そうではよくある話だ。

　ドレメス物産の上司達が何ど処こまで事情を知っていたのかは分からない。全すべて承しよう知ちでエニーネを人ひと身み御ご供くうにしたのかもしれないし、彼等は何も知らないのかもしれない。

　まあ何にしてもエニーネは会社の為ために身体からだまで売る気は無かったので、その場に在あった花か瓶びんで専務の頭をぶん殴なぐって逃にげてきた。

　で──その結果として今朝の解かい雇ことなってしまった訳なのだが。

「無論、覚えているとも」

　専務は頷いた。陰かげで『世界地図』と呼ばれている染しみ付きの禿とく頭とうが見える。

「だから今日はちゃんと準備してきたよ？」

　ばさりとコートの前を開く専務。

「──げっ!?」

　一いつ瞬しゆん、全ぜん裸らか、と思ったがとりあえずパンツ一丁の状じよう態たいだった。その最後の一枚を『良心』とか『良識』とか呼ぶのにはかなり躊躇ためらいがあるが。

　だが、それよりも何よりも問題は、そのコートの内側に吊つられた手て錠じようと、縄なわと、そして──拳けん銃じゆうだった。

「…………」

　銃口が彼女に向けられ、半裸の専務がハアハアと息を荒あららげながら近付いてくる。

　逃げなければ、と思いつつもエニーネは動けなかった。銃口を向けられるという事がどういう事か、あの民みん族ぞく紛ふん争そうの時に彼女はイヤという程ほどに思い知っていたからだ。

「うふふふふふ」

「ぎゃあああっ!?」

　がばりと抱だき付いてくる専務に悲鳴を上げるエニーネ。専務はエニーネの胸むな元もとに頰ほお擦ずりなんかしながら恍こう惚こつとした声を上げた。

「ああ……この、ありそうでなさそうな、この未発達そうな胸が、胸があああああ」

「──余計なお世話だっ!!」

　思わずカっとなって怒ど鳴なると、エニーネは自分の胸に頰をすり寄せてくる専務の世界地図に肘ひじ打うちを降ろしていた。

「ぐげっ!?」

　短い悲鳴を上げて尻しり餅もちをつく専務。

「このセクハラジジイ！　何が未発達よ！　これでも気にしてんだからね！」

「馬ば鹿かな」

　立ち上がりながら専務は言った。

「エニーネたんの胸はその、膨ふくらんでるか膨らんでないか位の感じが、丁度、絶ぜつ妙みようのバランスを──」

「やかましいわっ!!」

「まあよい」

　専務は急に真顔になって言った。

「黙だまって私の言う事に従したがいたまえ。でないとどうなるか分かるね？」

　言って持ち上がる──銃口。

「…………」

　エニーネは今度こそ硬こう直ちよくした。そんな彼女の足あし下もとに専務の放った手錠が滑すべってくる。

「どうすれば良いか分かるね？」

「……この変へん態たい」

「ししししし。そうとも、私は変態なんだよーん。さあ自分で手足にその手錠をはめなさい。さもないと──」

「──ところで」

　唐とう突とつに割り込んでくる涼すずしげな声。

「──!?」

　愕がく然ぜんと振ふり返る専務。エニーネも彼の肩かた越ごしに、部屋の入り口に立つ人ひと影かげを見た。

「いや──すいません」

　銀髪眼鏡で自じ称しよう・興信所所長の青年。

　トルクだ。

　専務の存在をどう思っているのか──照れ臭くさそうに後頭部を搔かきながら、トルクはすたすたと部屋の中に入ってくると、凍こおり付いている専務の横を通り過ぎる。

「コレ忘れてました」

　ぶらん──とエニーネの前に差し出されるのは彼女のバッグだった。どうもトルクの車の中に忘れてしまっていたらしい。

「あ。いや勝手に入っちゃったのは申し訳ないと思うのですが」

　引きつっているエニーネの表情をどう勘かん違ちがいしたのか、トルクは苦く笑しようして言った。

「呼んでも返事が無いもので……とにかく確かに渡わたしましたよ。じゃあそういう事で」

　爽さわやかな位の笑え顔がおを浮うかべ、片手を挙あげてそそくさと立ち去るトルク──の襟えり首くびを、手を伸のばしてエニーネは捕つかまえた。

「待たんかい」

「……あの、何か？」

「この状じよう況きようを見て何も思わないの？」

　手錠。半裸の親父おやじ。拳銃。エニーネ。

「新あら手てのプレイ？」

「ちゃうわっ！」

　喚わめくエニーネ。

「襲おそわれてんのよ、婦ふ女じよ暴ぼう行こうよ！　あんたも探たん偵ていなんでしょ、探偵なんだったらこう、拳銃とか警けい棒ぼうとか持ってないの!?　その鞄かばんの中には何が詰つまってんのよ？」

「あー……」

　改めてエニーネと専務を見比べ。

「なるほど、襲われているんですね？」

「なんでこの明確な状況を理解するのにこんなに時間喰くうのよ、あんたは!?」

「分かりました。ええと護ご衛えいの御ご依い頼らいという事で処理させて貰もらっていいですかね？」

　何ど処こか嬉うれしそうに──揉もみ手でもしそうな感じで言うトルク。

「な、なんでもいいからとにかく助けて！」

「はあ。ではでは」

　頷うなずいてエニーネの前に立つトルク。

「な、なんだか知らないが」

　専務は言った。

「私とエニーネたんの蜜みつ月げつを邪じや魔まするか」

「すいません」

「謝あやまるな！」

　トルクの後頭部を殴なぐるエニーネ。

「はあ──」

　頷いて──突つき付けられる銃口などまるで見えていないかの様に、トルクはゆっくりと鞄を胸の前に掲かかげた。

「いやあ、嬉しいなあ。初仕事ですよ」

　ぱちんと──ケースのやたら頑がん丈じようそうな金具が開く。次に蓋ふたがぱたんと開き──

「さ──皆みんな、頑がん張ばってね」

「──!?」

　色しき彩さいが、溢あふれた。

　エニーネの位置からはケースの中は見えない。だがそこから溢れ出たものは、はっきりと見えた。

　赤。蒼あお。黒。白。黄。紫むらさき──

　鮮あざやかで美しい色が舞まい踊おどる。

　空中を、支えもなく、まるで水に浮かぶ泡あわの様に──




　──ぱぽぅ。ぽぽぽぅ。




「ディスパレイト!?」

「ええ」

　振り返って微び笑しようするトルク。

「私──異生物デイスパレイト・使いハンドラーでして」

　だがしかし。

　一体これだけのディスパレイトを何処にこの男はしまっていたのか。無論、鞄の中に入りきる大きさと数でない──

　ただエニーネはその不思議よりも他の事に気を取られていた。

「…………」

　蒼い軍服の男。

　そんなイメージがエニーネの脳のう裏りを過よぎる。

　だが無論、そんな事は知らないトルクは、のほほんとした口調で続けた。

「さて。申し訳ありませんが仕事ですので、ちょっと痛い目にあって頂きますね？」

「き──貴様！」

　専務が眼めの前にひらひらと舞い踊る極ごく彩さい色しきの怪生物達を見て、顔を真っ赤にすると、拳けん銃じゆうの引き金を引く。

　だが──

「〈アンジェロ〉」

　トルクの言葉と同時に丸っこい、でこぼこしたボールみたいなディスパレイトがふわりと動く。

「な──!?」

　愕がく然ぜんと呻うめく専務。

　轟ごう音おんと共に発射され、確実にトルクの胸を貫つらぬく筈はずだった弾だん丸がんは、しかしまるで何か透とう明めいな筒つつにでも入り込んだかの様にくるくると空中で円を描えがいて回転し、数秒間そのまま回転していたかと思うと──停止。

　ぽとんと地面に落ちた。

　運動エネルギーを使い果たしたのだ。円えん環かん状じように閉じられた空間の中を延えん々えんと飛行して。

「ディスパレイトの習性や生態を利用して、きちんと統計を取れば、この位の事は出来るんですよ」

　にこにこと笑いながらトルクは言った。

「さて──こちらの番ですね？」

「ま──」

「待ちません。〈シルヴィ〉──」




　──ぽぽぅ。




　トルクの宣せん言げんと手の動きに合わせ、群むれ踊る〈ディスパレイト〉の中の数匹ひきがゆらりと前に出る。

　細長い──しかし先さき程ほどのディスパレイトよりも何倍も大きな個体が三匹、前に出る。見るからに頑がん固こそうな、いかつい顔付きの──まるで空中に浮うかんだ剣けんを連想するかの様な、銀色の三匹は、そろってぱかりとその大きな口を開けた。

　でもって。

「ファイア」

　ごぼり──と泡あわの様なものがその三匹の口から発生する。

「げっ!?」

　泡は紅あかく色づいたかと思うと、空中でそれはゆらゆらと揺ゆらめきながら──炎ほのおを帯おびた。

　回転する火か炎えんの球体はそして次の瞬しゆん間かんには矢の様な勢いで専務に向かって飛び──

「ぎゃあああああああああっ!?」

　着ちやく弾だんした。

　どかどかどかと爆ばく裂れつと火炎が渦うず巻まく中で、変態は悲鳴を上げながら轟ごう沈ちんしていく。

　しかし──

「ちょ……ちょっと？」

「はっはっは。大だい丈じよう夫ぶですよ。見た目ほど、熱くないので。まあ多少の火傷やけどはしますが」

「いやそうじゃなくてね」

　エニーネは顔をしかめながら言った。

「周まわりに被ひ害がい、及およんでない？」

「……おや」

　トルクは──延えん焼しようを始めたアパートをちらと振ふり返り、頰ほおを搔かいた。

「まずいですかね」

「当たり前でしょ。何とかしなさいよ」

「はあ。では」

　言ってトルクは鞄かばんを開き──

「ありゃ。ちと一気に放出し過ぎましたか」

「…………」

「『門』が咳せき込んで動きません」

「…………で？」

「せめて今居る子達は戻もどしましょうか。はいはい、君達、そろそろ撤てつ収しゆうだよ」

　トルクがそう言って鞄を開くも、どのディスパレイトも鞄の中に戻る様子は無い。

「……駄だ目めですね」

「駄目って」

「いやー。久々の『外』に興こう奮ふんしちゃってて。五分もしたら戻ってくるでしょうが」

「なんとかしなさいよ」

「コルバントさん。相手は生き物です。こちらの思い通りにならない事だってあるのです。いつでも人間の思うとおりになると思うのは、それは人間の傲ごう慢まんというものなのですよ」

「それっぽくまとめてんじゃないっ！　制せい御ぎよできないなら異生物デイスパレイト・使いハンドラーなんか名乗ってんじゃないわよ!?　大体、私の家財道具はどうしてくれるのよっ!?」

「…………」

　トルクはしばし考え──その笑え顔がおの端はしに、汗あせの滴しずくが滑すべり落ちるのをエニーネは見み逃のがさなかった──そして言った。

「コルバントさん」

「何よ」

「形あるものはいつか壊こわれるのです」

「あほかあああああああああっ!!」

　怒ど鳴なるエニーネ。燃えるアパート。

　そして焦こげる変態。

　──まあそんなこんなで。

　苦く労ろう性しようの少女エニーネ・コルバントと、自じ称しよう・興信所所長で銀ぎん髪ぶち眼鏡めがねでとぼけたディスパレイト・ハンドラー、トルク・アンドリュースはこうして出会ったのだった。
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「………いい天気！」

　額ひたいに光る汗あせを手の甲こうでぐい、と拭ぬぐってエニーネは快晴の空を仰あおぎ見た。

　蒼そう穹きゆうは遥はるかに高く、陽光は鮮あざやかな日差しを惜おしみなく地に降ふり注そそいでいる。爽さわやかな洗せん濯たく日和びよりと言えるだろう。ピクニックに出で掛かけるのもいい。

　身も心も軽くなる様な良い日和であった。

　なので──

「──コルバントさん」

　ドスのきいた声を背後から掛けられても、エニーネは臆おくさず身軽な仕し草ぐさで振ふり返った。

「おはようございます大家さん！　いい天気ですね、心が洗われるようで気分爽そう快かい！　あ、顔に汚よごれが。私のハンカチを使ってください。いえお礼なんて。人類みな兄弟、袖そで振ふりあうも他た生しようの縁えん、情けは人の為ためならずというじゃありませんか。ささ、どうぞどうぞ！」

　目をキラキラさせながら優ゆう雅がな仕草で白いハンカチを大家に差し出す。

「…………」

　だが──大家は無言。

　煤すすで汚れた中年女性の丸顔は、ぴくぴくと顔面神経痛の様な痙けい攣れんを示していた。

　やはり駄だ目めか。

　爽やかな笑顔のまま固まったエニーネの頰ほおを、一筋の汗が流れ落ちていった。

　どでんと立ちはだかる大家の背後。

　そこにはアパートだった筈はずの物体がその敷しき地ちいっぱいに広がっていた。骨組みを幾いくつか残すだけで真っ黒に炭たん化かしてしまった建物からは、未いまだにぶすぶすと煙けむりがくすぶっていたりもする。

　見事なまでに全焼していた。

　建物であったとは思えない炭の山だ。

　まあ元々入居者は殆ほとんどいなかった上に通報が早かったので、人的被ひ害がいが出ていないのは不幸中の幸いだが──

「コルバントさん」

　大家は地じ獄ごくの底から響ひびいてくる様な低い声で改めて彼女の名を呼んだ。まるで死し刑けい執しつ行こう人が哀あわれな囚しゆう人じんを呼ぶかの様に。

　でもって──

「いいから──出て行けぇえええええ!!」

　耳鳴りを起こす程ほどの怒ど鳴なり声を聞きながら、エニーネは昨日も同じ様な事があったなぁと頭の片かた隅すみで思った。
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　だん──とカウンターにコーラのグラスを叩たたき付ける様にして置きながらエニーネは喚わめいた。

「やってらんないわよ!!」

「昨さく夜やにもまして荒あれてるわねぇ」

　呆あきれたような声音で言ったのは──見るからに厳いかつい感じの巨きよ漢かんであった。

　胸むな板いたも肩かた幅はばも並でない。荒あら縄なわを捩より合わせた様な腕うでなどは、ただグラスを磨みがいているだけの動作ですら見る者を威い圧あつする。そこらの人間の首などボトルキャップの様に軽くきゅっと捻ひねってしまいそうに見えるのだ。

　その癖くせ──お姉ねえ言葉に加えて唇くちびるにはルージュをひいているものだから、初対面の人間は大たい抵ていが逃にげ腰ごしになる。

〈ザ・フォレスト〉の店長である。

　夜はバーを営いとなむこの店とその店長は、昼間はハンバーガーショップとその店長へと姿を変える。まあお品書きメニユーの内容が変わるだけなのだが──実に見上げた勤きん労ろう精せい神しんである。もっとも前述の通り店長の見てくれが強きよう烈れつなのであまり流行はやっている様には見えないが。

　今も店内に在る人ひと影かげはエニーネだけだ。未まだ昼前という時間帯のせいもあるだろうが──

「で──今度は一体、何があったの？」

「…………」

　上着のポケットに手を突つっ込み、エニーネは店長の鼻先に一枚の名めい刺しを突き出した。

『ランドリュース興こう信しん所じよ　所長トルク・テスタ・ランドリュース』

　苦虫を嚙かみ潰つぶした様な表情でエニーネは呻うめいた。

「元げん凶きようはこいつよ………！」
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　燃え盛さかる炎ほのお。

　闇やみを冴さえ冴ざえと照らし出す炎の赤が、エニーネの顔を照らしている。

「………よく燃えてますねぇ」

　暢のん気きな声に引き寄せられる様に顔を向けると──青年がエニーネの隣となりに立っていた。

　上品なスリーピースの背広スーツに身を包んで佇たたずむ姿は、映画の一場面から抜ぬけ出してきたように様さまになっている。美男子だ。

　白い肌はだは陶とう磁じ器きのように滑なめらかで傷一つ見えない。細い顎あごをしており薄うすい唇からは冷れい淡たんさの様なものまで感じるが、そのイメージは銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥おくにある緩ゆるやかな弧こを描えがいた目で打ち消されていた。まるで縁えん側がわで日向ひなたぼっこをしている猫ねこのような糸目だ。

　だが、何より──後ろにきっちりと撫なで付けられた、まるでナイフのエッジのように鋭するどい輝かがやきを持った銀ぎん髪ぱつが一番印象的だった。

　トルク・テスタ・ランドリュース。

　まるで現金輸送用かと見み紛まごう様な大おお仰ぎような鍵かぎの付いたスーツケースを提さげた、『自じ称しよう探たん偵てい』である。

「まさかここまで燃えるとは」

「木造建築だもん。そりゃよく燃えるわよ」

「冬の空気は乾かん燥そうしていますしねぇ……大だい丈じよう夫ぶ、きっと保険が降りますよ」

「なるほど！」

　拳こぶしと掌てのひらをぽん、と打ち鳴らすとエニーネはトルクと顔を見合わせて朗ほがらかに笑い出す。

「あははははは」

「あはははははは」

「──って笑い事かあッ!!」

　ひとしきり笑った後──こめかみに青あお筋すじを立てて怒ど声せいを上げる。

　当然だ。今燃えているのはエニーネが住まいとしていたアパートなのである。そして当然の事ながら、その内に在った彼女の家財道具は一つ残らず急速燃焼中なのであった。

　それもこれも──トルクがディスパレイトを暴ぼう走そうさせたせいだった。

　銀髪の青年の周まわりには十数匹ぴきの奇き妙みような形状の生物達がふわふわと──羽も翼つばさも風船も無い癖くせにお気楽な様子で浮ふ遊ゆうしていた。




　──ぱっぽー。ぱぽう。




　気の抜けた鳴き声を出すそれらの形状や色彩は実に様々で──ただどの個体にも瞼まぶたの無い硝子ガラス玉だまの様な眼めだけが共通していた。

　ディスパレイト。異界の生物。

　その存そん在ざいそのものが異界の一部である彼かれ等らは、この世界にとっては本来相あい容いれない異物であり──そこにただ居いるだけで局所的に物理法則を歪ゆがめたりする。

　彼らに悪意は無い。知性の存在すらも怪あやしい。だが異世界の歪みそのものである彼らの存在はしばしば超常現象を引き起こす。

で……その一例が今、景気よく炎えん上じよう中ちゆうであるエニーネのアパートなのであった。

「あんた異生物デイスパレイト・使いハンドラーなんでしょ!?　ボサッと突つっ立ってないでそのバケモノ使って消火してきなさいよ！」

「それがですね」

「なによ!?」

　嚙み付かんばかりの勢いで聞き返すエニーネにぽりぽりと後頭部を搔かきながらトルクは答えた。

「消火活動に役に立ちそうなディスパレイトが……この中には居ないんですねぇ」

　暢気に笑う青年の周囲で色とりどり、形様々な異生物達が、これまた暢気にふよふよと漂ただよっていた。

　……これだけ居て、ただの一匹も？

　呆ぼう然ぜんとしてエニーネは口をぱくつかせる。

「いやぁ。参まいっちゃいましたね」

　はっはっは──と無責任に笑うトルク。

「元々が専務さんをやっつける為ために召しよう喚かんした子達ですし。どうも『門』の方も調子が出なくて……帰き還かんはともかく、新しい個体を召喚するのは無理っぽく」

「…………」

　燃え盛さかるアパートを前にただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすエニーネ。

　遠くからけたたましいサイレンの音が近付きつつあった。
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　ごつい指の先に挟はさんだ名刺を眺ながめながら、頰ほおに手を添そえ──店長は『あらまぁ』と感心した様に首を傾かしげてみせた。

「あの人、異生物デイスパレイト・使いハンドラーだったのねぇ」

「失職した直後に家財道具を一いつ切さい合がつ財さい燃やされちゃって、職なし宿なし行くアテ無しの三重苦よ。おまけに張本人は事情聴ちよう取しゆで連れてかれちゃって殴なぐる暇ひまもなかったわ。マスター、コーラおかわり!!」

「はいはい………」

　苦く笑しようしながら空からのグラスを受け取った店長はジュース・サーバーに屈かがみ込こむ。再び黒い炭酸飲料を満たしたグラスを手に振ふり返った店長は──ふと笑えみを深めて言った。

「あら。ランドリュースさん」

「──！」

　ランドリュース！

　店長の言葉が終わるか終わらないかの内にエニーネは周囲の空気をぶち抜く様な速さで振り返り──真後ろに立っていた人物の襟えり首くびを摑つかんだ。

「ランドリュース！　あんたねぇええ!!」

「ひゃわわぁああッ!?」

　怒ど号ごうを上げつつそのまま首を締しめ上げようとする……が。

「──あれ？」

　エニーネに首を絞しめられながら悲鳴を上げたのは、彼女の知っているランドリュース興信所所長のトルクではなく──随ずい分ぶんと幼おさない感じの少女だった。

　歳としは……恐おそらく十二か十三といった処ところか。体より大きい茶色いダッフル・コートを着て──むしろ服に着られている感がある。

　柔やわらかそうな金きん糸しの髪かみはふわふわのさらさら、血統書付きの猫の毛並みの様だ。驚おどろいて見開かれた目は零こぼれ落ちそうなほど大きく、宝石のような翡ひ翠すい色いろ。象ぞう牙げのように白い肌の頰には、ほんのりと薔ば薇ら色いろがのっており、まるでアンティーク・ドールの様な繊せん細さいな可愛かわいらしさがあった。

「く、くるしいです………！」

「あ。ご、ごめん」

　愛らしい顔を歪めて呻うめいた少女を見てエニーネは我に返り、慌あわててぱっと手を放す。

「でもランドリュースって……あんた、トルク・テスタ・ランドリュースの関係者？」

「あ。兄のお知り合いの方ですか」

　少女は納なつ得とくの表情を浮うかべた。

「……兄？」

「はい。トルクは私の兄です。私は妹のテレス。テレス・テスタ・ランドリュース」

「…………」

　エニーネは改あらためてその少女を眺める。

　トルク。そしてテレス。

　よく整っている顔立ちという点は同じなのだが、眼の色も髪の色も──そして何よりもその雰ふん囲い気きが明らかに異ことなる。

　トルクを日ひ溜だまりで寝ねこける猫とするならば、テレスはおとなしい小犬である。

「………似てない兄妹ね」

「よく言われます」

　つい先ほど首を締め上げられた事実を忘れたかの様に朗らかな笑顔で言うテレス。

　頭に上り詰つめていた血が徐じよ々じよに下がるのを感じてエニーネは盛せい大だいに溜ため息をついた。

「………またランドリュースってわけね」

　脱だつ力りよくしてカウンターに突つっ伏ぷすエニーネの耳に……怪け訝げんそうなテレスと店長の会話が入ってくる。

「あの……何があったんですか？　もしかして……兄がこのお姉さんに何か御ご迷めい惑わくを掛かけたんでしょうか？」

「ああ……」

　苦笑を浮かべながらコーラをエニーネの前に置く店長。もう説明する気力も無い彼女に代わって店長は大まかに事の次し第だいをテレス少女に語って聞かせた。

「やってらんないわよ……ったく………」

　既すでに怒おこる気も失うせてコーラをちびちびやるエニーネ。本当は酒が欲ほしい処だが、失職中の彼女は成せい年ねん擬ぎ制せいが利きかないので売って貰もらえないのである。

「あの……お姉さん」

　おずおずとした声に振り返ると──テレスが翠みどりの瞳ひとみをうるうるうると潤うるませていた。

「な……何よ？」

「兄が御迷惑をお掛けしたみたいで──ごめんなさい」

　今にも泣き出しそうな顔のテレスが深々と頭を下げる。まさかそうくるとは思っていなかったエニーネは激しくたじろいだ。

「あ……いや……えと。その──テレスちゃん？　別にあなたが悪いわけじゃないから……ね？」

「いいえ。兄の不始末は私の不始末です」

　あの何ど処こかネジが抜ぬけたかの様なトルクの妹とは到とう底てい思えない律りち儀ぎな物言いに──エニーネはただただ狼狽うろたえるしかない。

「でも……兄は大おお雑ざつ把ぱでいい加か減げんで適てき当とうで出たとこ勝負で計画無しですけど──決して悪い人間じゃないんです」

「…………」

　ひょっとしてこの妹はこの妹で何処か変なのではないか、という考えがちらりとエニーネの脳のう裏りをかすめるが──今にも大おお粒つぶの涙なみだをはらはらとこぼしそうなテレスを前にしていると、疑うたがうのも悪い気がしてしまう。

「どうか兄を許してやってください。私に出来る事なら何でもしますから」

「いや……だから……」

　救いを求める様に店長の方を仰あおぎ見るエニーネ。店長は苦笑を浮かべながらやや強ごう引いんな話題転てん換かんを試こころみてくれた。

「あら。テレスちゃん──それなあに？」

「え？　あ──これですか」

　目元を拭ぬぐいながらテレスが持ち上げて見せたのは紙かみ袋ぶくろだった。何やらポスターの様なものが筒つつ状じように丸められて何本か入っている。

「求人広告です。こちらにも貼はらせて貰もらえないかなって思って。うちの事務所の事務員を探してて──」

　そこまで言って眼めを瞬まばたかせ黙だまり込むテレス。

　実に簡単な贖しよく罪ざい方法に思い至ったらしい。

「そうだ──お詫わびにうちで雇やとわせて貰うというのはどうでしょう？」

　名案──とばかりに先さき程ほどまで曇くもっていたテレスの表情が明るく晴れる。

「部屋は一つ空あいてますから住み込みも出来ます！　未まだ事務所開いたばかりでお給料はそんなに沢たく山さんは無理ですけど、就しゆう職しよく証しよう明めいも出せますから成年擬制も──」

「ちょ、ちょっと……？」

　働ける上に住む場所をもらえるならば文句は無い。むしろ願っても無い話ではあった。

　しかも──

「…………」

　雨の日に段ボール箱に入れて捨てられている子犬のよーな眼まな差ざしで、エニーネを見上げてくるテレス。

「……駄だ目め……でしょうか……？」

「うっ……」

　言葉に詰つまるエニーネ。

　気が短く激げきし易やすい性格の彼女だが──彼女の場合のそれは、つまりそれだけ感情豊かで揺ゆり動かされ易いという事でもある。

　要するに……可か憐れんな少女から、大きな瞳ひとみを切なげにうるうるキラキラと潤ませて懇こん願がんされたりすると、それを無む下げに断ったりする事がどーしてもできない性しよう分ぶんなのだ。

「…………」

[image: ]

　助けを求める様に店長の方を見るが、彼は微び笑しようを浮かべてエニーネ達を眺ながめているのみ。

　結局──彼女が折れたのはそれから三分後の事であった。
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　扉とびらを開けると──地じ獄ごく絵え図ずが広がっていた。

「なっ……!?」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすエニーネとテレス。

　部屋はむわっ……とした生なま温あたたかい靄もやで白く濁にごっていた。机や椅い子すは一つ残らずひっくり返り、足首の辺あたりまで浸しん水すいした床ゆかの上をペンだのファイル入れだのがどんぶらこと漂ただよっていたりする。

　でもって。

「やあおかえり──テレス」

　それらの中をばしゃばしゃと匍ほ匐ふく前ぜん進しん──というか何というか──しながら言うのはスリーピースの背広スーツを着た青年である。

　トルク・テスタ・ランドリュース。

　彼の頭ず上じようには色とりどり、形様々の物体が大量に乱らん舞ぶしていた。

　ディスパレイトである。

　菱ひし形がたに紐ひもをつけたようなもの。雫しずく型を横にしたようなもの。饅まん頭じゆうに尻尾しつぽが生はえたようなもの。それこそ数えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどの種類と量のディスパレイトが物もの凄すごい勢いで行き交かっている。

　一匹ぴきでさえ超常現象を引き起こす異生物。

　それがこれだけの数と種類でひしめいていては一体何が起こるか想像もつかない。

「…………じゃ。そういう事で」

　踵きびすを返してその場を立ち去ろうとするエニーネに──我に返ったテレスが素す早ばやく縋すがり付いてくる。

「待って待って待ってくださいエニーネさん行かないで!?」

「行くわよ去るわよ夢にするわよ!?　何なのよこの鉄てつ柵さく省はぶいたサファリパークな職場は!?　こんな所で働けるわけ──」

　言葉半なかばで──トルクの叫さけびに遮さえぎられた。

「──ああ!!」

「え、なに──」




　──ぱぽぅ。




　間まの抜ぬけた鳴き声。

　ギョッとして振ふり返ってみると──ディスパレイトが眼前にいた。

「ちょ……！」

　硬こう直ちよくするエニーネ。

　まあこれだけディスパレイトが溢あふれかえっているのだから別に今いま更さら驚おどろく事ではないのだが……

「御ご安あん心しんください、〈ハニードワフル〉──その子はそんなに大きな現象を起こす事はありません」

　この状じよう況きよう下かにありながら、しかし今一つ緊きん張ちよう感かんとか焦しよう燥そう感かんとかの欠けた口調で銀ぎん髪ぱつの青年は説明してきた。

「せいぜい──服が破れる程度で」

「いやに具体的な説明してんじゃないッ！　なにそれ私にお色気サービスしろって事!?　まさかあんた最初からそれを──」

「滅めつ相そうもない。私はどちらかというと豊ほう満まんな方が──」

「やかましいわっ！」

　怒ど鳴なるエニーネ。

　だが彼女の前でふわふわと浮ういていたそのディスパレイト──縦たてに平べったい楕だ円えん形けいの胴どう体たいをした個体が、その下部から生えた触しよつ角かくの様な細い器官をぴょんこぴょんこと動かすのを見てエニーネは青ざめた。

　彼女の眼めの前でぐにゃりと空間が歪ゆがみ──

「きゃあああああああああ!!」

　男の目の前で、うら若き乙女おとめの裸ら体たいが…………と思ったら悲鳴を上げたのは隣となりのテレスであった。発生した風に衣服を切り裂さかれ、美少女は自らの白い体を抱だく様にしてその場に座すわり込む。

「──って、そっちかい!!」

　テレスを剝むくだけ剝いて気が済すんだのか──すい～と何ど処こかへ去っていくディスパレイトに向かって激しくツッコミを入れるエニーネ。着ているスーツの上着を脱ぬいで、床に座すわり込んでいるテレスの白い肩かたを慌あわてて包む。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「は、はい。大丈夫です」

　座り込む少女の姿は色白で儚はかなげな雰ふん囲い気きもあって──年の割に妙みように色っぽかったりもする。

「…………」

　別にテレスは何も悪くないのだが……ちょっとばかりムッとするエニーネ。

　自分が被ひ害がいに遭あわなかったのは幸さいわいだが、まるで異生物に『どうせ剝くならこっちだよなあ』と色気の無さを指し摘てきされた様な気がして屈くつ辱じよくを感じる微び妙みような乙女心であった。

　まあ確かにエニーネはやや胸も腰こしも少々寂さびしく色気には乏とぼしい感じだがそれは成長期の今後に期待であって──

「危ない、頭上!!」

　言われてトルクが指差す頭上をハッと仰あおいだエニーネは……無数の鉄骨を見た。

　室内である。それも、貸しビルの一階。

　にもかかわらず──突とつ如じよ、出現した数本の鉄骨。

　天てん井じよう付近でくるくると回転しているディスパレイトの周囲では空間が歪んでいた。鉄骨はその歪んだ空間から突つき出ており──

「ぎゃあああああああああああああ!!」

　有う無むを言わさず串くし刺ざしコースで落下してくる。エニーネは咄とつ嗟さにテレスの腕うでを摑つかんで部屋の中央へ一足飛びに滑すべり込んだ。

　床に溜たまっている水を跳はねさせながら、ずじゃあ、と滑っていった二人の背後で──鉄骨が床に次々と突き刺さる轟ごう音おんがした。

　連続する振しん動どうの源を振り返ると、扉とびらを遮さえぎる形で鉄骨が三本ほど突き立っている。

　一いつ瞬しゆんでも行動が遅おそければ潰つぶされていた。

　ぞっとしながらエニーネは──反はん射しや的に引っ張った少女の安あん否ぴを確かめる。

「テレスちゃん、大丈夫!?」

　仰あお向むけになったテレスは目を回していた。どうやら飛び退のいた瞬間に何処かで頭でもぶつけたらしい。

「あちゃあ………」

「二人とも、大丈夫ですか。そういえばコルバントさん、どうしてここに？」

「いいから、状じよう況きよう！　説明!!　何事!?」

「落ち着いてください。会話が片言に──」

「あんたはもうちょっと慌あわてろ！」

「はあ──まあ原因は彼ですが」

　頭を低くしたまま天井を指差すトルクの指先を辿たどって──エニーネは視線を上げる。

　まるで濃のう霧むが流れ込んだように靄もやですっかり覆おおわれてしまった天井。

　白煙スモークの中でゆらり、と黒い影かげが蠢うごめいた。

　喩たとえるならば一本の太い流木だろうか。確かな存在感とそれに伴ともなう重量感を備そなえながら……黒いそれは空中に留とどまり続けていた。

「何、あれ………」

　愕がく然ぜんとして呟つぶやくエニーネ。

　文字通り水も滴したたるいい男になっているトルクが困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

「〈グスタフ〉………うちの事務所でも大型のディスパレイトです。事情聴ちよう取しゆから帰ってきたらこんな事に。どうやら自力で粋槽タンクの蓋ふたを開けて出てしまったようで。彼が暴あばれたせいで他のディスパレイトも興こう奮ふんして──」

「粋槽タンクって……」

「ディスパレイトを飼かうためのケースです。異界の生物なので彼らの世界の『粋すい』を満たして、環かん境きようを」

「ちょっと待って。そうじゃなくて──なんでディスパレイトが事務所にいんのよ？」

「なんでって………」

　頰ほおを指で搔かくトルクの顔が横に逸それる。その視線を辿って壁かべを見たエニーネは絶ぜつ句くした。

　それなりに広さのある部屋は入り口を除のぞく四方の壁に──びっしりと硝子ガラスのケースが積み上げられていた。ここは異生物の量りよう販はん店てんか、とツッコミを入れたくなるほどの量だ。

「あんた……事務所の中でディスパレイトを飼ってんの!?」

「ええ──勿もち論ろん」

　と頷うなずくトルク。

　考えてみれば当然の話ではある。ディスパレイトも生き物である以上、何ど処こかで飼育されている筈はずなのである。まさか工具や文具ではあるまいし、使わない時は箱の中に仕し舞まっておく訳にもいくまい。

　番犬を使うには犬小屋が、伝でん書しよ鳩ばとを利用するには鳩きゆう舎しやが必要な様に、ディスパレイトを扱あつかう事を職にする者ならば、自宅や仕事場でディスパレイトを大量に飼育していて当然ではあった。

　とはいえ──

「…………」

　隣で呻うめき声。

　テレスが目をうっすらと開ける。

　改めて現状を確かく認にんする緑色の瞳ひとみが──潤うるんだ。まあ彼女の様な子供にとってこの状況は恐きよう怖ふ以外の何物でもなかろう。顔を強こわ張ばらせたテレスを落ち着かせようとエニーネは出来る限り優やさしい声音を出す。

「落ち着いて、テレスちゃん……大丈夫、きっと何とか出来──」

「私の──」

　テレスは震ふるえながら言った。

「私のディスパちゃんが死んじゃう！」

「──って、問題はそこかい！」

　やはりこの兄にしてこの妹ありだ。

「まず自分の心配をしなさいよ!!」

「でもでも！」

　思わずツッコミを入れたエニーネに──しかし奇き妙みような迫はく力りよくを背せ負おって猛もう然ぜんとテレスは反論した。

「ディスパレイトは異世界の生物だから、こっち側の空間で、粋槽タンクの外に出したら、長時間の活動は出来ないんですよ!?　あまり長く外側に居ると衰すい弱じやくして死んじゃうんですよ！　可哀かわい想そうじゃないですか！」

「その前に今死にそうな私らが可哀想よ！」

　喚わめくエニーネの頭上では、やっぱり飛び交かうディスパレイトの一挙一動で様々な超常現象が発生している。小爆ばく発はつは起こるわ、硝子ガラスは割れるわ、雪は降るわ、書類は舞うわ、砂は雪崩なだれ込んでくるわ、まさに戦場の様相である。

「しかも見てください──色んな粋槽タンクが壊こわれて『粋』が垂たれ流れちゃってて白く濁にごってるでしょ!?　ディスパレイトにはそれぞれ適した粋すい質しつがあるのに、こんな風に混ざり合ってしまったら体調を崩くずす子も出てきます！」

　物もの凄すごい勢いで解説するテレス。

　エニーネの中で大まかに出来上がりつつあった『礼儀正しいはかなげな美少女』の像にぴしりと亀き裂れつが入った。

「ディスパレイトはそれぞれ微び妙みように『粋』の濃のう度どや湿しつ度どが違ちがってて混ざるとまずいのも居るんです、例えば〈スタルジョン〉系は粋すい温おん度は通年二十度以下を維い持じしないといけないのに対して、〈ベルタ〉系の適温は──」

「…………やっぱり兄妹よね、あんたら」

　頰を引きつらせながらエニーネは言った。




　　　　●




　そんなこんなで……

「いやあ。困りましたねぇ」

　暢のん気きな声でトルク。薄うす暗ぐらい中でエニーネはじろりと声がした方を睨にらむ。

　膝ひざを抱かかえて小さくなった三人はぴったりと寄り添そって、事務所のロッカーの中に居た。

　合金製だが極きわめて薄い扉一枚向こうで、今なお地じ獄ごく絵え図ずは続いている模も様よう。

　聞こえてくる爆音でロッカーはカタカタと小こ刻きざみに震ふるえる。まあとりあえず服が破れたり降ってきた氷こおり水みずを浴びたりしなくては済すむのだが……安物のロッカーではいつまで保もつか怪あやしいものだ。

　エニーネ達がロッカーごとおシャカになるのと、ディスパレイト達がお亡なくなりになるのと──さてどっちが早いだろうか。

「困ってる場合じゃなくて。どーすんのよ」

「とにかく、一番興奮している〈グスタフ〉を捕つかまえれば……」

「兄さん。小さいディスパレイトは私が何とかするわ」

「じゃあそっちはテレスに任まかせよう」

　何でもない事の様に交わされる会話の内容にエニーネは慌あわてて口を挟はさむ。

「ちょっと。あんたはともかく、テレスちゃんは危ないんじゃ……」

　どちらも頑がん健けんそうにはとても見えないが、特に線の細いテレスは見るからに肉体労働には不向きそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶです、私はディスパレイトの扱あつかいに慣れてますから」

「こう見えて頼たのもしいんですよ、テレスは。任せてやってください」

「…………」

　あくまで緊きん張ちよう感かんの無い兄妹の声を狭せま苦くるしい薄うす闇やみの中で聞きながら──エニーネは溜ため息をついた。
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　手には捕ほ獲かく網あみ。足には長なが靴ぐつ。頭には安全帽ヘルメツト。

　完全武装である。これでスリーピース・スーツの上からでなければそれなりに様になっていたかもしれない。

「さて──」

　トルクはばしゃばしゃと床ゆかの上に溜まった水──正確には『粋』を溶とけ込ませた液体だが──を跳はね飛ばしながら走る。

　目指すは天てん井じよう付近を遊ゆう弋よくする大型ディスパレイト──〈グスタフ〉。

「そりゃっ」

　今一つ迫力の無い声で言いながら、トルクは床の上でひっくり返っているソファーの背もたれを踏ふみつけて跳ちよう躍やく。彼は部屋に立ち込めた薄うす靄もやが特に濃密な天井に向かって柄えの長い網を振ふり上げる。

　途と端たんに──




　──ばぼーっ！




　野太く濁にごった鳴き声が響ひびく。

　巨きよ体たいを跳はねさせる様にして黒い──細長くまるで手足の無いワニの様な異形の生物は、迫せまり来る網をかわした。

「〈グスタフ〉──大人しくしてください」

　トルクの声が届いているのかいないのか、怒ど声せいを放つ様に唸うなりながら大型ディスパレイトはその場で一回転。

　轟ごう……！

　暴風の様な音と共にディスパレイトの描えがいた輪の中の空間が歪ゆがむ。そこから飛び出してきたのは──




　──…………ッ!!




　不ふ協きよう和わ音おん。

　水面の波は紋もんの如ごとく事務所全体に広がっていくそれは、耳の奥おくから脳天までを貫つらぬくような不快な異音であった。

　まるで強きよう烈れつな耳鳴りを瞬しゆん間かん的てきに起こしたようなものだ。全員の目頭から眉み間けんの間に鈍どん痛つうがのし掛かかる。

「ぬぁ……！」

　小さな声を上げて顔を歪めたトルクが空中で姿勢バランスを崩くずし、落下してくる。

　だがソファーに背中から落ちると同時に彼は受身を取り、そのまま転ころがって衝しよう撃げきを殺しながら片かた膝ひざをついて水みず浸びたしの床に無事着地。

　さすがは異生物デイスパレイト・使いハンドラー──とエニーネが鈍痛の余よ韻いんに耐たえながら少しトルクを見直したのも束つかの間。

「気をつけて下さい!!」

「──え？」

〈グスタフ〉を中心として円えん環かん状じように無数の水玉が発生した。その一つ一つの大きさが──子供の頭ほどもある。

　無数の水玉は一瞬だけ空中に留とどまっていたが……次の瞬間、四方に向けて矢の勢いで無差別に飛ぶ。

　さっと身を翻ひるがえして本ほん棚だなの陰かげに飛び込むトルク。彼の身体からだをかすめて、幾いくつもの水玉が炸さく裂れつした。

　たかが水。されど水。

　充じゆう分ぶんな圧力を掛け速度を与あたえれば、水は充分に破は壊かい力りよくを持つ。

　どががががががががっ!!

　──連続する音と共に、室内の家具に次々と水玉が着ちやく弾だんして弾はじけ跳とぶ。強度の弱い陶とう器きやら硝子ガラスやらは一撃で容易たやすく砕くだけ散り、スチール製の事務用家具の類も、べこんべこんとへこんでいく。

「ちょっと洒落しやれになんないわよ、これ！」

　先の怪かい音おん波ぱはあくまでこの『本番』の前の前ぜん兆ちように過ぎなかったらしい。

　この怪現象も〈グスタフ〉にしてみれば、本来ならば身を捩よじった結果、巨体に煽あおられて風が起こる……ただそれだけの事なのだろう。

　だが存在そのものがこの世界では異質なディスパレイトの事──そんな些さ細さいな現象すらもこの世界の法則をねじ曲げる。

「彼らも冗じよう談だんで生きているわけじゃありませんからね」

　本棚の陰から顔だけ覗のぞかせて言うトルク。

「洒落じゃないのはお互たがい様です」

　言いながら水玉機き関かん砲ほうの切れ間を狙ねらい、再び飛び出すトルク。

　相変わらず状じよう況きようが分かっていないかの様な、穏おん和わな笑えみをその整った顔に浮うかべたままトルクは身を低くして走り──倒たおれているチェストを踏み台にして再び跳躍。

　天井近くで漂ただよっていた黒いディスパレイト目め掛がけて掬すくい上げるようにして網を振るう。しかし……慌てたように巨きよ軀くを捩って標的はするりと逃にげてしまう。

「……おしい」

　空から振ぶりした網を小こ脇わきに挟んで──所長用と思われる横よこ幅はばの大きなもの──机の上にトルクが着地。

　そこに──

「兄さん、危ない！」

　隣りん室しつで小型のディスパレイトを追いかけ回しているテレスから声が飛ぶ。

　同時に、数本のナイフだのフォークだのがトルクの顔面に向かって勢いよく飛来した。

　あっ──とエニーネは息を吞のむ。

　だが銀ぎん髪ぱつの青年は慌てず焦あせらず、笑顔のままで捕獲網の柄えを回転。金属製の柄は飛来した五本の凶きよう器きを鮮あざやかに叩たたき落としていた。

「…………」

　凄すごい。

　エニーネはただそう思った。

　これがあの──暢のん気きでいい加減なトルク・テスタ・ランドリュースと同一人物なのか。

　いや……実際、今も彼は一いつ貫かんしてその柔にゆう和わな笑顔を崩くずしてはいない。彼は間ま違ちがいなく彼のままだ。つまり──

（私が……彼の限られた一面しか見てなかったって事よね）

　そんな事を想おもうエニーネ。

　その間も機き敏びんな動きと素す早ばやい対応──まるで舞ぶ踊ようを踊おどる様に軽い足捌きフツトワークで床ゆかに散乱する家具の合間を駆かけ抜ぬけ、網あみを構かまえたトルクが三度〈グスタフ〉に迫せまる。
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　──ばぼぼぼぼぼっ！




　野太い声で鳴いて黒いディスパレイトはトルクの逆方向に滑かつ空くうして逃げていく。瞬またたく間にその丸太の様な巨体は網の描く弧この外側に──

「コルバントさん、行きました!!」

「よっしゃ!!」

　部屋の隅すみで──待ち構えていたエニーネの広げた網の中に〈グスタフ〉が勢いよく飛び込んできた。まるででっかい岩でも受け止めたかの様な衝撃が、網を握にぎるエニーネの手にずしんとのし掛かる。

「くっ!!」

　言うまでも無くエニーネはこの瞬間をずっと待っていたのだ。逃がしてなるものか──と素早く網の口を引き絞しぼってエニーネは出口を封ふう鎖さする。

　駆けつけたトルクが網の上から〈グスタフ〉を押おさえつけて──

「確かく保ほ！──いやあ。助かりました。やっぱり挟はさみ撃うちは利ききます。この子らも網持って近づくと逃げる癖くせがついてるんで、一人ではなかなか大変なんですよね」

　ディスパレイトを網で包みながら言ったトルクを見て、ようやくエニーネはほっと息をついて網から手を放した。

「逃げ癖つくほど脱だつ走そう許してんじゃないわよ、ったく……」

「いやあ面めん目ぼくない」

　にこにこと笑いながらトルクは〈グスタフ〉を奥の一ひと際きわ大きな粋槽タンクに──恐おそらくはそれが専せん用よう粋槽タンクなのだろう──ぼちゃんと入れる。

　テレスの方も大方のディスパレイトは捕つかまえ終わった様で、事務所の地獄絵図は速すみやかに終息に向かいつつあった。

　で──

「じゃ、そういう事で」

　そう言い残し、テレスが余よ計けいな事を思い出さない内に、出口に向かってさっさと踵きびすを返すエニーネ。

　その背中に──トルクの声が追い縋すがった。

「そういえば──」

　思い出した、という響きを持ったその声にぎくりとして動きを止める。恐おそる恐る……振り返ると、爽さわやかな笑顔のトルクが居た。

「どうしてコルバントさんが此こ処こに？」

「あ。兄さん──コルバントさんはうちの事務所の事務員として働いてくれるって！」

　余計な事をテレスが言う。

「それはそれは！　助かります。丁度、募ぼ集しゆうを打とうと思っていたところでして」

「ちょっと待って………私は」

「いや──本当に丁度良かった。コルバントさんには色々御ご迷めい惑わくもお掛けした様ですし、出来る限りの優ゆう遇ぐうはさせていただきます」

「…………」

　確かに行くアテは無い。職も欲ほしい。補ほ償しようもして欲しい。だがしかし──

「コルバントさん……」

　うるる──と潤うるんだ眼めで見つめてくるテレス。その向こうではトルクが何の罪悪感も無い様な、のほほんとした人好きする笑顔でこちらを見ている。

　そして周まわりにはずたぼろになった事務所。

　でもって無数のディスパレイトが収められた粋槽タンクが──沢たく山さん。

「うううううう………ッ!!」

　不ふ況きようの最さ中なか、十六歳さいの小こ娘むすめが新しい職を探すのは大変だ。そんでもって貯金の少ないエニーネはその日の宿にも困っている。そんな身の上だ。身の上だが……だが……！

（確かに、風ふう俗ぞくとか、助すけ平べい親父おやじとかに雇やとわれるよりマシだけど……マシだけど………）

「どちくしょぉお!!　私になんか恨うらみでもあんのか、神!?」

　エニーネは血けつ涙るいを流して叫さけんだ。
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　結局──新しい職とその日の宿の誘ゆう惑わくには勝てなかった。

　事務所の上──未まだ家具も揃そろいきっていない二階の一室、ソファーの上に寝ね転ころがり毛布を被かぶったエニーネは、ぐるりと室内を見回す。

　粋槽タンク。粋槽。粋槽。粋槽。粋槽。

　右を見ても左を見ても──『粋槽タンク』の山だ。むしろ倉庫じゃないのかここは、と胸きよう中ちゆうでツッコミを入れるエニーネ。

　だが別にランドリュース兄妹が殊こと更さら、彼女に酷ひどい部屋を宛あてがったのではない。他の部屋も全すべて同じ様な状況なのだ。エアポンプだの用よう途と不明の装置だのブクブクカタカタと間かん断だんなく小さな音をさせている。

　……眠ねむれない。

　顔を引き攣つらせたエニーネの頰を汗あせの雫しずくが滑すべり落ちる。

「……早まったかーもー……」

　顔を上げてじと目で粋槽タンクを睨にらむエニーネ。硝子ガラスの向こうではふよふよと無数のディスパレイトが漂ただよっていた。

　硝子ガラス玉だまのような丸い眼をした異生物は口をぱくつかせている。そこに愛あい嬌きようのようなものを感じて──エニーネは、溜ため息をついた。

　頰ほお杖づえをついて微び苦く笑しようを浮うかべる。

「まぁ、こいつらも生きてるんだもんね」

　──こうして。

　エニーネ・コルバントは、ランドリュース兄妹の興信所で住み込みの事務員として働く事になったのだった。
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　そこは路ろ地じ裏うらだった。

　未まだ昼だというのに……辺あたりは背の高い建物の狭間はざまで完全に日ひ陰かげと化している。道は辛かろうじて車は通れる幅はばがあるものの……二台が擦すれ違ちがう事は出来まい。放ほうっておけば丸一日誰だれも通り掛かかりそうになかった。

　しかし。

　とても商売に向いているとは思えないその場所に──どちらかといえば法の眼めを盗ぬすみながら、後ろ暗い取引をしたりするのに適していそうな場所に、問題の店は静かに構かまえられていた。

「……しかも思いっきり怪あやしいし」

　呆ぼう然ぜんと束つかの間ま立ち尽つくしてから──エニーネは呟つぶやいた。

　手元のメモに書かれた文字と、店の扉とびらに書かれている店名を見比べる。

『ドロステル・ディスパレイト・ショップ』

　住所も此こ処こで間違いない。

　何ど処こかで道を間違えたのでは、と僅わずかに期待したのだが……やはりこの店が目的地であるらしい。

「激げき烈れつに胡う散さん臭くさいわね……」

　思わず呻うめく。しかし怪しんでいても始まらない。彼女の目的はこの中でしか果たされないからだ。

　溜ため息を一つつくと、エニーネは扉を開いて、店の入り口をくぐった。




　　　　●




　話は少し戻もどって──早朝。

「ひぁああああああああああッッッ!!」

　転ころがるようにして横に跳とぶエニーネ。

　一いつ瞬しゆん前までエニーネが立っていた場所にどずぅん、と重い振しん動どうと共に鉄骨が倒たおれた。

　鉄骨としてはそんなに大きなものではないが……鉄骨は鉄骨だ。直ちよく撃げきを喰くらっていたら頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつしそうな代しろ物ものではあった。

「大だい丈じよう夫ぶですか──コルバントさん!?」

　慌あわてて駆かけ寄ってきたのは柔やわらかそうな金きん髪ぱつと緑りよく瞳どうを持った少女──テレスである。

　やや大きめのワイシャツとダークジーンズに身を包んだ少女の姿は、まるで天使の様に愛らしい。幼いながらも将来の有望性を感じさせる、その顔──しかし今は驚おどろきと焦あせりで少々強こわ張ばっていた。

　彼女に助け起こされながらエニーネは、顎あごに滴したたる冷ひや汗あせを手の甲こうで拭ぬぐう。

「なんなのよ此処はっ!?」

　エニーネは喚わめいた。

「信じられない！　部屋の中でしょ!?　部屋の中よ？　部屋の中でどーして落ちてくる鉄骨を避よけなきゃなんないのよ!?」

　叫さけぶ彼女を眺ながめながら──

「そこに鉄骨があるからです」

　部屋の隅すみで作業をしていた青年が言った。

　上品なスリーピースの背広スーツに身を包んだ長ちよう身しん瘦そう軀く。顔立ちはよく整い──角度や表情によっては冷れい酷こくな印象さえ受けるかもしれない。ナイフの刃はにも似た鋭するどい輝かがやきを持つ銀髪が、その印象に拍はく車しやをかけている。

　ただし。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの向こうにある、縁えん側がわで日向ひなたぼっこをしている猫ねこの様な糸目が、その雰ふん囲い気きをすべてぶち壊こわ──もとい打ち消している。

　トルク・テスタ・ランドリュース。

　ここ──ランドリュース興こう信しん所じよの所長だ。

　こめかみに青あお筋すじを立ててエニーネはトルクに詰つめ寄った。

「なに一人だけ涼すずしげな顔してんのよ、もうちょっと危き機き感かんを持ちなさいよ！　ここはあんたの事務所でしょ!!」

「まぁまぁ、コルバントさん。そんなに怖こわい顔をしないで。落ち着いてください」

「こんな部屋で落ち着いてられるかぁあああああああああ!!」

　怒ど鳴なって、エニーネは部屋の惨さん状じようを指し示した。

　床ゆかは水みず浸びたしになり、割れた硝子ガラスの破は片へんだらけ。机やソファー、チェストなどの家具はすべてひっくり返り、壁かべや所長机には何本も包丁やらフォークやらが刺ささっている。それだけでなく、部屋の出入り口の付近には何な故ぜか鉄骨が数本突つき立っていた。

　折せつ角かくの初出勤、とりあえず一いつ張ちよう羅らである紺こん色いろのスーツを着て出勤したはいいが……事務所に入って十分たらずでエニーネは掃そう除じ婦ふまがいの姿になっていた。

　髪かみ留どめで止めた黒髪には白い布ふ巾きんを巻いてエプロンをまとい、さらには片手にモップを装そう備びといういでたちである。

「このままじゃ仕事にならないどころか、身の危険──」

　言葉半ばで──




　──ぱぽぅ！




　間まの抜ぬけた鳴なき声に邪じや魔まをされた。それでもめげずにエニーネは言葉を続ける。

「さっきみたいに鉄骨が倒れてきたり──」

　──ぽぽぅ！

「足の踏ふみ場もないし──」

　──ぱぽぽぽぅ！

　──ぱぽぽぽぽぽぽぅ!!

「だぁああああああうるっさいッッッ!!」

　こめかみを痙けい攣れんさせながらエニーネは振ふり返る。

　そこには何十──いや下手をすると百にも達しそうな数の硝子ガラスケースがあった。

　いくつか破は損そんしている物もあるが、事務所の奥おくは、扉とびらのある箇か所しよを除のぞいて、壁という壁がびっちりと並べられた硝子ガラスケースで覆おおわれている。

　それらは全すべてディスパレイトと呼ばれる生物を飼し育いくする為ための『粋槽タンク』である。『粋すい』と呼ばれる各種物質を溶よう解かいさせ、成分調整された液体の中では、手も足も翼つばさも無い奇き妙みような生物がゆらゆらと浮ふ遊ゆうしている。

　菱ひし形がたに糸をつけたようなもの、流りゆう線せん形けいのもの、姿かたちは千せん差さ万ばん別べつ──ただ共通しているのは瞼まぶたのない硝子ガラス球だまの様な眼め。円を描えがいてその中を塗ぬり潰つぶしただけの様なそれらは、見る角度によってはひどく虚うつろに──また別の角度によっては途と方ほうも無く間抜けに見えた。

「ちょっと黙だまらせらんないの!?」

「無理ですよ、彼らはお腹なかが空すいて鳴いてるんですから」

「だったら餌えさをあげればいいじゃない！」

「それが………この騒さわぎで、餌を保管していた棚たなが中身ごと大たい破はしてしまいまして」

「部屋も餌も滅め茶ちや苦く茶ちやにしたのは自分達だってのに、餌をもらえるまで騒そう音おんデモって訳わけ!?　いいご身分じゃない」

　殺気さえ込めた眼で粋槽タンクの群むれを睨にらみ付けるエニーネ。

「この中に部屋をぱぁっと片付けられるディスパレイトは居いないの？　こう、ずごごーっと硝子ガラスの破片とか鉄骨をすい込むとか」

　困ったようにトルクは頰ほほを搔かいた。

「コルバントさん……そんな、掃そう除じ機きじゃないんですから」

　一方──ワイシャツの胸ポケットからメモ帳を取り出したテレスは何やら書き付け、そのページをちぎりとっている。

「壊こわれたケースの他ほかにも餌を買いなおさなきゃ。ポンプもいくつか駄だ目めになっちゃってるし……鉄骨の片付けは、業者さんを呼ぶしかないですね」

「当たり前よ」

　噴ふん然ぜんとして言ったエニーネに──一枚のメモが差し出された。何やら専門用語らしいものがずらずらと箇か条じよう書がきになっている。

「………なに、これ？」

　怪け訝げんな顔をするエニーネ。

　テレスを見ると、少女はにっこりと笑った。

「お使い──御お願ねがいします」
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　──ディスパレイト。

　彼らがいつから、どうしてこの世界に顕あらわれる様になったかは未いまだにわかっていない。

　何千年も前から時折出現してはいた様だが、今日ほど頻ひん繁ぱんではなかったのだと言われている。人によっては怪かい物ぶつとも呼ばれるそれらは、かつては妖よう魔ま、怪かい異いの類たぐいとされていたであろう生物だった。だがそれらはもう現代社会においては迷めい信しんでも伝説でもなくなっている。

　よく勘かん違ちがいされるが、ディスパレイト自体には悪意は無い──無いと言われている。

　ただ、彼かれ等らはその存在自体がこの世界にとって異質であるが故ゆえに、『歪ゆがみ』を生む。ただそこに存在しているだけでさえ、予よ測そく困こん難なんな超常現象を局所的に発生させてしまう事が多々あった。

　例えば虚こ空くうから大量の雪を降らせたり。あるいは鉄骨を降らせたり。衝しよう撃げき波はを発生させたり。怪音波を発生させたり。

　そして──
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　思わずぎくりとして硬こう直ちよくした。

　店に一歩踏ふみ込んだ途と端たん──エニーネの前にはでっかい人ひと影かげが立ち塞ふさがっていた。

　禿頭スキンヘツドの大男である。

　年ねん齢れいは中年辺あたりか。剃そっているのか頭とう髪はつだけでなく眉まゆ毛げまで無い。鷲わし鼻ばなの上にのったオレンジ色の細い色眼鏡のせいで、目元はよく分からないが──

（……でかい）

　とにかくでかい。エニーネより頭二つ分ほど飛びぬけて背が高い。

　恰かつ幅ぷくのいい体は──むしろでっぷり、といった感じで──青いジーンズ生き地じのシャツと黒いパンツが窮きゆう屈くつそうである。店のロゴが白地で印刷された緑色のエプロンは、突き出た腹のラインに沿そって豪ごう快かいな弧こを描いていた。

　何というか……胡う散さん臭くさい店に相応ふさわしい胡散臭い店員ではあった。

「──おっと。らっしゃい」

　にっかりと笑え顔がおを浮うかべて男はそう声を掛かけてきた。

　口調こそ親しげなのだが……声質は思いっきりドスが効きいている。その笑顔にしても仁にん俠きよう映えい画がに出てくる悪役の──それも下っ端チンピラではなく幹部クラスの──威い圧あつ感かんが漂ただよっていた。ごま塩模様の口くち髭ひげなどは、毛先が硬かたそうに尖とがっていて、触ふれればかなり痛そうだ。

　はっきり言って怖こわい。

　店のロゴ入りエプロンをつけていなければ、エニーネはそのまま回れ右して逃にげ出していただろう。

「ら……ランドリュース興信所の者です」

　恐おそる恐るとエニーネはメモを差し出した。

「使いの者で……このメモに書いてある物が欲ほしいんですけど」

「ランドリュースの……？　見ない顔だね、新人さんか？」

　おっさんは首を傾かしげてエニーネを眺ながめる。

「えぇ、まぁ。今日から勤務のエニーネ・マロル・コルバントです」

「マーサック・サテリ・ドロステル──ここの店長だ」

　言っておっさん──もとい店長は手を差し出してくる。おっかなびっくりその節ふしくれだったごっつい手を握にぎるエニーネ。

「どれどれ──」

　色眼鏡めがねの前にメモを掲かかげて数秒。マーサックは大きく頷うなずいた。

「どれもあるよ。新人さんじゃ何が何やら判わかんないだろ、俺おれが用意してやるからちょいと待っててくれや。適てき当とうに店の中でも見て回るといい」

　言ってまたにっかり笑うマーサック。

「あ──はい」

　エニーネは素す直なおに頷く。

　此こ処この店主は見かけによらず気さくで良い人の様だった。

　笑顔はやはり──怖かったが。
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　既視感デジヤヴユ。

　そんな単語がエニーネの脳のう裏りを過よぎる。

　当然と言えば当然だが──店の中はディスパレイトの粋槽タンクだらけであった。

　そこかしこから間かん断だんなく聞こえてくるポンプの振しん動どう音おん。時折、何ど処こかで鳴ないているディスパレイト。

　雰ふん囲い気きがトルクの事務所とよく似ている。

　ただ──数が半はん端ぱではなかった。

　トルクの事務所も、そもそも半端でない数が置かれているのだが、此処は更さらに上を行く。表からの店構えでは想像もつかなかったが、どうやらこの店は奥おくに細長い敷しき地ちになっているらしく……ランドリュース興信所の倍以上の面積を誇ほこる空間には、優ゆうに百を超こえる数の、それも大型粋槽タンクが並んでいた。

　壁かべだけでなく店の内部を仕切る棚たなまでが、鉄製の棚とそこに並べられた大量の粋槽タンクで出来ている。人間が辛かろうじて通れるくらいの幅はばしかない通路に身を滑すべり込ませると、何やら迷めい路ろに迷い込んだような気分になった。

「さすがディスパレイト専門店………あ。こいつ、うちの事務所にもいるやつだ」

　硝子ガラスケースの中でふよふよと浮いている小さなディスパレイト。

　ケースに指先でこつん、と触ふれると、その異生物は驚おどろいたのか、素す早ばやい動きで左右に動いた。

　と、その時──

「ちょっと、止やめなさいよ。ディスパレイトが怯おびえるじゃない！」

　強い口調の声が投げ付けられる。

　声のした方を見ると──そこには赤い巻き毛の少女が仁に王おう立だちになっていた。

　年の頃ころはエニーネより少し下、十代前半であろうか。背せ丈たけもエニーネより少し低く、その気になればひょいと小こ脇わきに抱かかえられそうな雰囲気がある。

　ベージュ色のニットのセーターと膝ひざまでのデニムスカートを着た上にマーサックと同じ店のロゴが印刷されたエプロン。足には膝まで達する茶色い編あみ上げブーツを履はいていた。

　可愛かわいらしい少女だ。

　何というか──その容よう貌ぼうがまるで人形の様に、微み塵じんの隙すきも無く綺き麗れいに整っている。フリル付きのドレスでも着せて棚に飾かざっておきたくなる様な──そんな少女であった。

　だが──

「ランドリュース興信所から使いが来てるって聞いたのに。テレスじゃないなんて！」

　澄すんだ空色の瞳ひとみでエニーネを睨にらむ少女。

　ふん──と鼻を鳴らす仕草がやたらと小こ生なま意い気きな感じである。

「……テレスの知り合い？」

「友達よ」

　言って──少女は改めてエニーネを値ね踏ぶみするかの様に頭のてっぺんから爪つま先さきまでしげしげと眺ながめた。

「それにしても、ケースを突つつくなんて……あなた、本当にランドリュースさんとこの事務員？」

「──はぁ？」

「…………」

　何を責められているか分からず、首を傾かしげるエニーネを前に、大おお仰ぎようなため息を一つついて──それから少女は猛もう然ぜんとした口調でまくし立て始めた。

「異生物デイスパレイト・使いハンドラーの下で働いてるんだったら知っておきなさいよ、種類にもよるけど大たい概がいのディスパレイトは臆おく病びようなのよ。それはこの世界に何らかの拍ひよう子しで出現した彼らが──一部では人じん為い的てきな環かん境きよう汚お染せんによって生しようじた自然界の歪ゆがみがペネトレーターと同じ超ちよう空間を偶ぐう発はつ的てきに一時発生させているのだといわれているのだけど──例外なく衰すい弱じやく死しするまで暴あばれ続けることからも明らかでしょう。それは『粋すい』がこの世界にないことも深く関係してて……ちなみにディスパレイトにとって『粋』というのは」

　既視感──第二弾パート２。

　少女は、テレスが異生物について語りだす時と同じ──やや電波系の入った──イッちゃってる目になっている。

　エニーネは頰ほおを引き攣つらせながら、少女の台詞せりふへ覆おおい被かぶせる様に言った。

「よし、判わかった。あんたがテレスのご同類ってのはよぉっく判った。だから黙だまんなさい。あんた、ここの店員さんなの？」

「……リチット・サテリ・ドロステル。店長マーサックの娘よ」

　さぁ驚け、と言わんばかりに得意そうに踏ふん反ぞり返る少女リチット。看かん板ばん娘むすめという言葉がしっくりくる美少女ぶりを自分でも自覚しているのだろう──褒ほめられるのを待っている顔だ。

　それを半はん眼がんで見やってエニーネは──

「……あ、そう」

　軽く流した。それにカチンときたらしくリチットの表情が硬かたくなる。

「………それにしても見るからに素人しろうとね、オバサン！」

「おば……誰がオバサンだ！　私はまだ十六よ!!」

「ふふーんだ、こっちは十四だもーん。あたしの勝ち～」

　舌したをぺろっと突き出す仕草は可愛いが──エニーネにしてみれば可愛く見える筈はずもない。

「ぐぬぬぬ………！」

「あ、そろそろお父さんが注文の品を準備し終わってる頃じゃないかなー。ほら。行くわよ、オバサン」

「オバサンって言うな!!」

　憤ふん怒どに顔面を赤く染そめながらエニーネは怒ど鳴なった。
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「あんたは出入り禁止だっつっただろう！」

　怒声を聞いてエニーネとリチットは立ち止まった。

　全体的に雑ざつ然ぜんとしている店内。

　その中でレジの置かれたカウンターの周まわりだけがやけにぽっかりと空間があいている。カウンターに積まれている物は──ディスパレイトの粋槽タンクではなく、大仰な鍵かぎのついたトランクだ。

　その奥にあるカウンターの前で、二人の男が睨みあっている。

　一方は仁王立ちになったマーサック。

　一方は──瘦やせこけて頰の出た顔を真っ赤にした、見るからに神経質そうな男だった。

　妙みように裏返った声で喚わめく男は、余よ程ほど興こう奮ふんしているのか──頻ひん繁ぱんにどもっていた。

「ぅうるせぇ、この悪徳業者！　しし知ってるんだぞ、てめぇの所の商品がどれもこれも品質が悪いっていうのはな！　俺がそれに気づいたから出入り禁止にしたな？　そそうだろう、判ってんだぞ俺は！」

　見るからに苛いら立だった様子でマーサックが言い返す。

「何度も言わせるんじゃねぇよ、あんたの管理が悪いからディスパレイトが死んじまうんだろうが。こちとら命を扱あつかってんだ、玩具おもちや代がわりにディスパレイトを欲ほしがる様なガキなんざ相手に出来るか!!」

「ぅううるさいうるさい！　俺はききき客だぞ！　てめぇ店員の癖くせにぃ!!」

　地じ団だん駄だを踏んで喚く男。

　エニーネの隣となりで──顔をしかめたリチットがぼそりと呟つぶやいた。

「最っ低……」

「…………？」

　確かにあの男は客として態たい度ども礼儀マナーもなってないが……リチットの声に含ふくまれていた嫌けん悪おの感情が、エニーネの感じたそれとは少し違ちがう様な気がした。

　だがエニーネが問いかけるより先に──

「下がれ、ゴルァッッッ!!」

　甲かん高だかい男の怒声。




　ガチッ。

　僅わずかだが無機質な音がした。

　ハッとしてエニーネが男を見ると、震ふるえるその手に──銃じゆう！

　一いつ瞬しゆんにして店内に満みちていた険けん悪あくな空気が……最悪の緊きん張ちよう感かんに取って代わった。

　男をつまみ出そうとしてか、手を伸のばしかけた状じよう態たいでマーサックが硬こう直ちよくしている。

　客から強ごう盗とうへと変じた男は、しかしマーサックにではなく──大きく銃を振ふってエニーネ達に銃口を向けた。

「こっちは──イラついてんだよ！　じじ、状態の悪ぃ商品売りつけたケジメはきっちりつけてもらうからな！　全員、壁かべに寄れ！　一箇か所しよに固まれ、さ、さっさとしろ!!」

「ふざけ──」

「駄だ目め。あいつの言う事にしたがって」

　反はん抗こうしようとしたリチットの両肩かたを摑つかんでエニーネは言った。

　銃というものがどれだけ殺さつ傷しよう力りよくに秀ひいでた武ぶ器きか──エニーネは知っていた。

　幼おさない頃ころに経験した民みん族ぞく紛ふん争そう。そこでどれだけ容易たやすく人間が殺されてしまうかを彼女は思い知らされた。

　指先でわずかに引き金を引くだけ。それだけで人が人を殺してしまう。音速を超こえる小さな鉛なまりの死神が──いとも簡単に人間の生命を破は壊かいする。

　だから……何の武器も方策も無く銃口の前に立つのは自殺行こう為いだと知っている。

「今はとにかく従したがうの」

　エニーネはそう言うしかなかった。
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　数分後──エニーネ達は縛しばられていた。

　合ごう成せい樹じゆ脂しで出来たエアポンプのチューブで両手を後ろに結むすばれ、エニーネたちは壁かべ際ぎわにひとかたまりになって床ゆかに座すわらされている。

　三人を縛り上げた犯はん人にん──強ごう盗とうは、何か独り言をぶつぶつといいながらカウンターのレジを漁あさっている。それだけでなく予よ備びのつり銭せん箱ばこまでもひっくり返していた。

　金や商品を漁っている今は良いが……その後が問題である。

　極度に興こう奮ふんしている様子に加えての挙きよ動どう不ふ審しん。ちょっとでも刺し激げきをすれば皆みな殺ごろしにされそうな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　何か打だ開かい策さくはないか……頼たよりになりそうなマーサックの方をちらりと窺うかがって──

「…………うわぁ」

　思わず小声で呻うめくエニーネ。

　強こわ面もての中年男は──これでもかというほど陰いん気きな顔でうな垂だれていた。スキンヘッドの周囲にどろどろと負のオーラが漂っているようにすら見える。

　強面の変へん貌ぼうぶりにたらり、とエニーネの頰ほおを汗あせが滑すべり落ちた。

「ま、マーサックさん……？」

「駄だ目めだ、俺はダメダメ野や郎ろうなんだ、どうしようもないハゲ眼鏡めがねだ……俺だけならまだしもリチットやトルクん処ところの新人さんを巻き込むなんて人間失格、おしゃれ眼鏡の風かざ上かみにも置けない駄目人間だ。こんなんだからカミサンも呆あきれて逃にげちまうんだ……」

　何か恐おそろしく後ろ向きの感情にスイッチが入ってしまったらしい。マーサックは鼻水を垂らして、色眼鏡の下からはらはらと落らく涙るいしている。

「いや、あなたが悪いわけじゃ……明らかに相手、強盗だし」

「無駄よ。お父さんはそうなったらしばらく落ち込んでるから」

　ひどく冷たい声音で言うリチット。まだ娘むすめのほうが落ち着いていた。

「…………」

　通路にびっしりと並んでいるディスパレイトの粋槽タンクを一いち瞥べつしてエニーネは囁ささやく。

「これだけディスパレイトが居るんだから、どうにかしてあいつを叩たたきのめせないの？」

「……ディスパレイトを兵器か何かと勘かん違ちがいしてない？」

　やはり冷ややかなリチットの声。
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「確かにトルクはそういう使い方をしている様にも見えるけどね。実際、軍でも兵器として扱あつかってた時期があるし」

　軽けい蔑べつしたような眼まな差ざしは、強盗に向けられていたものと同じだった。

「…………」

「見なさいよ、あいつ。別に異生物デイスパレイト・使いハンドラーじゃないのよ。ディスパレイトは飼し育いくに技術やお金がかかるから、一部でステータスシンボルになるのよ」

「あ……」

　確かに以前、そんな話は聞いた覚おぼえがある。

「ブランド品みたいに考えてんのね。道具みたいなものだと思ってるって点で、あんたはあいつと一いつ緒しよよ。トルクは確かにディスパレイトを使し役えきするけど、彼が苦労してディスパレイト達を飼育してるのは………彼等を『道具』でも『武器』でも『モノ』でもなくて、『戦友』だと思ってるからよ」

「…………」

　エニーネは言葉が出ない。

　そうだ。

　生命を軽んじてモノ扱いする──それは赦ゆるされない事だ。誰が赦してもエニーネだけは赦してはいけない事だ。

　あの民族紛争の最中でモノ扱いされて死んでいった人々を見てきた自分だけは──あの不ふ条じよう理りで情なさけ容よう赦しや無ない現実を見せ付けられた自分だけは。

「…………ごめん」

　沈しずんだ声で謝あやまると、リチットは深い溜ため息をついた。

「それに、こんな所でディスパレイトを暴れさせたら………」

　ぼやく言葉を聞いてエニーネは顔を上げた。

　確かに……これだけ粋槽タンクが密みつ集しゆうしている場所でディスパレイトを暴れさせればどうなるか。素人しろうとのエニーネでも想像はついた──というか似た様な状じよう況きようは昨日経験したばかりだ。

　ただ──

「…………」

　ランドリュース興信所とこの店では、そもそもの数が違う。粋槽タンクも。そしてその中に収容されているディスパレイトの数も。

　もし此こ処こに居るディスパレイト達が一いつ斉せいに暴れ出したら、もっと徹てつ底てい的な破は壊かいがこの店を襲おそうだろう。

　結果──自分達の生命を支ささえる筈はずの施し設せつを全すべて失い、ディスパレイトも全ぜん滅めつする。

　そんな事を考えていると──

「なにぐちゃぐちゃ、いい言ってんだ──てめぇらッ!!　ああ？」

　カウンターの向こうから殺意に満ち満ちた怒ど声せいが上がる。

「ばばかにしてんのか、おい、俺を馬ば鹿かにしてんのか!?　黙だまらせてやんなきゃ、じ自分の立場が判わかんねぇのか!!」

　銃じゆうを片手に足音荒あらく、強盗が近づいてくる。

　その目は既すでに正気とは思えない程ほどに血走っていた。これ以上は一言でも喋しやべれば殺す──そう言わんばかりに銃口がエニーネに向けられる。

　いや──指が引き金にかかっている。

　興奮に震ふるえる指が。

「…………」

　全身の血が逆ぎやく流りゆうする音をエニーネは耳の奥おくで聞いたような気がした。たとえ持ち主に撃うつ気が無くても、興奮した状態で引き金に指を掛かけていれば指先の震えや痙けい攣れんで銃を暴発させてしまう場合があるからだ。

　その時──

「こんにちは、コルバントさん居ますか？」

　唐とう突とつに何の前ぶれもなく……通路からひょっこりと顔を出した人物が居る。

　トルクだ。

　店内に漂う尋じん常じようならざる緊きん張ちよう感かんにまるで気付いていないのか──彼はのこのことエニーネ達の処に近付いてきた。

　いきなりの事で、さすがの強ごう盗とうも銃を構えたまま愕がく然ぜんと凍こおり付いている。

「──おや？」

　後ろ手に縛られ、座らされているエニーネ達と、強盗、そしてマーサックを順番に見回してトルクは首を傾かしげた。

「…………」

「…………」

　手をポン──と打ち鳴らしてトルク。

「………あぁ。防犯訓練ですか」

「違うッ!!」

　エニーネが思わず状況も忘れてツッコミ。

「何しに来たのよあんたはっ!?」

　トルクは何ど処こか困こまった様子で頰を搔かきながら──やっぱり日向ひなたで寝ね惚ぼける猫ねこの様にのんびりとした口調で言った。

「コルバントさんがあんまり遅おそいので様子を見に来たんですけども。なるほど、マーサックの落ち込みようからして本当の犯行現場のようですね。いやぁ──そりゃ遅くもなりますよね」

　はっはっはっは──と何処までも暢のん気きな様子のトルク。同時に我に返った強盗が顔を真っ赤にして銃を構え直した。

「こここの銃が見えねぇのか！　てめぇも壁かべ際ぎわに行け！　ぶち殺されてぇのか!!」

　どうやら馬ば鹿かにされたとでも思ったらしい。更さらに危険な様子で眼めを血走らせながら強盗はトルクに怒鳴った。

　だが──

「…………」

　銃を振ふり回して威い嚇かくする強盗を前に……トルクの笑えみは崩くずれていない。

　何か策があるのだろうか。以前、エニーネが銃をもった変態に襲おそわれた時もトルクは今のようににこにこと笑って簡単に撃げき退たいしてくれた。

　しかし……ここでは得意の召しよう喚かん術じゆつは使えないはずである。店内でディスパレイトを使えばどうなるか、判らない彼ではあるまい。ましてよく見れば今──彼はあのスーツケースを持っていない。

（──どうするつもり？）

　固かた唾ずを吞のんで見守るエニーネ。

　トルクは──

「はい。死にたくないので移動します」

　あっさりと。

　降こう伏ふくした。

「…………」

　がっくりと、エニーネは脱だつ力りよくする。

　やはり緊張感のない柔にゆう和わな笑顔でトルクはすたすたと歩くと壁際に立った。

　しかし……エニーネ達がかためられている場所の、向かい側である。

　強盗が人質を一箇か所しよに集めたがっていること位は判わかりそうなものだが……何を考えたか、トルクは一人で対面の壁際に立っていた。

「………あんた、なにやってんの？」

「要求の通り、壁際に来てます」

　そんな判りきったことを平然と言う。頭をぶんぶんと振って強盗が声を荒あららげた。

「いやいやいや、違うだろ！　なんでそっちに居るんだ、お俺が言ったのは──!!」

「ところで」

　相手の台詞せりふの出で鼻ばなをくじく様に──ふとトルクが強盗の言葉をさえぎった。

「あなたがお持ちになってるそれ……なんです？」

「見て判んねぇのかよ、銃だよ、銃！」

「そうではなくて──種類ですよ。軍用拳けん銃じゆうのコルスに似てますが、違いますよね」

「…………？」

　強盗の眉まゆ根ねに皺しわが寄るのが見えた。

　しかし構わずトルクは続ける。

「確かに外見は似ていますし、実際に一部ではコルスとも呼ばれる部類なのでしょうけれど……それは偽にせ物ものです。刻こく印いんからしてデッド・コピー品なんでしょうけど……これが照準星フロントサイトの固定が甘あまくてよくずれる粗そ悪あくな品でしてね」

「……な……何を……てめぇ何を……？」

「眼では判らないような数ミリのズレでも、弾だん丸がんが発射されれば、着ちやく弾だんする頃ころには十数センチもずれてしまうんです。距きよ離りが離はなれていれば離れているだけ、このズレは大きくなるんですよ。つまり」

　人差し指を立ててにっこりと笑う。

「……そこからなら充じゆう分ぶんに避よけられます。見たところ、あなたは射しや撃げきのプロではないようですしね？」

「ッンなッッ!!」

　顔を盛せい大だいに引き攣つらせて──

　たちまち強盗は憤ふん怒どの形ぎよう相そうになった。エニーネの背筋を冷たい汗あせが滑すべり落ちる。

「ちょ……ちょっと……なに挑ちよう発はつしてんのよ、あんた!?」

「本当の事ですから。あなたは先ほどからどもっているでしょう？　そんな、緊張感でガチガチの状態では撃うった反動で手元が大きく狂います。それなら簡単に避けられますよ」

　まるで撃ってくれと言わんばかりに──トルクは笑って肩かたをすくめた。

　馬鹿にしている──そう思われても仕方のない態度だ。案の定、頭に血を上らせた強盗がのしのしと大おお股またでトルクに向かって近づいていく……銃口を向けたまま。

「そ、そうかよ、ならこんだけ近けりゃ」

「まだ駄だ目めですね。その程度じゃ余よ裕ゆうです」

「なら、これでどうだ!?」

「はっはっは。まだまだ」

　──あ。

　思った時には……強盗が銃口をトルクの胸に押おし付けていた。よほど力を込めて押し付けているらしく、背広スーツの上着には皺しわが寄っている。

「…………」

　あの距離では確実に──どんな素人しろうとであっても──弾丸で心臓をぶち抜ぬいてしまう。

　惨むごたらしい殺人を予感してエニーネの全身は凍りついたように強こわ張ばった。

　だが──

「………撃てますか？」

　にっこりと笑いながら……トルクが言った。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥おくにあるのはいつもの糸目ではなく──うっすらと開いた切れ長の目で──漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが覗のぞいている。

「──ッッ!?」

　引き金を引こうとして──強盗が驚おどろいた表情になった。引き金にかかった指はぴくぴくと痙攣するように動いているが、銃弾は発射されない。

　それは──たった数秒の出来事だった。

　素す早ばやく横から銃身を鷲わしづかみにしてトルクは銃口を天てん井じように向けて押し上げ、混乱している強盗の鳩尾みぞおちめがけて──放たれた矢のような勢いで──膝ひざを打ち込んだのだ。

　体を折ってくぐもった呻うめきを上げる強盗。

　間かん髪はついれずに──トルクは摑つかんでいる銃をそのまま奪うばい取り、強盗の腹に五指を折り畳たたんだ掌しよう底ていを叩たたき込む。

「ぐげっ──」

　強盗は白目を剝むいて仰のけ反ぞる。その身体からだが倒たおれ──きる前に伸のびたトルクの手は、素早く相手の襟えり首くびを摑み、強盗が粋槽タンクにぶつかるのを防ふせいだ。

　あっという間の出来事だった。

　エニーネの素人目にも今のトルクの動きは──尋じん常じようではなく──訓練されたものだと判る。それも、スポーツ化された格かく闘とう技ぎの類たぐいではなく実戦的な戦せん闘とう技能だ。

　トルクは手の中で奪った拳銃を弄もてあそびながらその場にうずくまる強盗に言った。

「自動拳銃っていうのは素人さんにはあまり向かない武器ですよ。操そう作さが複雑だし弱点も多い。大体──薬室に初弾も送り込まずにどうするつもりだったんですか、貴方あなた。それじゃ何万回引き金を引いても弾たまなんか出やしませんよ？」

　言ってトルクは拳銃の遊底スライドを操作。しゃきん──という金属音と共に一発目の弾が撃げき発はつ位置に装そう塡てんされる。

「ついでに言うと銃身後退方式シヨートリコイル採用の自動拳銃は銃口を押し込まれると、機構上引き金が落ちなくなります。まあ素人さんには回転弾倉式リボルバーがお勧すすめですよ」

　言いながら彼は拳銃に安全装置を掛かけて自分のベルトに差し込んだ。

　続いて腹を押さえたまま蹲うずくまって唸うなっている強盗の肩へ、ぽん──と手を置いた。

「判ってますよね？　自分のした事は」

「ひっ……」

　顔を青ざめさせる強盗。

　次の瞬しゆん間かん──

「多少の事をされても……到とう底てい文句は言えませんよね？」

「ぐがっ……!?」

　這はって逃にげようとする強盗を、容よう赦しやなくトルクはその長い脚あしで店から蹴けり出した。

　尻しりにくっきりと靴くつ跡あとを刻まれた強盗は顔面から地面に着地。そのままごろごろと転ころがっていき──店の向かい側に立つ雑居ビルの壁かべにぶつかって停とまった。

『多少の事』とは言い難がたいお仕置きではあったが、それでもまだ意い識しきは残っていたらしく──強盗は起き上がろうと踠もがく。

「……ひ……く……くそぉ……」

　血と泥どろと折れた歯を顔に付けて起きあがった強盗は、『ドロステル・ディスパレイト・ショップ』の方を振ふり返り──

「…………!?」

　そして凍こおり付いた。

　彼の眼めにまず見えたのは、恐おそらくリチットの小こ柄がらな姿であったろう。そしてその次に見えたのは──彼女の周りに浮うかぶ大量のディスパレイトであった。

「御客様──」

　リチットは微び笑しようを浮かべて言った。

　まるで獲え物ものを嬲なぶる猫ねこの様に──

「うちの子達がどれだけ元げん気き潑はつ剌らつか──御客様ご自身で、じっくりたっぷり体験なさってくださいね？」




　──ぱぽぽぽぽぅ！

　──ぽぽぽぽぽ！

　──ぷぽぽぽぽぅ！




　異生物達が一いつ斉せいに鳴く。

　でもって──

「ひ──ぎゃぁああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」

　思わずエニーネですら同情を覚える様な悲鳴は──しかしすぐに無数の爆ばく音おんだの鳴き声だのに紛まぎれて聞こえなくなった。
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　最後にエニーネの縛いましめを解といたトルクは、手についた埃ほこりを払はらってにっこりと笑った。

「それじゃ、事務所に帰りましょうか。コルバントさん」

　前に回って手を差し出し、エニーネが立つのを助けてくれる。

　優ゆう雅がな仕草が怖こわい程ほどに様になっている。

　現金なもので──こうして見ると普ふ段だんのトルクのおっとりのんびりした風ふ情ぜいも、高い実力に裏打ちされた余よ裕ゆうの産物の様にすら見える。

（底の知れない奴やつよね……）

　強盗を鮮あざやかに撃退してしまったあの体術と銃器に関する知ち識しき。異生物デイスパレイト・使いハンドラーの事は余り知らないが、少なくともそれらは必ひつ須す科目ではないだろう。となると──体術も銃の知識もトルクが自分で別に得たものになる。

　蒼あおい軍服の男。

　そんなイメージがエニーネの脳のう裏りを過よぎった。いつぞやも、トルクに助けてもらった時に過ぎったイメージだ。

　一体それが何なのか。

　記き憶おくの片かた隅すみに何かが引っ掛かっている様なのだが──どうしても思い出せない。

「…………」

「？　なんでしょう？」

　首を傾かしげたトルクに言われ──エニーネは我に返って首を横に振った。

「なんでもない。早く帰ろ。きっとテレスが待ちくたびれてるわよ」

「そういえばそうですね。お腹なかもすいた事ですし」

　相変わらずにこにこと笑っているトルクをエニーネはちらりと見る。

　そして──

（ま、いっか……）

　苦く笑しようまじりにエニーネは溜ため息をついた。
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　ゴム手て袋ぶくろを脱ぬいでエニーネは怒ど鳴なった。

「だあもうキリがないッ!!」

　そのまま親の仇かたきの様にゴム手袋を床ゆかに叩たたき付ける。あちこち濡ぬれた床の上で、緑色のそれはべしゃんと潰つぶれた。

「エニーネさん？」

　不思議そうな声でそう尋たずねてくるのは、一人の少女であった。年ねん齢れいはエニーネよりも幾いくつか下──十代前半だろう。そういえば改めて年齢を聞いた事が無い。

　絹きぬ糸いとの様に柔やわらかな金きん髪ぱつと、鮮あざやかな翠みどりを湛たたえた双そう眸ぼう。肌はだは陶とう磁じ器きの如ごとく白く滑なめらか。

　未いまだその容よう姿しには幼おさなさが色濃こく、子こ供どもと呼ばれてしまう年齢だが──あと五年もすれば道行く者が例外なく振り返る様な、美女になる事だろう。生なま身みの俗ぞく臭しゆうすら乏とぼしい、まるで天才芸術家の手になる人形の様に、非ひの打ち所の無い美び貌ぼうをしている。

　同性のエニーネですらも時に見み惚とれてしまうというか、ドレスだの何だのを揃そろえて色々着せ替かえさせてみたいとさえ思う、そんな容姿である。

　ただし──

「どうしたんですか？」

　きょとんとした表情で尋ねるその少女──テレスはその容姿とは明らかに不ふ釣つり合あいな格かつ好こうをしていた。

　無地の白シャツと胸当て付サロジーンズペツトはまあいいとして──白い軍手とゴム靴ぐつと金髪に巻いた手て拭ぬぐいは明らかにこの少女の容姿における何かをぶち壊こわしまくっていた。

　しかもその傍かたわらに在あるのは無ぶ骨こつなポリタンクとかバケツである。典てん型けい的な肉体労働の情景であった。

　でもって本人がまた楽しそうなのである。

　だが同じような格好で作業していたエニーネとしては、ちいとも楽しくなかった。

「やってらんないわよ！　なんでこんな事をやってんのよ私は!?　事務員として就しゆう職しよくしたはずでしょうが!?」

「ディスパレイトの世話の仕方を覚えたいって言ったのはエニーネさんじゃないですか」

「確かに教えてとは言ったけど……」

　エニーネは手近な『粋槽タンク』を見つめる。




　ぱぽー。




　そこには奇き妙みような──手も足も無い生き物が、ふよふよと暢のん気きな風ふ情ぜいで漂ただよっている。

　人間は勿もち論ろん、犬や猫ねこでさえ、ちょっと注意深く見れば機き嫌げんが良いのか悪いのか程度は見た目で分かるものだが──瞼まぶたが無く瞬まばたきもしない硝子ガラス玉だまの様なその眼めは、一いつ切さい表情というものが無く、一体何を考えているのか、さっぱり分からない。そもそも何も考えていないのかもしれないが。

　異い生せい物ぶつ──通つう称しようディスパレイト。

　本来、この世界に居る筈はずの無い生き物、異世界からこの世界に漂ひよう着ちやくしてしまった生物である。

　エニーネはこのディスパレイトが嫌きらいだ。

　本来は側そばに居いるのも嫌いやな位なのである。

　だが今の彼女はランドリュース興こう信しん所じよに雇やとわれる職員であり、この硝子ガラス粋槽タンクの中の異生物達は、所長の仕事道具ツール兼けん、愛玩動物ペツトなのである。嫌いだからと言って敬けい遠えんしていると仕事にならない。

　ならばいっそ世話の仕方の一つも覚えよう──そう考える前向きな自分を褒ほめてあげたいくらいだとエニーネは思った。

　しかし……

　それが物もの凄すごく甘あまい考えだという事は、その発想を口にして十分後に思い知らされていた。

「いつまで経たっても終わらないわよ。午後には依い頼らい者しやが来るっていうのに……」

　ジト目でエニーネは室内を見回した。

　彼女を押おし包む様に、どの方向からも、じりじりかたかたと間かん断だんなく聞こえてくるエアポンプの音。

　事務所内には──扉とびらを除のぞいて──四方の壁かべが見えなくなるほど『粋槽タンク』が積まれていた。

　果たして幾いくつあるのやら。

「なんでこんなに粋槽タンクがあるのよ？」

　言って床に置いてある十リットルの青いバケツを覗のぞきこむ。

　青いバケツにたっぷりと溜ためられているのは白く濁にごった古い『粋すい』だった。

　要するにエニーネとテレスは異生物──ディスパレイトと呼ばれる異世界の生物を飼かう為ための硝子ガラス容器の中身、すなわち『粋』を交こう換かんする作業をしているのである。

　この粋というものは、ディスパレイトが生きていくのに必要な各かく種しゆ微び量りよう物ぶつ質しつを化学的に調合し、水に溶とかしたものである。

　元々異世界の生物であるディスパレイトはこちらの世界では長期間生きていられない。個体差はあるが──短くても数日、長くても十日余りで体調を崩くずし、やがて死ぬ。

　これを防ふせぐためにディスパレイト達が生まれた環かん境きように似にせた液体──『粋』を作る訳だが、当然、この『粋』もディスパレイトの呼吸や排はい泄せつの結果として、一定時間を経へると劣れつ化かしていく。だから定期的に交換してやらないといけないのだ。

「せめて粋槽タンクの数がもうちょっと少なかったらいいんだけど……ね、テレス。あっちとこっちのヤツなんかは、粋すい質しつは同じなんでしょ。一いつ緒しよの粋槽タンクで飼えばいいんじゃない？」

　顔を上げてエニーネは壁に積まれている『粋槽タンク』の中の二つをそれぞれ指差す。

　このディスパレイトの為ための『粋』は──ディスパレイトの生せい息そく圏けんにあわせて微び妙みようにその質が違ちがう。

　温度、水素イオン指数ペーハー、硬こう度どは元より、溶よう存ぞん酸さん素そ濃のう度ど、導どう電でん率りつと、素人しろうとで元々興味も無いエニーネには意味不明な上に、気が狂くるいそうな位にややこしいというか、七しち面めん倒どうくさい調整要素が絡からんでいる。

　だからこそ、その粋質条件が同じであるディスパレイトなどは、同じ粋槽タンクに押し込んでまとめて飼えばいいのに──そうすればこの部屋の総粋量はともかくとして、粋替えそのものの手間が減へる──と思うエニーネであった。

　だが──

「駄だ目めですよ」

　薬やく剤ざいの蓋ふたを閉しめて床に置きながら、テレスは当然といった口調で宣のたまった。

「例えばこの二つの粋槽タンク……確かに粋質は同じですけど。右は昼行性、左は夜行性。一緒の粋槽タンクで飼うと落ち着かないでしょう。もっと広い粋槽タンクならともかく、この程度のじゃストレスで弱っちゃいます」

「はぁ……そういうもんですか」

「そういうもんですよ」

　テレスはにこにこと微笑ほほえみながら言った。
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　依頼者は事務所の壁に掛かけられた時計の針が、かっちり予約時間の午後二時を指したまさにその瞬しゆん間かんにやってきた。

「妻を……捜さがしてくれ」

　ソファーに深く身を沈しずめ、沈ちん痛つうな面おも持もちでそう言うのは──割と何ど処こにでも居そうな、平へい凡ぼんな印象の中年男である。

「もう十日も行ゆく方えが知れんのだ」

　ちょっと前まで会社勤づとめだったエニーネからすれば、よく知った類タイプ──典型的な勤め人だ。小こ綺ぎ麗れいで、社会常じよう識しきをわきまえ、そこそこに収入もあり……でもってそんな自分を自覚した上で、それなりの矜持プライドも持っている。

　そしてそういう内面が、身に帯おびた背せ広びろや靴くつ、仕し草ぐさや髪かみ型がたにも如によ実じつに表れている。

　だが……

「金に糸目はつけないから──早く見つけ出してくれ」

　長々と溜ため息いきをつく姿には、重い疲ひ労ろうがのしかかっているのが見える。その正体は次の瞬間、男の口から語かたられる事となった。

「あいつは身み重おもなんだよ………」

「…………」

　エニーネは机つくえにお茶をそっと置く。

「了りよう解かいしました」

　男の向かいのソファーに座すわる銀ぎん髪ぱつの青年は、男から放散される重おも苦くるしい空気を感じているのかいないのか──柔にゆう和わな笑え顔がおで頷うなずいた。

　上品なスリーピースの背広スーツに身を包んだ容姿は、角度によってはぞっとする程ほどに整って見える。またナイフのエッジにも似た鋭するどい輝かがやきをもつ銀髪は、その印象をより冷たくしている──

「ランドリュース興信所にお任まかせ下さい」

　──のだが、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの向こうにある、日向ひなたぼっこをしている猫のような糸目が、その印象をすべて打ち消していた。どれだけ真しん剣けんで重い話をしていても、この眼のせいで暇ひまつぶしじみた茶飲み話をしている様に見えてしまうのだ。

　御お陰かげであまり信しん頼らい感は無い。

　男も一瞬、疑うたがわしげな表情を向けたが──もうここで相手の態たい度どを問う元気も無いのか、うなだれたまま『よろしく頼たのむ』と言った。

「はい」

　やはり──話の内容が分かっていないかの様な、ひどくお気楽な笑顔で頷く青年。

　トルク・テスタ・ランドリュース。

　彼こそがエニーネの雇やとい主であり、ここ、ランドリュース興信所の所長──まあ要するに探たん偵ていだった。
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「警けい察さつは動いてくれないんでしょうか？」

　首を傾かしげながらテレスが言う。

　事務所の二階──住居部分の居間での事である。

　当然、ここにも壁かべを憎にくんでいるかの様に、隙すき間まも無く粋槽タンクが、置かれていて、エニーネとしては落ち着かない事この上無いのだが……まあランドリュース興信所関係者の団らんの場として活用されている。

「駄だ目めみたいね」

　夕食の食器を揃そろって片付けながら、エニーネはテレスの言葉に頷いた。

　居間にはエニーネとテレスが居るだけで、この事務所の主であるトルクの姿は無い。彼は例の依い頼らいの調査で出かけたまま、未まだ戻もどってきていないのだ。

「一応届け出は出来るんだけど。ただ居なくなったってだけじゃ積極的には動いてくれないみたいよ。『事件性が無い』から──だってさ」

　警察は基本的に、具体的な犯はん罪ざい被ひ害がいが無ければなかなか動いてはくれない。

「誘ゆう拐かいとか殺人じゃなければ……ふぁ……いいんですけど」

　と──内容に反して、途と中ちゆうで小さくあくびをかみ殺しながら言うテレス。さすがに午前中の重労働で疲つかれたのだろう。

　まあ疲れているのはエニーネも同じなのだが……基本的に体格が違う。エニーネも大おお柄がらな方では決してないが、それでもテレスよりは腕わん力りよくも体力も在ある。

「テレス、もう寝ねたら？　疲れたんでしょ？　片づけは私がしておくから」

「え？　あ──でも」

「居候いそうろうなんだから、一応、これくらいはやらせなさいよ」

「…………」

　テレスはぱちくりとその大きな眼を瞬まばたかせてエニーネを見つめていたが……柔やわらかく微笑ほほえんで頷いた。

「はい。おやすみなさい、エニーネさん」
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　──がたん。

　微睡まどろみにたゆたっていた意い識しきが、ゆるりと眠ねむりの深しん淵えんに落ち込もうとした……まさにその時。

　唐とう突とつに響ひびいた無ぶ粋すいな音が、エニーネの意識を覚かく醒せいの領域に引きずり出した。

　物もの音おとに神経質な人間は居るが、エニーネは特にそれが酷ひどい。野の良ら猫ねこ並なみに彼女は自分の側そばで響く物音に反応する。

　昔の癖くせだ。思い出したくもない昔の。

「…………」

　ベッドの上で身を起こすエニーネ。

　物音の源みなもとは移動している様だった。

　扉とびらの開く音。誰だれかが入ってくる音。

　慎しん重ちように事務所の中を歩く──音。

　エアポンプの騒そう音おんに慣なれているだけに、それは余よ計けいに際きわ立だって聞こえた。

　毛布を横にのけてエニーネは立ち上がり、ガウンを羽は織おって──

「……おかえり」

　部屋から出てそう言った。

　彼女の真正面──居間の真ん中。

　そこには……

「あ、起こしちゃいました？」

　上着を脱ぬごうとしている格好のまま固まっているトルクが居た。さすがにエニーネが起きてくるとは思っていなかったのだろう。

　ちなみに壁かべ掛かけ時計の示す時刻は夜中も夜中──もうちょっとで早朝とか呼ばれてしまう様な時間帯である。

「すみません……気をつけたんですけど」

「寝ね床どこに入ったばっかだと、些さ細さいな音が気になるのよね」

「こんな時間まで起きてたんですか？」

「まあね」

　と言いつつエニーネは居間を通り抜ぬけて台所に行くと、コンロに火を入れる。予あらかじめ準備してあった香こう茶ちやの用意を確かめながらエニーネは背せ中なか越ごしに声を投げた。

「で──どうだった？」

「ぼちぼち、といったところでしょうか。さすがに即そく日じつ解かい決けつって訳わけにもいきません」

「そりゃそうか」

　ざらりとこれまた用意してあったクッキーを皿に盛もりながらエニーネは応じる。

　彼女の経験上、疲れて帰宅した時に、甘あまいものというのは割と効きくのだ。寝る前に口に入れるのは太る原因ではあるが。

「……コルバントさん？」

「なに？」

「ひょっとして、私の帰りを待っててくれたんですか？」

　普ふ通つうは起きている時間ではないのに──『寝床に入ったばかり』。

　更さらに元々用意されていた御お茶ちやと菓か子し。

　何ど処こかのんびりしている雰ふん囲い気きの強いトルクだが……探たん偵ていを自じ称しようするだけあって、それなりに目め敏ざといのだろう。

「所長が働いてるのに、私だけぐーすか寝てる訳にもいかないでしょ」

「…………」

　トルクはふと何か考え込む様に沈ちん黙もくする。

　湯ゆ気げを吐はき出したヤカンを火から下ろし、湯をポットに注そそぎ込むエニーネ。でもって、あまり待たずに色がついた程度でカップに注ぎ込む。濃こく煎いれてしまうと今度は眠れなくなってしまうので、香かおりがつく程度でいいのだ。

「──コルバントさん」

　ふと思い出したかの様に言うトルク。

「仕事には慣なれました？」

「慣れるも何も……大たいして無いじゃないのよ。仕事。それこそお茶煎いれる位しか」

　まあ元々開業して間が無く、大だい繁はん盛じようしている興信所という訳でもなし……処理する文書も整理する資料も大して無い。結果的に暇ひまを持て余してディスパレイトの世話の仕方を覚えたり、おさんどんめいた作業をする事になる訳だ。エニーネの性格上、だらだら時間を潰つぶしたり、何もせずにぼーっと座すわっているだけ、という方がむしろ苦く痛つうなのである。

「では──」

　トルクは香茶のカップを受け取りながら微笑ほほえんだ。

「そろそろ新人研修でもしてみますか」
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「──それで、何処から捜さがすの？」

　翌日の──昼前。

　欠伸あくびを嚙かみ殺し街がい路ろを歩きながら、エニーネは隣となりを歩く青年に尋たずねる。

　片手に大おお仰ぎような鍵かぎのついたスーツ・ケースを提さげたトルクは、にこにこと笑いながら──

「はい？」

　語尾上がりに聞き返してきた。

　満面の笑えみで応じつつエニーネは──こめかみに青筋を立てて──小首を傾かしげる。

「あ・ん・た・ねぇ、『新人研修です』とか言って連れ出しといて、なに今更、不思議そうに聞き返してんの？」

「いや、コルバントさん落ち着いて……笑顔が怖こわいですよ？」

　とトルク。

　柔にゆう和わで暢のん気きな笑顔はいつも通りなので、到とう底てい怖がっている様には見えないが。

　トルクがエニーネを『新人研修』を名めい目もくに興信所から連れ出したのは、もう二時間以上も前の事だ。てっきり捜そう索さくに同行させるのだと思って気を引き締しめ、歩きやすい様にとヒールの低い靴くつに履はき替かえて出てきたエニーネだったが、トルクはというと、何処に行くでもなく、聞き込みをするでもなく、ぶらぶらと街中を歩いているだけなのだ。

　これの何処が新人研修なのか。

「まさか何も考えてないとか……」

　白いスーツの襟えり首くびを摑つかんで凄すごむエニーネに、しかしトルクは首を振ふった。

「その点は安心してください。ちゃんと目星はついてます」

「え？……依頼されたのって昨日きのうでしょ。ちょっと早すぎなんじゃない？」

「思うに今回の依頼は事件じゃないのではないかと」

「どういうこと？」

　手を放してエニーネは聞き返す。

「──家出です」

　指をぴっ──と一本立てるトルク。

「妊にん婦ぷにありがちなマタニティ・ブルー。つわりや身体からだの変化で起きるうつ病のようなものですが……これになると、突とつ発ぱつ的てきに家出をする方もいらっしゃるそうです。というか先まずそっちを疑うたがうべきでしょう」

　環かん境きようの変化がストレスとなり精神的な失調を引き起こす……妊にん娠しんに限らず、結けつ婚こん、就職、受験、その他色々な場合に引き起こされるものだ。人間というのは適てき応おう力りよく旺おう盛せいな生物ではあるが──存ぞん外がい、些さ細さいな環境の変化に弱いものでもある。

「じゃあ、実家とか？」

「いえ。実家や友人宅ならば、依頼人がとうに発見なさってると思いますよ。そこで調べてみたところ、奥おく方がたの近辺で──ひとりだけ連れん絡らくの取れない方がいらっしゃいました」

「………誰だれ？」

　人差し指を立てたまま、トルクはにっこりと笑った。

「……奥方のお兄様です」
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　なかなか気合いの入った雄お叫たけびであった。

「どりゃぁあああああああああッッッ!!」

　でもってそれと同時に鉄パイプを振りかざした、派は手でな柄がらシャツの男が飛び出してくる。

　トルクの歩むままに任まかせて──エニーネが路ろ地じ裏うらに踏み込んだ途と端たんのことだ。

　ぎょっとしてエニーネはその場から──トルクは逆の方へ──飛びのく。さっきまで二人が立っていた場所に容よう赦しやなく振り下ろされる鉄パイプ。がぎん、と分かり易やすくも剣けん吞のんな音と火花が散ちった。

「な、なに、こいつッ!?」

　答えるトルクの声は──この期ごに及およんでも暢のん気きだった。

「ずっと私たちを尾び行こうしてた人ですね」

「気づいてたんならなんか言えあんたは！」

　こめかみに青筋をたててエニーネは喚わめいた。

　とはいえ合が点てんがいった部分もある。要するにトルクがぶらぶらしていたのは、この尾行者の存在を確かく認にんする為ためだったのだろう。

「んだらぁ！」

　鉄パイプの男は──見るからに──チンピラのようだった。まず目つきがやたらに悪いし、柄がらシャツもやたらと派手かつ下げ品ひんな色いろ遣づかいで、堅かた気ぎが着る様なものには見えない。

「ぅらぁ！」

　意味不明の叫さけびを上げながら男は鉄パイプをもう一度振り上げる。

　目標はエニーネではなく、トルク。

　その動きが──早い！

　喧けん嘩か慣れしているのだろう。意外と危あぶなげない動きで突つっ込んで来る。

　だが荒あら事ごとに慣れているのは相手だけではなかった。

　相変わらず柔和な笑顔のままで、トルクは手にしていたスーツケースを左手で掲かかげる。

　金属製の頑がん丈じよう極きわまりないケースが、振り下ろされた鉄パイプを受け止めた。

　かぁん！

　──と鳴り響ひびいた金属音が消えぬ内に、トルクは腰こしを捻ひねり、腕うでだけではなく上半身の動きで鉄パイプを横に払はらう。

　いや違ちがう。それだけではない。

　払う動作がそのまま踏み込みに繫つながり、鋭するどく突き出された肘ひじが、チンピラの脇わき腹ばらに突き刺ささる。

　わずかに一いつ瞬しゆん。動作としてはたった二つ。

　それだけで勝負はついていた。

　声さえ上げずにくずおれるチンピラ。倒たおれたその手から鉄パイプが転ころがり落ち、カン、カラカラ……と乾かわいた音が遠ざかっていった。

「…………」

　激しく動どう悸きする胸を掌てのひらで押おさえながら、エニーネはトルクを睨にらむ。

「あんたねぇ……こんな奴やつが後をつけてるって知ってて私を連れ出したわけ!?」

「電話番やディスパレイトの世話だけでは、どうも御不満のようだったので……」

　と──応じるトルクの微び笑しようには何の後うしろめたさも無い。

「現場の手伝いもしていただけると、私も助かりますし──とりあえず先まずは雰ふん囲い気きに慣れて貰もらおうと、襲おそわれやすい路ろ地じ裏うらに入ってみました」

「こんなバイオレンスな業ぎよう務むはいらん！　私は事務員だ!!」

　喚くエニーネ。

「そうは言ってもコルバントさん」

　トルクは申し訳無さそうに言って路地の入り口を振り返る。
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「未まだ終わってませんし」

「…………！」

　つられる様にして同じく路地の入り口を振り返ったエニーネは、そこで絶ぜつ句くした。

　路地裏の前後から更さらに二人のチンピラが姿を現す。ご丁てい寧ねいに二人とも特とく殊しゆ警けい棒ぼうや鉄パイプで武装していた。慌あわてて振り返ると反対側にも同様の連中が三人、姿を現している。

　挟はさまれた。出口は──無い。

「おぅ、お前らか、人ひと捜さがしの依い頼らいを受けたって探たん偵ていはよ」

　大柄なチンピラが低音で凄すごんでくる。

「悪ぃが手ぇ引いてもらおぅかい。手を引かねぇなら………判わかるよなぁ？」

　冷ひや汗あせを垂たらしながらエニーネは小声でトルクに囁ささやいた。

「何ど処こが『家出』よ、思いきり事件の匂においぷんぷんじゃない！　何とかしなさいよ!!」

「判っています」

　微び笑しようを浮うかべてトルクは、その場にしゃがみ──ケースの大おお仰ぎような鍵かぎをぱちんと外はずした。

　薄うすい蓋ふたが開あいた途と端たん──

　溢あふれ出す、銀色。

　剣を横にしたような形の異生物デイスパレイトが二匹ひき、ふわりと優ゆう雅がに躍おどり出た。瞼まぶたの無い硝子ガラス玉だまのような眼めとキスをねだるように半開きになった口には間まの抜ぬけた──愛あい嬌きようのような──イメージがある。

　だが──

「でぃ、異生物デイスパレイト・使いハンドラー……!?」

　どよめくチンピラ。

「〈シルヴィ〉」

　オーケストラの指し揮き者しやのように指を振ふり、トルクは笑え顔がおでその空を舞まう異い形ぎよう達たちの名を呼んだ。

「ファイア」

　ごぼり──と泡あわのようなものが二匹の口から同時に発生する。

　泡は紅あかく色づいて、瞬間的に回転する火か炎えんの球体に変化する。それは更さらに次の瞬間、矢の様な勢いで二方向に──路地の出口と入り口を固めていたチンピラ達目め掛がけて飛ぶ。

　でもって──

「ぎゃぁああああああああああッッッ!!」

　これまた、まるで容よう赦しやなく炸さく裂れつする爆ばく炎えんの中にチンピラ達は沈しずんでいった。
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　──来るんじゃなかった。

　扉とびらを開けた途と端たんにエニーネはそんな感想を抱いだいた。

　廃はい屋おくの多い旧市街──まあ口の悪い連中は『スラム』と呼ぶ一いつ角かくに立つ旧ふるいアパート。

　その一室には、これでもかこれでもかって位に剣けん吞のんな空気が満みちていた。仕事でなければ──というかトルクが居なければ、その場で回れ右してエニーネは全ぜん力りよくで離り脱だつしていた事だろう。

　部屋の中にはどう見ても堅気には見えない連中が居た。

　それも二十人ばかり。

　でもってぬきんでて貫かん禄ろくのある──ボスらしき──男が、部屋の突つき当たりにあるソファーにどっかりと腰こしを据すえている。

　案内させたチンピラ──ディスパレイトの『砲ほう撃げき』を喰くらってあちこちこんがり焦こげている──を解かい放ほうすると、トルクは背広スーツの内ポケットから一枚の写真を取り出した。

「えー………と……」

　横からエニーネは写真を盗ぬすみ見る。

　依頼人から渡わたされたのだろう。そこには儚はかなげな金きん髪ぱつの美女が写っていた。

　でもって、ちらりと室内に視線を向けると──ボスの隣となりに写真の美女が怯おびえたような表情で座すわっている。

　同じソファーに座っていることもそうだが──膝ひざがつく程ほどに近い距きよ離りで座っている二人の様子から、少なくとも金髪美女は、無む理り矢や理りこの場に拘こう束そくされている訳ではなさそうだった。

「…………」

　間ま違ちがいない──依頼人の妻だ。レースのあしらわれた上品なマタニティドレスの腹部は、少しだけ膨ふくらんで見える。

「どうも、ランドリュース興信所の所長トルクと申します。そこの方を捜して欲ほしいという依頼を受けておりまして──」

　トルクの言葉を立て続けの金属音が遮さえぎった。

　室内のチンピラ二十人。全員の手に握にぎられているのは──銃じゆう。

　だが……

「やめて！」

　それを見て悲ひ痛つうな声を上げたのは──奥おく方がただった。

　彼女は隣のボスにすがりつき、金色の髪かみをさらさらと震ふるわせながら首を振る。

「やめて……そこまでしてくれなくていいのよ………兄さん」

「兄さん!?」

　驚きよう愕がくの表情で呟つぶやくエニーネ。

　だがどうも奥方の言葉は──彼女がボスの身内であったのは事実らしく、チンピラ達も戸と惑まどった様子でボスを振り返る。

　溜ため息を一つついて頷うなずくボス。

　チンピラ達は──何ど処こか彼かれ等ら自身もほっとした様子で銃を降ろした。

「じゃ、これってやっぱり家出……？」

　エニーネは奥方を振り返って問う。

「旦だん那なさん、心配してたわよ。何があったか知らないけど、戻もどった方がいいんじゃ──」

　と、とりあえず常識的な説得を試こころみるエニーネを封ふうじ込める様に……こめかみに青筋をたてた奥方の兄が怒ど声せいを張はり上げた。

「部外者はひっこんでろ!!」

「──兄さんは黙だまってて！」

　さすがに兄妹きようだいという事か。

　意外な迫はく力りよくで一いつ喝かつする奥方に──たじろぎながら彼女の兄は黙り込んだ。だが奥方は奥方で次の瞬しゆん間かんには、火が消えた様に悄しよう然ぜんとうな垂だれてしまう。

　少しの間、沈ちん黙もくしていた奥方は──やがて意を決したように毅き然ぜんとした顔を上げた。

「あの人とはもう暮くらしていけません」

「え──」

　やはり事情がよく分からず戸惑うエニーネの代わりに、口を開いたのは──トルクだった。

「……お腹なかの中のお子さんはどうします？　おろすのですか？」

　こちらに逡しゆん巡じゆんは無かった。

　きっぱりと彼女は──

「産うみます」

　そう断言した。
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「それで──あんたは、おめおめ引き下がってきたのか!?」

　事務所に怒声が響ひびく。

　ソファーから腰を浮うかし、机を叩たたいて激げつ昂こうする依頼人を前に──しかしトルクはのほほんとしたいつもの態度を崩くずさない。

「私には奥様の意志を無む視しして連れ戻す権けん限げんはありません。下手へたをしたら誘ゆう拐かいになってしまいますから」

「しかし──」

「とはいえ、このままではあんまりなので、とりあえず話し合いの場を設もうけようという約束を取り付けました」

　合図を受けてエニーネは頷き、事務所の奥に続く扉を開く。

「おまえ……！」

　驚おどろいた表情で依頼人が目を見開く。

　そこに立っていたのは──沈しずんだ表情の奥方だった。
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　嫌いやな静せい寂じやくが──部屋を支し配はいしていた。

　話し合いの場を設けたはいいが……順調とは言い難がたい。応接セットで向かい合って座すわっている夫ふう婦ふは、互たがいに言葉を投げ合うでもなく、疲つかれた表情で揃そろってうな垂れている。

「いつも仕事仕事で……あなたはろくに帰ってこないじゃない。その間、私がどんな気持ちでいたか判わかる？　お腹に子供が出来ても仕事仕事仕事──もううんざりよ」

　長い長い沈黙の後で、先に口を開いたのは奥方の方だった。

「仕事をしなければ生活が出来ないだろう」

　応じるように……顔をあげた依い頼らい人にんがぶっきらぼうに言い放った。

「そういう問題じゃないのよ！」

　ヒステリックに奥方が叫さけべば──机を叩いて依頼人が怒声を上げる。

「じゃあどういう問題なんだ!?」

「……子供の事も考えて！」

　目に涙なみだを浮べている奥方は、さらに声を張り上げた。

「あなた、いつも何時に帰ってきてるか判ってるの？　午前二時よ!?　子供が起きている時間じゃないわ!!」

「…………」

　トルクと揃そろって壁かべ際ぎわに立ち、組んだ腕うでを指でとんとんと叩きながら──エニーネは苛いら立だたしげに目を眇すがめた。

　実の所……さっきから同じ論ろん旨しで双そう方ほう共に堂どう々どう巡めぐりなのである。

「ようするに、仕事でろくに帰ってこない旦だん那なに奥さんが愛あい想そをつかして出て行ったっていう、ありきたりの構こう図ずよね……」

「依頼人は別れたくないようですし……どうやら奥方も家出はしたけれども、離り婚こんまでは踏ふみ切れていない様子ですし──さて」

　いつの間にかすすり泣き始めた奥方が、か細い声で呟つぶやく。

「休日もろくに家に居ないし……子供が寝ね付つくような時間に帰ってくるでもない。そんな、親子のふれあいも満足にもてそうにない生活は嫌よ……生まれてくる子供が可哀かわい想そうだわ。それならいっそ──」

「…………」

　ぴくりと自分のこめかみが痙けい攣れんするのをエニーネは自覚した。

　息が詰つまりそうな沈黙を数秒挟はさんで──訴うつたえるように奥方が叫ぶ。

「初めから父親なんて……いないって事にした方が、子供のためじゃないッ!!」

「あほかああああああああああッッ!!」

　喚わめきながらエニーネは拳こぶしを壁かべに打ち付けた。

「──!?」

　夫婦と──そしてトルクさえもがぎょっとして同時に彼女を振ふり返る。しかし構かまわず、エニーネは怒ど鳴なった。

「いい加減にしろッ！　あんたらどっちもどっちだわ!!」

　青筋を立てて足音荒あらく応接セットの傍そばにずかずかと歩み寄り、机を両手で強く叩たたく。

「さっきから聞いてりゃ同じ事を何度も何度も何度も何度も繰くり返した挙あげ句くに何よそれ!?　言い訳がましいのよ、仕事だ子供だなんだって、原因をこねくり回したって話が進むわけないでしょーが！　意見を押おし付けあってないで、これからどうしたらいいかを話し合ったらどうなのよ!!」

　呆ぼう然ぜんとして目を白黒させていた依頼人は、我われに返ったようにソファーから立ち上がり、顔を真っ赤にして怒声を上げた。

「君には関係ないだろう、引っ込──」

「引っ込んでらんないからこうして出しゃばってんでしょうが!!」

「私だって好きで仕事ばかりしているわけじゃないんだ！　私ほどの人間にもなると抜ぬけられない会議や大事な契けい約やくが山積みになっていて、帰りが遅おそくなるのは仕方が──」

「聞き飽あきたっつってんでしょうがッ!!」

「ちょ、コルバントさん!?」

　慌あわてて制止してくるトルクに構わず──エニーネは依頼人を指差して続けた。

「おっさん、あんた自分が寝てからも誰かが帰ってきて出入りするプレッシャーがどんなものか判る？　いっそ他人だったら平気かもしれないけどね、家族が同じ家に住んでいるのに擦すれ違ちがってたりしたら、どれだけうざいかッ!!」

　喚き散らすエニーネを後ろからトルクが羽は交がい絞じめにしてくる。

「コルバントさん、落ち着いて……！　相手は依頼人──お客さんです」

　しかし激げき怒ど中ちゆうのエニーネは手足を振ふり回しながら更さらに喚いた。

「あんたも！」

　エニーネは続いて奥おく方がたを振り返る。

「勝手に子供の心しん情じようを代弁するな！　まだ生まれてもいないでしょうが!!　へその緒おで繫つながってたってねぇ──脳のうみそまでは繫がってないんだから、あんたと子供の意見が一いつ緒しよとは限らないでしょうが!!」

　揃そろって──ハッとしたように息を吞のむ夫婦。

　その時、𠮟しつ責せきするような鋭するどさで──

「コルバントさん!!」

　トルクが叫び──




　ぱぽぅ！




「のぁあああああッ!?」

　ハッと我に返るより先に……室内にもかかわらず唐とう突とつに発生した大量の冷れい水すいが、エニーネの頭上から叩きつけられた。

「…………」

　無言で頭上を見ると……いつの間に出したのか、掌てのひらサイズのディスパレイトが天てん井じよう付近でくるくると回転していた。

　ゆっくりとエニーネは振り返る。

　トルクも──びしょ濡ぬれになっていた。

　眉まゆ尻じりを下げて──苦く笑しようともつかない──微び笑しようを浮うかべているトルク。丁てい寧ねいに櫛くしを入れたような銀ぎん髪ぱつも濡ぬれそぼち、その毛先から水を滴したたらせていた。

「………濡れたじゃない」

「はあ……すいません」

　にこにこしているトルクを見て怒おこる気も失うせ──エニーネは額ひたいを押おさえてうな垂だれた。

　呆ぼう然ぜんとしている夫婦にトルクは顔を向ける。

「今日はここまでにしましょう」

「いや、しかし……」

　弱よわ々よわしい声こわ音ねで反論しかけた依頼人はぐっ、と言葉を詰つまらせた。奥方の方もやはり無言である。

　彼等を交こう互ごに見て──

「お互たがいに少し時間を置いてから──話し合われる事をお勧すすめします」

　トルクはそうしめくくった。
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「──兄さん、遅おそいですね」

　食しよく卓たくにべったりと上半身を伏ふせているテレスが訴うつたえた。

　既すでに時刻は夜の十時半。まあ大たい抵ていの人間は夕食を済すませている時刻ではある。

「そーね」

　と──やや不ふ機き嫌げんな状態を維い持じしたままエニーネは言う。

「──エニーネさん」

　ひょいと顔を上げてテレスが言ってくる。

「事務所で何かあったんですか？」

「別に……何も無いわよ」

　思い出しても腹が立つので、ふん、と鼻を鳴らしてぶっきらぼうに返す。

　その時──

「ただいまです」

　外出していたトルクが帰ってきた。

「お帰りなさーい」

「お帰り──で、どうだった？」

　まるで尻尾しつぽがあれば嬉うれしそうにぱたぱた振る様な感じでテレスが言い、エニーネはやや抑おさえた低い声で言う。

　トルクは二人を見比べて苦笑を浮かべ──

「あの夫ふう婦ふ、別居することにしたそうです」

「別居？」

　エニーネの眉み間けんの皺しわが深まる。

　だが──

「隣となり同どう士しに」

「…………」

「まぁ……それぞれの生活は持ちながら、出来るだけ摺すりあわせやすい環かん境きようを選んだって事でしょうね。スープの冷さめない距きよ離りってやつでしょうか。世間一いつ般ぱんの価か値ち観かんからすればちょっと変かもしれませんが……」

「ふーむ」

　百人の人間が居れば百人の『最適』がある。

　その程度の事はエニーネにも分かる。

　だから──

「まぁ、めでたしめでたし………なの？」

「それに向けて努力はしましょう──と」

「…………ま、いいけど」

　溜ため息をついてエニーネ。

　上着を脱ぬいだトルクにテレスが駆かけ寄った。

「兄さん、早くご飯にしましょ！　もうお腹なかすいて──」

「……まだ食べてなかったんですか？」

　意外そうに言うトルク。

「今後、ご飯はなるべく皆みんなで揃そろって食べるってことに決めたのよ。せっかく一いつ緒しよの家で住んでるんだもん。多少遅くなっても、皆で食べた方が美味おいしいでしょ」

「…………」

「なによ？」

　じっと見つめてくるトルクから視線を逸そらしつつ──ふて腐くされた顔のまま言うエニーネ。

「いえ。了りよう解かいです」

　にっこりと微笑ほほえむトルク。

　何やら色々見み透すかされている様な気もするが──まあ悪い気分ではない。エニーネはすっかり冷さめてしまった料理を温あたためるべく、オーブンに火を入れた。
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　霧きりの中をエニーネは走っていた。

　周まわりはよく見えない。曖あい昧まいな影かげは幾いくつも幾つも傍かたわらを通り過ぎていくものの……明めい確かくな輪りん郭かくは無い。全すべて霧の中に溶とけて不安定な影が揺ゆれているだけだ。

　ただ……何もかもが霧の中に溶け崩くずれつつある世界の中で──背後から迫せまってくる怒ど声せいだけがやけにはっきりとしていた。

　捕つかまればヤバい。その事だけは分かる。だが何な故ぜ追われているのかは分からない。気がつけばエニーネは走っていた。何者かに追われて延えん々えんと逃にげていたのだ。

「……ぅあッ！」

　何かに足を取られてエニーネの体が宙に浮うく。瞬まばたきする間に地面が迫ってきて顔面を強打。鼻の奥おくまで鈍どん痛つうが突つき抜ぬける。

　顔面に広がる痛みに呻うめきながら体を起こすと──すぐ眼めの前の水たまりが目に入る。

「──！」

　水面に映るものを見てエニーネは凍こおり付く。

　そこに映っているのは、幼おさない少女だった。

　未まだ十歳さい未満だろう。親の庇ひ護ごが必要な筈はずの年ねん齢れいだが──身に纏まとっている茶色の服はぼろぼろで、とても衣い装しようなどと呼べる代しろ物ものではない。ひどく瘦やせていて、髪かみも艶つや気けを失いぼさぼさ、肌はだも泥どろや垢あかでひどく汚よごれて──ぱっと見には性別すら判はん然ぜんとしない。

　汚きたならしい浮ふ浪ろう児じ。

　その少女は、何ど処こかで見た様な顔に、驚おどろきの表情を刻きざんで水面の向こう側に居いた。

（嗚あ呼あ──そっか）

　唐とう突とつにエニーネは納なつ得とくした。

　口汚い罵ののしり声と足音が入り乱れ……背後から伸のびてきた幾つもの手が、乱らん暴ぼうに少女の身から体だを押おさえ込む。

　だがそんな情景をエニーネは水面越ごしに、まるで他人ひと事ごとの様にぼんやりと眺ながめていた。

（これは『昔の私』……昔の夢か）

　水面に映る汚い少女。

　地に這はい蹲つくばらされた幼い自分が……何か、途と轍てつもなく惨みじめな生き物に見えた。
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「私は警けい察さつに出頭せねばなりません」

　きらり──と白い朝あさ陽ひを銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねで反はん射しやさせながらいきなりトルクはそう言った。

　トルク・テスタ・ランドリュース。

　ランドリュース興こう信しん所じよの所長である。

　純じゆん白ぱくの背広スーツに身を包んだ長ちよう身しん瘦そう軀く。ナイフにも似た鋭するどい輝かがやきを宿やどす銀ぎん髪ぱつ。目鼻立ちは隙すき無なく整ととのい、理知的かつ秀しゆう麗れい──何処か貴公子然とした印象がある。

　無表情に黙だまって立っていれば、近寄り難がたいと感じる者も居るだろう。

　ただし……常に浮かべている、何処か緊きん迫ぱく感を欠いた笑えみが、人懐なつっこい雰ふん囲い気きを醸かもし出し、容姿から来る怜れい悧りな印象を随ずい分ぶんと和やわらげている。

　エニーネとトルクが居るのは事務所の玄げん関かんである。丁ちよう度ど出しゆつ勤きんしたばかりの──といっても関係者は同じ建物に全員住み込みなので別室で着き替がえて事務所に入っただけだが──エニーネはそこで待ちかまえていたトルクと顔を合わせたのだ。

「警察……？」

　眉まゆを顰ひそめて口にするエニーネ。

　彼女は数秒、黙もつ考こうし──

「……まあいつかはそんな事になるんじゃないかと思っていたけど」

　と言った。

　元々異生物デイスパレイトなどという、危険極きわまりないものを飼し育いく──時には仕事道具としても使うトルクは、確かにいつ器き物ぶつ損そん壊かいやら傷しよう害がいやらで逮たい捕ほされても不思議はない訳で。

「まあ……差し入れくらいはしてあげるわ。気を落とさずにね」

　溜ため息混じりにエニーネは言った。

「…………差し入れ……ですか？」

　怪け訝げんそうな口調で問うてくるトルク。

「ああ、でも刑けい務む所しよに入る前に今月の給料だけは払はらっておいてね」

「……あの。コルバントさん。何か誤ご解かいがあるようですけど」

「誤解？」

　首を傾かしげるエニーネ。

「トルク──警察に行くんでしょ？」

「いや。行きませんよ」

　とトルク。

「でもさっき──」

「故ゆえあって私は行けないので」

　トルクはのんびりとした口調でとんでもない事を言ってきた。

「コルバントさんに、私の身代わりに警察へ行って貰もらおうかと……」

「──ちょ……ちょっと!?」

　顔色を変えてエニーネは叫さけんだ。

「な……な、なんで私があんたの身代わりに警察に行かなきゃなんないのよ!?」

「それは、勿もち論ろんコルバントさんがうちの職員だからですよ」

　至し極ごく当然といった口調で言うトルク。だがいつもと変わらぬその落ち着き振ぶりが、エニーネの癇かんに障さわった。

「確かに私はあんたに雇やとわれてるけど──だからってあんたの身代わりに罪を被かぶる義理は無いわよ！　他人に罪を被せて自分は逃げようっての!?　そんな最低な奴やつだとは思わなかったわよ！　っていうか今度は一体何やったのよあんたは!?」

「罪……？」

　きょとんとした口調で言うトルク。

　まるで意味が分からないといった風ふ情ぜいであるが──

「コルバントさん」

「なによ？」

「ひょっとして何か勘かん違ちがいしてません？」

「…………警察に、行くのよね？」

「ええ」

「自じ首しゆしに、行くのよね？」

「…………自首？」

　首を傾げるトルク。

「違うの？」

「コルバントさん。私は単に、興信所の営業許可関連の更こう新しん手て続つづきを、私の代わりにしてきて欲ほしいと思っているのですが──」

「…………」

「…………」

　微び妙みように重苦しい沈ちん黙もくが横たわる。

　やがて、ややうつむき加か減げんで机の上に肘ひじをつきながら……トルクはしみじみとした口調で言った。

「そうですか。私が警察に行くと言えば自首ですか……」

「──ってあんたも紛まぎらわしい言い方してんじゃないわよっ！」

　逆ギレしてエニーネは叫んだ。
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　一通りの手続を終えて警察署を出たのは、昼過ぎの事だった。

「相変わらず面めん倒どう臭くさいわよね。役所って」

　脇わきに抱かかえているファイルを開いて中から二枚の書類を取り出す。

『代理証明書』

　大きな字でそう印刷された紙には、トルクのサインと拇ぼ印いんが押されている。もう一枚には『興信所　営業認にん可か証しよう』と印刷されていた。さきほど、警察署の中にある法務課で受け取ったばかりの交付書類である。

「しかし……未まだ『仮かり免めん』だったとはね」

　呆あきれた口調のエニーネ。

「仮免でも免許は免許ですよ」

　エニーネの横を歩きながら一人の少女がそう言ってくる。

　歳としは、十二か十三あたりだろう。

　体より一回り大きい茶色いダッフル・コートを着ている姿は、服に着られている感があって微笑ほほえましい。金糸の髪かみと、翡ひ翠すい色いろの大きな瞳ひとみをした愛らしい少女である。

　テレス・テスタ・ランドリュース。

　トルクの妹であり重度の異生物デイスパレイトオタクの少女だ。事実上──ランドリュース興信所に居る大量の異生物の飼し育いく責せき任にん者しやと言っても良いだろう。名義的には、責任者はトルクだが、実質的に飼育作業の大半を切り盛りをしているのはこの少女であった。

「元々、正式な許可証が出るまでの『繫つなぎ』ですし……」

　要するに──トルクがエニーネに頼たのんだのは、今まで『仮免許』だった興信所の営業許可証を正式なものに更新する為ための作業であったのだ。

　元々トルクが行くべき手続なのだが、どうしても手が離はなせない仕事が入ったとかで、代理証明書と共にエニーネの方に仕事が回ってきたのである。

「で──なんでテレスも一いつ緒しよなの？」

　単に許可証の更新だけならばエニーネ一人で事は済すむ。その為の代理証明書だ。

「それは、一緒にディスパレイトの飼育許可も更新するからですよ！」

　眼めをきらりと輝かがやかせてテレスが言った。

　しまった──とエニーネは思うがもう遅おそい。

　テレスは歩きながらも夢見る様な、多分何ど処こにも焦しよう点てんが合っていない感じの瞳で滔とう々とうと語り始めた。

「保健所にちゃんとディスパちゃんたちと暮らす資格があるって事を届けなければいけないし、飼かっている子の種類とか揃そろえている設備とか色々と説明しなくちゃいけないんですよ。正直言って面倒臭いと私も思いますけど、いい加減な人に飼われるのも可哀かわい想そうだから仕方の無い処置ですよね。それにきちんとした環かん境きようで飼われている子は大人おとなしいですけど、やっぱりストレスのある環境で飼われている子は怯おびえやすくて」

　と──立て板に水といった感じでぺらぺらと喋しやべるテレス。

「解わかった、解りました、だからストップ」

　エニーネはテレスの口元にばさりと書類をあてる。道の真ん中に立ち止まって、半なかば演説じみた口調で『いかにディスパレイトの飼育は厳げん正せいであるべきか』を語る彼女に、周囲の怪け訝げんそうな視線が集中し始めたからだ。

「……でも」

　喋り足りないのだろう──上うわ目め遣づかいにエニーネを見つめてくるテレス。まるで棄すてられた子犬の様な、観みる者の気持ちを激はげしく揺ゆさぶる風情だが、ぐっと我が慢まんしてエニーネは言った。

「せめてもうちょっと声を小さく」

「はあ……」

　眼を瞬またたかせて言うテレス。

「つかもうちょっと空気を読みなさい、あんたは。本当にもうディスパレイトの事となると周まわりが見えなくなるんだから」

「そんな。照れちゃいます」

「いや。褒ほめてないって」

　半ば呆あきれ気ぎ味みに突つっ込むエニーネ。

（一体、どういう育ち方したら、こんな異生物オタクの女の子が出来上がるのやら……）

　そもそもディスパレイトを飼育するのは並なみ大たい抵ていの事ではない。技術も知ち識しきも金きん銭せんも必要だ。最近でこそ器具の進化もあって難なん易い度どは下がってきているが──元々そういう商売を親がしている場合、例えばリチットの様な例外を除のぞけば──テレスの様な少女のハマる趣しゆ味みではない筈はずだ。

　そういえば。

　そもそもトルクとテレスの係けい累るいについてエニーネは何も知らない。いやそれどころか過か去こについても何も知らない。

　何処で誰だれから生まれて。

　この街に来るまでどんな人生を歩んできたのか──まるで知らない。

　これは殆ほとんど成り行きでランドリュース興信所の事務員を始めた為だが……職場も住居も同じ、一日の大半を一緒に過ごす相手について、自分が何も知らないのは甚はなはだ心こころ許もとない気もしてきた。

「そういえばさ──テレス達はこの街に来て未まだ日が浅いんだよね？」

　だからこそ未いまだ興信所の営業免許が仮のものだった訳だし──確かエニーネと出会った時も『初仕事』などとトルクは言っていた。

「この街に来る前は何処に居たの？」

「色々ですよ」

　その『色々』懐なつかしむかの様な表情を浮うかべてテレスは言う。

「兄さんと二人で色々な街や村に行きました。あんまり一つの処ところに永く住んだ事は無かったから、今回みたいにきちんと事務所を構えてっていうのは初めてで」

「あ──そうなんだ」

　それはつまり……職も住居も定まらぬままに、色々な処を転てん々てんとしていたという事か。

「だからちょっと嬉うれしいんです。今度は、親しくなった人達と、すぐにお別れしなくて済むかなって」

「…………」

　エニーネは言葉に詰つまった。

　テレスの口調が純じゆん真しん無む垢くで、むしろはしゃいでいるかの様に明るいからこそ、聞いている身としては胸が痛む。

　トルクも。テレスも。

　案外──苦労の多い人生を送ってきているのだろうか。頼たよるべき親兄弟が居れば少なくとも根ね無なし草の様な生活を強しいられる必要は無かった筈だ。

「コルバントさん？」

「あ……なんでもない。なんでもないから」

　不思議そうな表情で顔を覗のぞき込んでくるテレスに──とりあえずエニーネは笑顔を浮かべて誤ご魔ま化かした。
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　異生物デイスパレイトの飼育許可の更こう新しんは警察署ではなく保健所の管かん轄かつである。

　そういう訳でエニーネとテレスは少し遅めの昼食を摂とった後、十五分ばかり歩いて保健所へと辿たどり着いた。

　雑然とした所内を歩きながら、エニーネとテレスは管轄窓口を探す。

　単に保健所といっても医い療りよう対策から食品衛えい生せい、環境衛生、地域福ふく祉し……と扱あつかう事案は幅はば広ひろい。テレスは勿もち論ろん、普ふ段だんはあまり来ない役所だけにエニーネも勝手が分からず、きょろきょろと歩く事になった。

　そして──

「きゃうっ！」

　目的の窓口がある部屋に入った途と端たん──子犬の様な短い悲ひ鳴めいを上げてテレスが床ゆかに尻しり餅もちをついた。

　テレスの発した悲鳴に驚おどろいて、辺あたりに居た保健所の職員や訪問客達が一いつ斉せいにエニーネ達の方を注ちゆう視ししてくる。

「あ……なんでもないです、すいません」

　笑顔を取り繕つくろってそう言うと、エニーネはテレスを立たせようと手を差し伸のべる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「は、はい、私は大丈夫です。余よ所そ見みしてて……ごめんなさい」

　そう言って顔を上げたテレスの視線は、しかしエニーネではなく、肩かた越ごしに彼女の後方へ向けられていた。

　振ふり返るエニーネ。

　そこには──一人の青年が立っていた。

「…………」

　全体的に陰いん気きな雰ふん囲い気きの青年だった。

　深ふか緑みどり色いろのシャツと真っ黒なパンツで身を包み、その上から更さらに膝ひざまで長さのある、焦こげ茶色のコートを着ている。

　襟えり首くびまである髪かみは、つややかな漆しつ黒こく──鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろだ。肌はだは血けつ管かんが透すけて見えそうなほど白く、いっそ病的な青白さと言ったほうがしっくりくる。

　容よう姿しは整っている。整ってはいるのだが、しかし容姿の端たん麗れいさよりも、まず先に影かげの様に引きずっている陰気な雰囲気が目立つ人物であった。

「……？」

　エニーネは眉まゆを顰ひそめる。

　青年は──テレスを凝ぎよう視ししていた。

　その顔には、あまり表情というものは浮かんでいないが……ただ単にぶつかった相手を眺ながめているといった様子ではない。

「えっと……あの」

　エニーネが声を掛かけてもまるで聞こえていないのか、無反応。青年は切れ長の蒼あおい瞳ひとみでただただテレスを睨にらむ様に見み据すえていた。

　そして……

「──お前」

　不ふ意いに青年が口を開いた。

「テレス……か？」

「はい、そうですけど」

　それを聞いた途と端たん──青年の表情が微び妙みように強こわ張ばったのをエニーネは見み逃のがさなかった。

　微かすかに青年のコートが揺ゆれる。

　ゆっくりと一歩下がったのだ──まるで危険な猛もう獣じゆうを前にしたかの様に、相手を刺し激げきしない様な、注意深く静かな足取りで。

「まさかこんな処でお前に会うとはな」

　青年は何ど処こか苦にが々にがしい口調で言った。

「お前が居るという事は──トルクの奴やつも近くに居るという事か」
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「はい」

　殆ほとんど反射的に頷うなずいてから──テレスは小鳥の様な仕草で首を傾かしげた。

「あの……兄とお知り合いの方ですか？」

　彼女の眼まな差ざしはまるで初対面の相手に向けるものだ。この少女に限って、無意味にとぼけている訳でもないだろうが……しかし明らかに先の青年の台詞せりふと嚙かみ合わない。

（どういう事？　一方的に、この人がテレスを知ってるだけ？）

「お前……ああ。そうか」

　僅わずかに青年の眼めが細まった。

「そういえばそうだったな」

　小さく頷うなずく青年の口元に……何処か皮ひ肉にくげな笑えみが浮うかぶ。

「兄──成なる程ほど、兄か。今は兄妹きようだいという事になっているのか。確かにそれが無ぶ難なんだな」

　それは一体どういう意味か。

　まるで元はトルクとテレスが兄妹ではなかったかのような──昔は他人だったような言い方だ。

　思わずエニーネはテレスの顔を見る。

　確かに……トルクとテレスは外見的特とく徴ちようではあまり似ていない兄妹だ。まあ顔立ちの似ていない兄妹なんぞ別に珍めずらしくもないし、ディスパレイトという共通項こうがあった為ためにあまり今まで気にしていなかったが──確かにトルクとテレスを兄妹と認みとめるべき根こん拠きよは、彼かれ等らの自じ己こ申しん告こく以外には無い。

「どういう事？」

「どういう事でしょう……？」

　尋たずねるエニーネだが、どうやらテレス自身も青年に戸と惑まどっている様で、おろおろと青年とエニーネを見比べている。

「……ふん」

　青年が片かた眉まゆを上げる。

「別に何でもない。独ひとり言だ」

「……それにしては妙みように意い味み深しんだけど」

　とエニーネ。

　青年は……ここで初めてエニーネの存在に気付いたかの様に、視線を向けてきた。

「で……あんたは？　姉とか言うんじゃないだろうな」

「エニーネ。エニーネ・コルバント」

　皮肉な口調がやや癇かんに障さわってエニーネはやや語調を強めながら答えた。

「ランドリュース興信所の事務員よ」

「…………」

「相手に名乗らせた以上、自分も名乗る──その程度の礼れい儀ぎは、知ってるわよね？」

「──ギルクリスト」

　無表情に青年は言った。

「ギルクリスト・マロル・ガルヴァイン」

「トルク達とはどういう関係？」

　つい詰きつ問もん口調になるが、特にギルクリストは気にした様子も無く言った。

「とりあえず商売敵がたきという事になるのだろうな──今は」

　やはり最後の一言を意味深な口調で言って、片手に持っていた書類を示しめして見せる。

　それは──ディスパレイトの飼育許可証であった。

「…………」

　ふとエニーネは思う。

　どうやらこの青年はトルクとテレスの過去を知っているらしい。やたらに無ぶ愛あい想そうでどうにもいけ好かない雰囲気の青年だが、もう少し話をすれば色々ランドリュース兄妹について聞き出せるかもしれない。

　そんな事を考えながら、会話を繫つなごうとエニーネが口を開きかけた──その時。

　爆ばく音おんが、鳴り響ひびいた。




　　　　●




　一いつ瞬しゆん──居合わせた者達の時間が凍こおり付く。

　愕がく然ぜんと動きを止めた人々の間を、部屋の奥おくから噴ふき出たらしい白はく煙えんが吹ふき抜ぬけ──

「──！」

　それを追うかの様に、様々な形状と色しき彩さいが殺風景な役所の一室に溢あふれ出した。

「──ディスパレイト!?」

　エニーネが叫さけぶ。

　球体。菱ひし形がた。楕だ円えん。三角。

　蒼あおいの。紅あかいの。白いの。黒いの。

　共通しているのは、手足らしきものを持たぬまま空中に浮かんでいる事と──そして硝子ガラス玉だまの様な、瞬まばたきをせぬ眼。

　それこそいちいち数え上げればきりが無い程の多種多様なディスパレイトが、部屋の中を好き勝手に動き回っていた。

　数は──恐おそらく五十を超こえる。

「まずい──」

　一匹ぴきでもどんな現象を引き起こすか予測がつかない異界の生物なのだ。こんな量が一度に興こう奮ふんして動き回れば、複合作用でどんな事態が発生するか解わかったものではない。

　しかもどうやらどの個体もやたらに興奮しているようで、動きが速い。

「こ……こいつら何ど処こから出てきたの!?」

「──あの箱が原因の様だな」

　事態が解っているのかいないのか──ひどく淡たん々たんとした声でギルクリストが言ってくる。

　彼が指差す先には、一ひと抱かかえほどもある大きな木き箱ばこが、蓋ふたの開いている状態でどでんと置かれていた。

　箱そのものは普ふ通つうの木箱だ。ただしその側面にはいかにも危険を訴うつたえる為に選ばれたと思おぼしき、毒々しい赤で一言──『押おう収しゆう物ぶつ』と書かれている。

　そしてその箱の中には──

「あれは……」

　一瞬それは花にも見えた。

　だが違ちがう。花は花か弁べんを眼に見える様な速度で自みずから動かしたりはしまい。それは動物だった。眼も鼻も耳も無いが……明らかにそれは生きて動いていた。

　しかも異様な事にその『花』の中央部は、ぽっかりと空くう洞どうになっている。

「『門』だな」

　ギルクリストが言った。

　彼の言葉を補ほ足そくするかの様に──

「無許可で──違い法ほう飼育されていた界貫花ペネトレーターです！　逃にげてください、暴走してます！」

　界貫花と呼ばれたそれは、箱の中で花弁を震ふるわせる。中央の空洞が虹にじ色いろの光を帯おびたかと思うと、次の瞬間──

　──どんッ！

　と砲ほう撃げきの様な音を響かせて大量の湯ゆ気げをそこから吐はき出した。どうやら先の白煙はこの界貫花の出したものであるらしい。

　でもって更さらに。

「げっ──！」

　呻うめくエニーネの周まわりに新たな色彩と形状が溢あふれ出た。更に十数匹のディスパレイトが界貫花を経由して飛び出してきたのだ。

「ど……どういう構造になってんのよ、あの生き物は!?」

　どう考えてもその内部にあれだけの数の異生物を内ない蔵ぞうできている筈はずが無い。種たねなしの手品を見ているかの様だった。

「トルクの処ところの人間という割には無知だな」

　ギルクリストは言った。

「あれはディスパレイトの召しよう喚かんにも使われる超ちよう次じ元げん生せい物ぶつだ。二つの空間に跨またがって存在する事で、そのエネルギー落らく差さを吸きゆう収しゆう、成長する。結果としてトンネル状の身体からだは、空間を飛び越こえる為ための近道として作用する訳だ」

「……ってひょっとして」

　そういえばトルクも、とても収おさまりきらない数のディスパレイトを、トランクケースから呼び出していた。という事はトルクのトランクケースの中にはアレと同じものが居るのだろう。

「あの個体は異世界に直接、繫つながってる様だな。これは面おも白しろい」

　ギルクリストは陰いん気きに笑った。

「放ほうっておくと、際さい限げんなく異界からディスパレイトが溢れ出てくるぞ」

　──ぱぽう！

　──ぱぽぽぽぽう!!

　肯こう定ていするかの様に、部屋中のディスパレイトたちが間の抜けた鳴き声を一いつ斉せいに上げる。

「って──冗じよう談だんじゃないわよ!?」

　テレスを庇かばい、覆おおい被さる様にして身を伏ふせるエニーネ。同時にディスパレイトたちの周囲の空間がぐにゃりと歪ゆがむ。

　そして──

「うわああああああああああああああ!?」

　無数の悲鳴が折り重かさなった。

　続けて何処からともなく発生した大量の水が、容よう赦しやなく部屋の中の人間達に降ふり注そそいだ。

　大量だ。

　水でもそれなりの量と勢いがあれば十分に脅きよう威いとなる。塊かたまりの様な水をびしゃりと頭ず上じようから叩たたき付けられ──何人もの人間が水の勢いに負けて派は手でに転てん倒とうし、あるいは押おし流されて壁かべに激げき突とつした。

　勿もち論ろん、異常現象はそれだけではない。

　あっちこっちで火花は散ちるわ、書類は跳はねるわ、怪かい音おん波ぱが響くわ、空間が歪むわ──無む茶ちや苦く茶ちやである。

　特に界貫花の周辺が酷ひどい。

　うっかり近付こうものなら、各種超常現象に巻き込まれて、あの世に直行しかねない。

　かといって放っておくのもまずい。

　次から次へと出てくるディスパレイト達が、先に居たディスパレイト達を更に興奮させるのである。結果、部屋の中は更に超常現象のオンパレードになる──

「大変……」

　震ふるえる声でテレスが言った。

　振ふり返るエニーネはまるで祈いのる様に両手を胸むな元もとで組んだ金きん髪ぱつ少女の姿を観みる。テレスは悲ひ壮そう感かん溢れる表情で叫んだ。

「このままじゃ……ディスパちゃんたちが、死んじゃう！」

「やっぱりそっちかい！」

　殆ど条件反射的に突つっ込むエニーネ。彼女はテレスの手を引っ張って怒ど鳴なった。

「とにかく逃にげないと！」

「でも──」

「足手まといだ」

　ギルクリストが素そっ気けない口調で言う。

「今のお前はな」

　同時に──

「──性格の穏おだやかな種類なら、野生でもすぐ制せい御ぎよできる筈だ！」

「外に漏もれる前に一匹でも多く従したがわせるぞ！」

　数名の男達がそう言い合っている。

　どうやら他にも飼育免許を更こう新しんしに来た異生物デイスパレイト・使いハンドラー達が居合わせたらしい。彼等はいずれも手を額ひたいにかざす様な仕草をしていた。

「あれは──」

　よく見れば異生物使い達は必ず指ゆび輪わか腕うで輪わをしている。それらはいずれも白く、注意してみれば同じ材質であるらしい事が解る。

　どうやらあれが異生物に干かん渉しようする為の道具であるらしい。

　──ぱぽ？

　──ぽぽ？

　ふと何体かの異生物の動きが止まる。

　異生物使い達が『制御』をしているのだろう。具体的にどういう事をしているのかは、エニーネには全く解らないのだが……

「くそ……駄だ目めか」

　異生物使い達が呻いた。

「数が多すぎる」

「うわっ!?」

　悲鳴を上げる異生物使い達。

　確かに彼等は何体かの異生物を大人しくさせる事には成功していた。しかし──彼等の台詞せりふ通り、元々の数が多すぎる。

　何体かは落ち着いても、周まわりで興奮した個体が暴あばれ回っていれば、すぐに興奮は伝でん染せんする。結果──一度は落ち着いた個体ですら再び暴れ回る事になる。

　とてもではないが、この異生物達の狂きよう乱らん現げん象しようを収められる様子は無い。

　そこに……

「……しょうがない」

　ギルクリストは呟つぶやいて立ち上がった。

「……ちょっと!?」

　エニーネの悲鳴じみた声にもまるで反応せず、暴れ回る異生物達のど真ん中に彼は平へい然ぜんと歩いて近付いていく。

　氷が弾はじけ炎ほのおが這はう──戦場の如ごとき状じよう況きようの、その真ん中を。

　途と中ちゆう、割れて吹ふっ飛んできた硝子ガラス片へんが彼の頭とう部ぶをかすめて過ぎるが、やはりその動きは平然としていた。

　硝子片が切ったのだろう。つう──と彼の頰ほおを血が一筋流れ落ちる。

　だが……

「──静まれ」

　群ぐん舞ぶするディスパレイト達の真ん中で彼は命じた。

　他の異生物使い達の様に、何かの装そう身しん具ぐを額にかざす様子は無い。ただ自然体でそこに立って声を発しているだけだ。

　だがその途と端たん──

　──ぱぽ？

　──ぽぽ？

　ぴたりと殆ほとんどのディスパレイト達が動きを止める。一匹ぴきや二匹ではない。五十匹以上のディスパレイトの、ほぼ全すべてが。

「……凄すご……」

「なんだ、あいつ？」

　他の異生物使い達もギルクリストの行こう為いは異様に見えたらしい。場に居合わせた一同が呆ぼう然ぜんと見守る中、ギルクリストはゆっくりとエニーネの方を振り返った。

「おい──トルクの処の事務員」

「あ、はい」

　思わず素す直なおに返事してから顔をしかめる。

「エニーネ・コルバントよ」

「そこの箱を、閉しめろ。俺おれはこいつらを押おさえ込むのに──手が離はなせない」

　とギルクリスト。

　そこで──初めてエニーネは気付いた。ギルクリストの額にびっしりと汗あせが、そして血管が浮ういていている事に。

「あなたは──」

「早く！」

　ギルクリストが鋭するどく叫さけぶ。

　ここでぐだぐだと言い争あらそう程ほど、エニーネは愚おろかではない。彼女はディスパレイト達を刺し激げきしない様にと、ゆっくりゆっくり界貫花ペネトレーターの箱の方へと近付いていった。

「閉めれば、いいのね」

「そうだ。光を遮しや断だんして密みつ閉ぺいされれば界貫花は不活性化する」

　とギルクリスト。

　頷うなずいてエニーネはそっと箱の蓋ふたを──

　──どんッ!!

「あっ──!?」

　閉めようとしたその瞬しゆん間かん、界貫花が白はく煙えんを吐はいた。勿もち論ろん──大量のディスパレイトも一いつ緒しよに。

「くっ!!」

　慌あわててエニーネは蓋を閉めるが、もう遅おそい。

　──ぱぽぽぽぽうッ！

　──ぱぽぽぽぽぽぽぽッ!!

　ディスパレイト達がまた暴れ始める。

　同時にあちこちで超常現象が多発し──

「ちっ──」

　コートの裾すそを翻ひるがえし後方に跳とぶギルクリスト。

　同時にエニーネの鼻先に、何かの爆ばく発はつですっ飛ばされてきた万年筆が──

「何をしている！」

　罵ば声せいと共に──横から腕うでを摑つかまれて、ぐいと引き寄せられる。突とつ然ぜんの事でバランスを崩くずしたエニーネは、自分を引き寄せた人物ともつれあう様にして派手に転てん倒とうした。

「いったぁ……！」

　したたかぶつけた腰こしをさすりながら起きたエニーネは、やはり身を起こすギルクリストのこめかみに、奇き妙みような傷きず跡あとを発見した。今までは髪かみで隠かくれていた部分だ。

　それは──まるで弾だん痕こんの様だった。

　だが、それが弾痕だとしたら脳のうを直撃する位置だ。生きている筈はずがない。

「ああ……普ふ通つうの異生物使いは指輪とかブレスレットとか──ディスパレイトを操あやつるために共感用の装身具を身につける。だが俺は、そういうのを使う必要がない」

　エニーネの視線に気付いたのだろう。

　ギルクリストは何ど処こか皮肉な笑えみを浮かべて、己おのれのこめかみを指先で叩たたいてみせた。

「ディスパレイト共感用の骨こつ針しんがここに入っているからな」

「入ってるって──」

「その様子だと知らない訳か。トルクの頭にも同じものが入っている事を？」

「……え？」

　勿論知らなかった。

　驚きよう愕がくして固かたまっているエニーネから目をそらして、ギルクリストが舌打ちする。

「脳に直接だからな、装身具を使うよりも効こう率りつは良いんだが……それでも限界はある。さすがにこれはもう無理だ」

　暴れ回る百匹近いディスパレイトを見上げながらギルクリストは言う。

「部屋を封ふう鎖さした後で、毒でも流し込んで処分するしかないな」

「そんな──」

　エニーネは異生物が嫌きらいだ。

　嫌いだが──彼等が望んでこちらの世界に迷い込んできた訳ではない事を知っている。彼等に悪意は無いのだ。

　なのに──

「駄だ目めっ！」

　代わりに叫んだのは──テレスであった。

「そんなの──駄目です！」

　テレスは眼めに涙なみだを浮かべて首を振ふる。本気でディスパレイト達を心配しているのだろう。

　対して──

「くっくっくっく──」

　ギルクリストが低い声で笑った。

　ぎょっとして彼を振り返るエニーネ。だがギルクリストの眼は……ただテレスを真まっ直すぐ見ていた。

「ならばお前が何とかすればいい」

「え？」

　ぱちくりとテレスが眼を瞬またたかせる。

　ギルクリストが何を言っているのか解わからないといった様子だ。だが陰いん気きな青年は悽せい愴そうな笑みを浮かべながらなおも畳たたみ掛かける。

「お前ならこの場を収められる筈だろう？」

　言って……ギルクリストは手を伸のばし、テレスの襟えり首くびを摑つかんだ。

「それとも──あの時の様に、生命の危機が訪おとずれないと出てこないか？」

「ちょっと、あんた何をやって──」

「ならば俺が手伝ってやろう」

　エニーネの怒ど声せいを無視してギルクリストはテレスの襟首を締しめ上げながら片手で吊つり下げる。細身の体たい軀くに似合わず膂りよ力りよくがあるのか──小こ柄がらな少女とはいえ、人間一人を片手でぶら下げて、しかし彼は小こ揺ゆるぎもしない。

「や──やめ……やめて……ください……」

　苦しいのだろう。喘あえぎながらテレスが懇こん願がんする。だがギルクリストは更さらに高たか々だかとテレスを吊り下げる。

　テレスの顔色がどんどん真っ赤になっていくが、ギルクリストはまるで手を緩ゆるめる様子が無い。

「やめなさい！　自分が何をしているか解っているの!?」

　叫さけびながら飛び掛かろうとして、しかしエニーネは凍こおり付く。ギルクリストが振り返り、刃は物ものの様に凄せい惨さんな光を宿した眼で彼女を睨にらみ据すえたからだ。

「解っているさ」

　ギルクリストは言った。

「お前よりも遥はるかにこの女の事はな」

「あんたは──」

「さあ出てこい──〈女王レジヤイナ〉!!」

「やめ……て……」

　テレスが失しつ神しん寸すん前ぜんの様子でそう言った。

　その──瞬しゆん間かん。

　──……

　──────……！

　まるで時間が止まったかの様だった。

　唐とう突とつに……全く唐突に静せい寂じやくが部屋の中を支配する。誰もが息を吞のんでその奇き跡せきとも言うべき現実を見守っていた。

　異生物達が動きを止めていた。

　いや。それだけではない。

　全すべての異生物の眼が──部屋の中央に立つ一人の少女を見ていた。

　テレスを。

　十と重え二は十た重えに異生物達がテレスを取り巻いている。声も無く。動きも無く。整せい然ぜんと。

　その姿はまるで、女王に傅かしずく臣しん下かの群れの様で──

「…………」

　ふとテレスが振り返ってエニーネを見る。

　その眼が──

（──誰!?）

　見知った少女のそれとはまるで違ちがう、何か異質な光を宿していると気付いて、エニーネは身を強こわ張ばらせた。

　だが次の瞬間……

「…………」

　くたりと少女が身を折る。

　倒たおれる彼女の身体からだを──しかし傍かたわらから差し伸のべられた白いスーツの腕うでが支ささえた。

「──トルク！」

　何時いつの間まにやって来たのか。

　倒れそうになったテレスをすんでの処ところで支えたのは、エニーネの雇やとい主であるところのトルク・テスタ・ランドリュースであった。

「お邪じや魔まします。うちの事務員と、妹を迎むかえに来ました」

　やはり暢のん気きな口調で言うトルク。

　そして──

「久しぶりですね──ギル」

　彼は膝ひざをついている陰気な青年を振り返って微笑ほほえんだ。

「……二度と会いたくなかったがな」

　ギルクリストは呻うめく様に言う。

　明らかに敵てき意いを込めた眼で陰気な異生物使いはトルクを睨んでいた。過去に何があったのかは解らないが、少なくとも旧友という訳ではないようだ。

　だが──

「さて。再びディスパレイト達が騒さわぎ出さない内に、捕つかまえてしまいましょう」

「…………」

「私一人では手に余あまる。君一人でも手に余る。ですが私達二人ならば楽な仕事だ──違いますか？」

　にこやかにそう語り掛けるトルクに、ギルクリストは渋じゆう面めんを浮うかべて鼻を鳴らしただけだった。
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　かくして──。

　事態は割とあっさり片付いた。

　奇き跡せき的に死者や大おお怪け我がをした者も出ず……お陰かげでディスパレイト達の大半は、薬やく殺さつ処しよ分ぶんされる事もなく、トルクの連れん絡らくで駆かけ付けたディスパレイト専門店の店長、マーサックが引き取る事になった。

　場に居合わせた一同は、駆け付けた警官の事情聴ちよう取しゆを順番に受ける事となり、保健所の別室で待たい機きを余よ儀ぎなくされた。

　その際──

「覚えていないのなら、その方が幸せなのかもしれんな」

　ふとそんな独どく白はくを漏もらしたのはギルクリストであった。

　その際、陰気な異生物使いの青年が見ていたのは──壁かべ際ぎわでマーサックと談だん笑しようしているトルクとテレスである。

「…………」

　エニーネは彼に聞きたい事が山程ほどあった。

　トルクとテレスは本当の兄妹なのか。過去に何があったのか。どうしてテレスは……大量のディスパレイトを一瞬で沈ちん黙もくさせる事が出来たのか。

　だが──

「…………」

　今朝に見た夢の内容が、エニーネの脳のう裏りをよぎった。

　嫌いやな過去。忘れたい過去。

　程度の差こそあれ誰にだってそれはあるのだろう。エニーネにもそれはある。そしてトルクやテレスにも。多分ギルクリストにも。

　だから……

　テレスがこっちへ向かって笑え顔がおで手を振ふっているのに気づき、エニーネの顔に苦く笑しようが浮かぶ。

「……止やめた。私だって、知られたくない過去の一つや二つあるんだし！」

　さっぱりした笑顔でエニーネはトルク達の方へと駆け寄っていった。
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「──ごめんあそばせっ！」

　ぶち破る様な勢いで事務所の扉とびらを開いて現れた女は……開口一番にそう言い放った。

「…………」

　書類の束たばをまとめている途と中ちゆうだったエニーネは思わず手を止めて──ぽかんとその闖ちん入にゆう者しやを眺ながめる。

　女は──派手だった。

　流れるような銀色の髪かみを腰こしまでたらし、原色の蒼あおいスーツで身を包んでいる。膝ひざ上うえまでと短いタイトなスカートからすらりと伸のびた足はまばゆいばかりに白く、腰はきゅっとくびれていた。その曲線を辿たどっていけば嫌いやでも目に付くのは……「特とく盛もり」という単語を彷ほう彿ふつとさせる豊ほう満まんな胸である。エニーネは脳内で「ででん」という擬ぎ音おん語ごがリアルに聞こえた気がした。

　よく見れば隙すき無なく整っていて気品さえ感じられる容よう貌ぼうなのだが、その顔立ちの美しさよりも何というか──全体的に派手というか、必要以上に色いろ香か満まん載さいというか──無む駄だに濃こい感じがまず目立つ。

「…………」「…………」

　硬こう直ちよくした様に互たがいに見つめる事──しばし。

　どちらからともなく、たらりと頰ほおを一筋の汗あせが滑すべり落ちる。

『ど……どちら様？』

　尋たずねる声も揃そろえたかの様に被かぶっていた。
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　机の上に書類が一式。

　そう難むずかしい書式でもなければ内容が特異なものでもない。むしろ有り触ふれた書類に属するだろう。

　その上に──

　──ばんッ！

　と平手を叩たたき付けてエニーネは言った。

「これ……なに？」

　書類の天てつ辺ぺんにはこれ以上無いという位に分かり易やすく、でかでかと黒い太字でその素す性じようが印刷されていた。

　即すなわち──『借しやく用よう証しよう書しよ』と。

　言うまでも無くそれは借しやつ金きんの証明書だ。正確にはその写し──複製品だが。換かん金きん性のある書類の原本を無意味に持ち歩くのは、契けい約やく社会の基本を知らない馬ば鹿かだけだ。

　まあそれはともかく。

「説明してくれない？」

　深い深い皺しわを眉み間けんに刻きざみつつエニーネは低音で凄すごんだ。『正直に言わないと耳から手ェ突つっ込んで奥おく歯ばガタガタ言わすわよ？』という意味ニユアンスを暗に含ふくんだ声である。

「あー……」

　彼女の正面に座すわっている青年が曖あい昧まいに声を漏もらす。明らかに言い逃のがれの為ための言葉を探している様子だったが──一応、エニーネは辛しん抱ぼう強く彼の言葉を待った。これでも彼は彼女の雇やとい主なのだから。

　トルク・テスタ・ランドリュース。

　このランドリュース興こう信しん所じよの所長である。

　美男子だ。それはまず間ま違ちがいない。

　細い顎あご、薄うすい唇くちびる、鋭するどさを感じさせる切れ長の目。ナイフのエッジを彷彿とさせる輝かがやきをもった銀ぎん髪ぱつは、容貌の冷れい酷こくそうなイメージに拍はく車しやをかけている。

　更さらに長ちよう身しん瘦そう軀くに帯びるのは上品なスリーピースの背広スーツで……まるで服ふく飾しよく雑ざつ誌しに掲けい載さいされる手本の様な、隙の無いその着こなしは、生活感を根ね刮こそぎ欠けつ落らくさせた、貴族的な印象すらこの青年に与あたえていた。

　ただし。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥──日向ひなたぼっこしている猫ねこのように緩ゆるやかな曲線を描えがいた糸目が、他の部分から醸かもし出される硬こう質しつで鋭えい利りな印象を見事なまでに相そう殺さいしている。

　まあエニーネを苛いら々いらさせるのは大たい抵ていがこっち側の部分なのだが。

「…………」

「…………」

　適てき当とうな言い訳が見つからなかったのか──トルクとエニーネの間にやたらと重苦しい沈ちん黙もくが横たわる。

　やがて──無言の睨にらみ合いに飽あきたかの様に口を開いたのはトルクでもエニーネでもなかった。

「いつもながら壮そう観かんですわね？」

　応接セットのソファーに腰掛かけて室内を見回しながら巨きよ乳にゆうの女は──ミュン・テテリ・フォーレミアンはそう言った。

　一見してそうは見えないのだが……彼女は銀行員である。ランドリュース興信所の主要取引メイン金融機関バンクたるパルパーデン銀行の所属。もっと細かく言えば債さい権けん関かん連れんの揉め事解決屋トラブルシユーターなのである。

　要するに──借金取りだ。

「これだけの粋すい槽そうを維い持じするとなるとかなりの費用が毎月かかりますでしょう？」

「ええまあ」

　と微び笑しようを浮うかべながら頷うなずくトルク。

　彼かれ等らが居る事務所の中は──まるで壁かべを憎にくんでいるかの様に大量の硝子ガラスケースが積つみ上げられていた。その数──大小あわせてざっと二百。

　それらにはいずれも『粋すい』と呼ばれる調整液が満たされており、各種濾ろ過か器きによってそれぞれ別個独立した循じゆん環かんシステムが確立されている。

　これらは──特とく殊しゆ環かん境きよう下かに棲せい息そくする生物を飼し育いくする為の装置なのだった。

「一つ維持するだけでもそれなりの──」

「以前こちらにお伺うかがいした時よりも数が増えておりますわね？」

「…………」

　笑え顔がおを維持したまま固まるトルク。

「新しい粋槽システムを増やせる余よ裕ゆうがおありなのでしたら……せめて利り息そくを支し払はらう程度の事は出来ますわよね？　返へん済さい期限はとっくに過ぎておりますし、さすがに当銀行としてもこれ以上、何の入金も無いままでは──」

「トルク」

　エニーネは低い声で言った。

「この間の仕事の報ほう酬しゆうはどうしたのよ？　それなりの額だったでしょう？」

「…………」

　トルクは頰を搔かいて──そっとテーブルの上に小さな手帳らしきものを差し出した。

　預金通帳。

　エニーネは黙だまってそれを開くと……表情を引きつらせた。

「──って全然残ってないじゃないの!?　一体何に使ったのよ!?」

　エニーネの怒ど鳴なり声に最も敏びん感かんに反応したのは──彼女が真まっ直すぐに睨み据すえていたトルクではなかった。

「…………」

　素す早ばやく明後日の方向を向いて、御お茶ちやを運んできたトレイで顔の半分を隠かくす──そんな『私が犯人です』と言わんばかりに分かり易やすい動どう揺ようを示したのは、部屋の片かた隅すみに立っていた一人の少女だった。

　震ふるえる様に鮮あざやかな金髪が揺ゆれる。

　年ねん齢れいは十代半ばといった処ところか。繊せん細さいな線で構成されるその容貌は、まるで天使の様に愛らしい。未まだ幼さを多分に引きずってはいるが──五年後を誰だれもが期待せずにはおれない、そんな少女であった。

　テレス・テスタ・ランドリュース。

　トルクの妹である。

　テレスはまるで罪を問われた咎とが人びとの如ごとく怯おびえた表情で視し線せんを泳がせている。

　同時に──じりじりと彼女は横に移動しつつ、自分の身体からだで何か背後に隠かくそうとしている様だった。

「…………」

　エニーネは無言で立ち上がり、テレスの方へと歩み寄る。正しくは、彼女が隠そうとしている背後の粋槽タンクへと。

　途と端たん──

「ああ、な、なにもないんですよエニーネさん！　別に何もないの!!」

　大おお慌あわてのテレスをぐいと押おし退のけてエニーネは粋槽タンクを覗のぞき込む。

　思った通り──そこにはちょこんと見慣なれない装置が一つ乗っかっていた。恐おそらく新型の濾ろ過か器きの類たぐいだろう。

「…………」

　額に手を当てて深い溜ため息をひとつ。

　次に勢いよく振ふり返り──

「またあんたらは無む駄だ遣づかいをッッッ!!」

　全身を口にする勢いでランドリュース兄妹に向かって喚わめく。

「だって──だって」

　雨に打たれる子犬の様に、震ふるえながら──そりゃあもう見る者に思いっきり憐あわれみを誘さそいそうな風ふ情ぜいでテレスは言い訳した。

「スイザク社の新型が発売されて……」

「だから何よ」

「スイザク社といえば永遠の定番、投げ込み式簡易濾過器の傑けつ作さく〈スイザク・マイト〉を作った会社なんですよ!?　そこが新型の、上部濾過器〈スイザク・ブリッジ〉を発売するとあっては──」

「知んないわよ！」

「でもでも〈スイザク・マイト〉の濾材が共用で使えてとっても便利──」

「関係ないつってんでしょうが！」

　激しく怯えつつも何な故ぜかオタ・トークだけは流りゆう暢ちようなテレスにエニーネは怒鳴った。

　以前はテレスのこの儚はかなげな風情に毒どく気けを抜ぬかれて、きつい事も言えなかったエニーネだが、さすがにしばらく一いつ緒しよに住んでいると馴なれてくる。

「あああああ……」

　エニーネは頭を抱かかえた。

　借しやつ金きん。

　それは借りた金。すぐに返さなければ利息がずんどこ殖ふえて加算され、しまいには借りた金額よりはるかに大きくなり、借り主にのしかかって破は滅めつに導みちびくという悪夢の如き存在なのである（エニーネ主観）。

　そもそも性格的に借金の類は受け付けないエニーネだが、事は──いつの間にか知らぬ間に──既すでに好き嫌きらいの問題ですらなくなっている。もし借金のカタにこの事務所が差し押さえられるようなことになれば──エニーネは再び路ろ頭とうに迷ってしまうではないか。

「あああああああああああ」

「まあまあ落ち着いてくださいコルバントさん。焦あせっても事態は何も解決しません」

「ちょっとは焦れ！　あんたはッ!!」

　トルクのネクタイをひっつかんで喚くエニーネ。

「エニーネ・コルバントさん──でしたっけ？　危機感のある事務員さんが入ってくださって助かりましたわ」

　ミュンが澄すました表情でそう言ってくる。

「お話が早くなります」

「ぜんぜん助かってないわよお金なんてこれっぽちもないってのぉおおお!!」

　息継つぎすらせずに──半なかば錯さく乱らん状じよう態たいで喚くエニーネ。そんな彼女を悠ゆう然ぜんと眺ながめていたミュンは──やや呆あきれた表情を浮うかべて提案してきた。

「これだけ珍めずらしい生き物がいるんだから、少し売ればよろしいんじゃございませんの？」

　ドアを除のぞく四方の壁かべに山と積つまれた粋槽タンク。

　その一つ一つに入っているのは──ディスパレイトと呼ばれる生き物だ。

　彼らは存在そのものが異質であり、この世界に『歪ゆがみ』をもたらして局きよ地くち的てきに超常現象を起こす。
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　トルクは彼らの力を借かりて超常の力を行使する異生物デイスパレイト・使いハンドラーだ。

　一方、巷ちまたでは──ごく一部でだが──ステータスシンボルとしても人気の高い異世界の生物である。

「あ──成なる程ほど。その手が」

　と頷うなずくエニーネ。ディスパレイト絡がらみの市場はニッチだが、それだけに金に糸目をつけないマニアは必ず居る。実例はエニーネの眼めの前にも二人ばかり居る。

　しかし──

「…………」

　何やら殺気じみたものを感じてエニーネは傍かたわらを振り返った。

　睨にらんでいる。

　テレスが──顔から零こぼれ落ちそうなほど大きな目にいっぱい涙なみだを溜ためてミュンとエニーネを睨んでいる。

　刺さす様な視線をミュンも感じ取ったのか、何気なくテレスを振り返り──ぎくりとした様子で彼女は顔色を変えた。

「あ……ああっ!?」

「…………」

　じーっとミュンを睨み据すえるテレス。

　対して過か剰じよう装そう飾しよく気ぎ味みの銀行員は──よよと崩くずれる様な仕草で身を揺ゆらし、強すぎる日差しを遮さえぎるかの様な仕草で掌てのひらを額にかざした。

「そ……そんな目で私を見ないでくださいましマイ・スウィート・エンジェル!!」

「…………」

　いやんいやんと台詞せりふを付けたくなるよーな感じで、左右の握にぎり拳こぶしを口元に揃そろえ、身を捩よじるミュン。匂におい立つ様な色気も切れ者っぽい印象もその瞬しゆん間かんに綺き麗れいに霧む散さんして見えた。

「あー…………」

　生なま暖あたたかい眼めでミュンを見つめるエニーネ。

　何となくこの銀行員の趣しゆ味みが分かったよーな気がした。

　まあ確かに同性すら惑まどわされかねない様な愛らしさをテレスは持ってはいるが──ミュンの場合は元々そーゆー傾けい向こうがあるのだろう。

「ああっ……じゃ……じゃあこういうのはどうかしら？」

　喘あえぐように言いながらミュンは人差し指を一本立ててみせた。

「仕事！　丁度──上司の命令で、内々で処理しなければいけない仕事がありますのよ!?　それを解決していただければ報ほう酬しゆうを利り息そく分の支し払はらいに充あてるという事で──」

「おや」

　まるでこうなる事が分かっていたとでも言う様に──にっこり笑ってトルクが頷うなずいた。

「では内容をお伺うかがいしましょうか」
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　夕方の赤い陽光が梢こずえの先から零こぼれ落ちている並木道アベニユー。

「…………」

　その端はしを──一人の女子高生が歩いている。

　暗色でまとめられた古ふる臭くさいデザインの制服といい、茶色の長い髪かみを三つ編みにした髪型といい、全体的に地じ味みな雰ふん囲い気きなのだが……観察眼の鋭するどい者から見れば、ただそれだけの少女ではないと分かるだろう。

　しずしずと大人しげな物もの腰ごしで──しかし背筋はきっちりと伸のびたその姿勢と歩調は、習わずに身につくものではない。恐らくは深しん窓そうの令れい嬢じようなのだろう。

　でもって──その御令嬢から五十メートル程ほどの距きよ離りを置いてエニーネ達は歩いていた。

「あの子が──問題の？」

　エニーネの問いに応じたのはトルクではなく──彼の隣となりを歩くミュンだった。

「ええ、間違いありませんわ。私の上司──パルパーデン銀行、専せん務むの娘むすめさんのマリールゥ、十四歳さい。成績優ゆう秀しゆう、品行方正、非の打ち所のないお嬢様でしてよ。その子が、急に帰りが遅おそくなった上に金遣づかいが荒あらくなったから素そ行こうを調査して欲ほしい……というのが依い頼らいの内容ですわ」

　無む駄だに存在感のある胸を揺ゆらしつつ並ならんで歩いているミュンをエニーネはジト眼めで眺ながめ──呻うめく様に言った。

「……なんであんたまでついて来んのよ？」

「そりゃあ依頼者としては仕事の遂すい行こうを見届ける権利が──」

　会ったその日に『あんた』扱あつかいする無ぶ礼れい極きわまりないエニーネだが──ミュン自身はさして気にした様子も無かった。割と大らかな性格なのかもしれない。

「──本音は？」

「だって愛いとしのテレスちゃんと一いつ緒しよに居られるんですものン」

「むしろ私が場ば違ちがいって気がしますけど」

　と言うのはテレスである。

　こちらはこちらで天然なのか──ミュンの台詞を単に『仲の良いお友達』のそれとして認にん識しきしているのか、とにかくミュンの特とく殊しゆ性せい癖へきを気にする様子も無い。

「………働かざる者喰くうべからず。誰と誰が作った借金だと思ってんの？」

　じろりと睨むエニーネに──しかし小鳥の様に無む垢くな仕草で首を傾かしげながらテレスは指を折りつつ答えた。

「ええと。私と兄さんとエニーネさん」

「ほほう」

　嫌いや味みとか悪気とかそういうものを一いつ切さい含ふくまない──それだけに余よ計けいにタチが悪い──笑え顔がおに手を伸ばすと、エニーネはテレスのほっぺたを左右から摘つまんでむにーっと引っ張った。

「どの口が言ってんのかな。十分に足りてる濾ろ過か器きを買っちゃったテレスちゅわん？」

「いふぁい、えひーへはん、いふぁい～」

　ふがふがと訴うつたえるテレス。

　次の瞬間──割り込んできたミュンの掌てのひらが、すぱん、と小こ気き味み良い音と共に、エニーネの手を叩たたいて払う。

「ちょっと！　私の天使の顔に気き易やすく触ふれないでくださいな！」

「痛いわね！　なにすんのよ!?」

「それはこっちの台詞ですことよ？」

「これは事務所内の事情なんだから部外者は黙だまってなさいよ！」

「後から出てきて盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとは──」

　などと。

　ぎゃいぎゃいと言い争うエニーネとミュン。

「あのー……」

　そんな女二人に──困った様な声で声を掛けてきたのはこの仕事の本来の担たん当とう者しやである処ところのトルクであった。

「あまり騒さわぐと、マリールゥさんに後をつけてるのがバレちゃいますから……」

「あ、行っちゃう！」

　まるでトルクの言葉を裏打ちするかの様にテレスが小さく声を上げる。慌あわてて振ふり返ったエニーネ達は、丁度、タクシーに乗り込む御令嬢の姿を観みた。

「まさか、バレた……!?」

「いや──そんな様子は」

「逃にがすか！　利息返へん済さい！　タクシー!!」

　トルクの言葉など皆みなまで聞かず、エニーネは車道に飛び出す様な勢いで手を挙あげる。トルクは一応車を持っているが、さすがに取りに戻もどっている暇ひまは無い。

　だが──

「…………」

　何がいけないのか──タクシーは一台も停とまってくれない。明らかに空車と思おぼしきタクシーさえまるでエニーネなど見えていないかの様に通り過ぎていく。

「なんで停まらないのよこんな時にッ!?」

　地じ団だん駄だを踏ふんで喚わめくエニーネ。

　そこへ──

「ヘイ、タクシー！」

　隣となりに並んだミュンが──なぜか指をパキンと鳴らしつつ──手を上げる。途と端たんに一台のタクシーがタイヤをきゅきゅきゅと鳴らしつつ四人の前に急停車した。

「身なりもスタイルも、揃そろっていかにもビンボ臭くさい小こ娘むすめじゃあ……タクシーも停まりませんわよねェ？」

　無駄に胸を強調するように腕うで組ぐみみして──実際それでむぎゅ、といった感じで豊ほう満まんな胸が盛り上がり──ミュンは鼻を鳴らす。

「…………」

　この女アマいつか殺す──心の中の復ふく讐しゆうノートにエニーネは大文字でミュンの名前を書き込んだ。
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　それは──最も早はや『建物』と呼ぶことすら躊躇ためらわせるボロ屋だった。

　屋根の縁へりはところどころが欠け、壁かべのしっくいは雨あま染じみでむらのある灰はい色いろに変色している。窓という窓には目張りの板が打ち付けられており──既すでにこの建物が本来の形で使われなくなって久しい事を示していた。

　どう見ても廃はい屋おくだ。

「こんな処で何をやってんのかしらね」

　とエニーネは呟つぶやく。

「御お嬢じよう様さまのやる事はわかんないわ」

　此こ処こはエニーネ達の住む街の郊こう外がい──車で半時間ばかり走った処にある場所であった。周りには街がい灯とうすらも無く、既に夕ゆう刻こくを過ぎて辺りは真っ暗。少女が一人で出向くにはいささか不安を覚えざる得ない場所ではあった。

　ただし──

「あの屋根から出ている線はどうやら近くの電信柱の送電線に繫つながっているようですね」

　とトルク。

「………電気を盗ぬすんでるってこと!?」

「そういうことですね」

　そう──廃屋には明かりが灯ともっていた。

「電気窃せつ盗とうね……まあ犯はん罪ざいは犯罪ですけれど。非行としては何だか妙みような感じですわね」

　ミュンが怪け訝げんそうにそう呟く。

「まあ、それは……」

　柔にゆう和わな笑顔でトルクが進み出て、風雨ですっかり塗と装そうが剝はげ落ちている扉とびらに手をかけた。

「本人に聞けば判わかる──ということで」
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　そこに居たのはチンピラだった。

　それも一人ではない──十人近くだ。

　もとは倉庫か何かだったのか──廃屋に入ってすぐぶちあたった部屋は、やたら広くなっていた。でもってそこにビールの空あき缶かんやタバコの吸すい殻がらを散ちらかして座すわっているのは、着ているものといい、目付き顔付きといい、『俺おれ等らゴロツキでーす』と看かん板ばん背せ負おってるかの様に露ろ骨こつな連中だった。いずれも若く二十代の様だが──明らかに身に纏まとっている空気は堅かた気ぎのそれではない。

　まさか御嬢様を尾び行こうして踏み込んだ先に、こんな連中が何人もたむろしているなんて想像もしなかった訳で。エニーネは思わず身を硬かたくして立ち竦すくむ。さすがにこれは隣のミュンも同様であった。

　だが──

「ああ？　なンだてめぇら？」

「あのー」

　一気に張り詰つめる空気の中で──まるでそこらの通行人に道を聞くかの様に暢のん気きな口ぶりでトルクが言った。

「マリールゥ・レント・ファルブレンさんは、どちらにおいででしょうか？　この建物に入って行かれるのを確かく認にんしたのですが」

「…………」

　チンピラ達は顔を見合わせ──そして。

「あの女になんか用かよ」

　地を這はうような声で聞き返してきたのはリーダー格と思しき一人だった。殊こと更さらに大きな体格で顎あごの辺りに無ぶ精しよう髭ひげが生えている。

「彼女の親おや御ごさんに頼たのまれて素そ行こう調ちよう査さなど」

「──って素す直なおに言うなッ！」

　思わずトルクのネクタイを摑つかんで喚わめくエニーネ。

「こういう時はこう──誘ゆう導どう尋じん問もんというかそれとなく」

「はあ……でも」

　トルクはにっこりと笑って言った。

「どうせ喋しやべっていただくのなら単たん刀とう直ちよく入にゆうの方が手間が掛からなくていいかな──と」

「──なんだかしらねえが」

　顎髭の男はのっそりと立ち上がりながら言った。

「客が来るなんて聞いてねェ。失うせろ」

「そういう訳にも──」

「失せろつったんだよ。聞こえねえか？　きちんと見せてやらねえとわからねえか？」

　髭面の男の言葉と共に──床ゆかに座っていた連中もゆらりと立ち上がり、ポケットからナイフを取り出す。床に転ころがっていた鉄パイプを手にする者も居た。

「あのお嬢ちゃんは大事な金づるなんだよ。判わかるだろう？　俺おれらみたいな、ガラの悪い人間は金がからむと目の色が変わるんだぜぃ。痛い目を見たくなかったら……」

　髭面の男とは別のチンピラがそう言って凄すごんでくる。だが──その安っぽい典型的な脅おどし文句を心しん底そこ馬ば鹿かにしきった様な声が遮さえぎった。

「なぁるほど？　細かい事情はさておきこのゴロツキ共どもが御令嬢の非行の原因ではある様ですわね？」

「その様ですね」

　トルクは手にしていたゴツいスーツケースの大おお仰ぎような鍵かぎをパチンと外す。

「どうしましょう？」

「勿もち論ろんぶちのめしてくださいな？　刃は物ものを向けられた時点で正せい当とう防ぼう衛えいは成立しますしね」

「ですねぇ」

　ケースの蓋ふたがぱたんと開く。

　次の瞬しゆん間かん──まるで爆ばく発はつするかの様に茜あかね色いろの光がそこから溢あふれ出る。出てきたのは朱しゆ色いろの物体の群むれであった。

　手も無い。足も無い。代わりに薄うすく半はん透とう明めいの突とつ起きを幾いくつか備そなえ──支ささえるものも無いままに空中へと浮うかんでいるそれら。

　ディスパレイト。

　ふよふよと浮ふ遊ゆうしている異世界の生物を見て──チンピラ達の目が点になる。

「………でぃ、異生物デイスパレイト・使いハンドラー？」

「〈プラット〉。さあ頑がん張ばって」

　とトルク。

　彼の言葉と共に朱色のディスパレイトの一体が、ふよふよと前に進み出て──




　──ぽぽっ？




　大きく身を震ふるわせる。

　それはただそれだけの動作だったが──

　──ばんッ！

「げっ!?」

　次の瞬間、何かが破は裂れつするかの様な音と共に、顎髭の男が吹ふっ飛んでいた。

　恐おそらくは衝しよう撃げき波はの類たぐいなのだろう。

　別にディスパレイトが攻こう撃げきした訳ではない。

　ディスパレイト達は異世界の生物であるが故ゆえにその存在は──存在するだけでもこちらの世界の物理法則や因いん果が律りつをねじ曲げる。ディスパレイトを通してそれらの異常現象を操あやつれるのが異生物使いの特とく徴ちようであった。

「…………」

　吹っ飛んで木製の壁かべにめり込んだ自分達の頭とう目もくを振ふり返るチンピラ達。顎髭の男は一発で気絶していた。

「さて──」

　にっこりと笑えみを浮かべてトルクがチンピラ達を見み据すえる。その周りには朱色のディスパレイト達が、やはりきょろりと丸い眼めで彼かれ等らを見つめていて──




　──ぽぽっ？　ぽぽぽぽっ？

　──ぽぽぽぽぽっ？




　悪意も害意も無く──当然だ、彼等は攻撃している訳ではない──ただ硝子ガラス玉だまの様に虚うつろな眼めでチンピラ達を見つめながら、異生物が前に出る。

　チンピラ達が一いつ斉せいに青ざめる。

「ちょっ──」

「一人だけというのも不公平ですしね？」

「ちょっとまてぇっ!?」

　悲鳴じみた声を上げるチンピラ達は──次の瞬間、一斉に揃そろって壁紙と化していた。
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「──って全員のしちゃったら誰に事情や御嬢様の居場所を喋しやべらせるのよ」

　廃はい墟きよの廊ろう下かを歩きながらエニーネが顔をしかめて言った。

「すいません」

　とトルク。その後ろには苦く笑しようするテレスとミュンの姿もある。

　トルクとディスパレイト達がチンピラ十人を瞬またたく間まに壁にめり込ませた後──彼等が全員気絶してしまった為ために、仕方なくエニーネ達は問題のマリールゥ御嬢様を捜さがしてこの廃はい屋おくの中を歩き回っているのである。

「しっかし分からないわね。そのマリールゥって子も、あんな連中とつるんで何をしたいのか……」

「まあ箱入りの御嬢様がああいう連中に引っ掛かかってのめり込むのは──よくある話みたいですけど。世間知らずの女の子には、ああいうのが格かつ好こう良よく見えたりもするらしく」

　とミュン。

「あー……」

　顔をしかめるエニーネ。

　まあ気持ちは分からないではない。エニーネとそのマリールゥではまるで育ちが違ちがうが、多分こういう気持ちは皆みな同じだろう。

　誰もが慣なれ親しんだ──飽あきの来た日常とは異なる何かを求めている。違う世界に焦こがれ惹ひかれている。違う世界の空気を運んできてくれる誰かに惹かれてしまう──

「…………」

　ふと隣となりを歩くトルクに視線を向ける。

「なんです？」

「──別に」

　首を傾かしげて尋たずねてくるトルクに、首を振ってそう言うと──エニーネは歩調を少し速めて前に出た。

　そして……

「──あ。あそこ」

　テレスが指差す。

　廊下の奥おく。

　その突つき当たりの扉とびらから──僅わずかに電気の光が漏もれていた。
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　開かれた扉の向こうには──完全に予想外の光景があった。




　──もぎょう。




　間まの抜ぬけた──しかも決して愛あい嬌きようがあるとは言い難がたい鳴き声に出で迎むかえられ、トルク達は戸口にて立ち尽つくしていた。

「な──」

　窃せつ盗とうしている電力でこうこうと明かりのついている部屋。その真ん中にどでんと置かれているのは、人間がその中で横たわれそうな位にでっかい大型粋槽タンクであった。

　でもってその中に居るのは──まあ当然の如ごとくディスパレイトだ。

　ただし──

「なにこれ……？」

　非常に……何というか美しくないというか心臓に悪そうというか（控ひかえめな表現）まあそういう感じの面めん相そうの個体だった。

　全体は焦こげ茶色。しゃもじのように平べったい体をしており、そのくせやたらと顔がでかい。ディスパレイトの口がキスをねだるように半開きになっているのは珍めずらしくないが……その異生物はガマのように横に口が長く大きく、でかかった。瞼まぶたはないはずなのになぜか目は逆三角形の半はん眼がんに見える。おまけに皮ひ膚ふが全体的にぬめっとした感じで──まあとにかくエニーネは見ただけで全身の毛が逆さか立だつのを感じた。

　そこに──

「さあ──ジョゼフィーヌ、御ご飯はんよ♪」

　背後に花畑でも見えそうな雰ふん囲い気きを背せ負おって件くだんのマリールゥが奥から顔を出した。その足取りはどこまでも軽く、幸せに輝かがやくその顔はまるで恋こい人びとに逢あいに出で掛かける乙女おとめのそれの様だった。

　手には何やら小さなバケツの様なものを提さげているが──ちらりと見ると芋いも虫むしらしきものがうじゃうじゃと蠢うごめいているのが見えた。

「──ってジョゼフィーヌって顔!?」

　とりあえず一番違い和わ感かんのある部分に突っ込んでみるエニーネであった。

「はッ！　あなたたちは誰!?」

　さすがは箱入り御お嬢じよう様さま──危き機き管かん理り能のう力りよくが低いというか緊きん張ちよう感かんが無いというか。ようやくエニーネたちの存在に気づいたマリールゥが衝しよう撃げきを受けたような顔をする。きっと何かにのめり込むと周まわりが見えなくなる性格なのだろう。

「えーと……親おや御ごさんに、あなたの帰りが遅おそいわけと金遣づかいの荒あらさの原因を調べてほしいと頼たのまれた者ですが」

　こめかみに青あお筋すじを立ててエニーネはマリールゥに詰つめ寄った。

「あんなガラの悪い連中とつるんで何やってんのかと思えば……これどういうこと!?」

「どういうことって……」

　マリールゥはエニーネの剣けん幕まくに若じやつ干かん怯おびえた様子を示しながらも、律りち儀ぎに説明を始めた。

「あの方たちには、お礼をお支し払はらいする代わりに、ジョゼフィーヌを飼かう環かん境きようを提供していただいてたんですけど……餌えさの買い出しや、飼育器具の設せつ置ちまで、色々と親切にしていただきましたし、悪い人では」

「えーえーそりゃまあ親切でしょうよ」

　金づるには──という言葉を吞のみ込んでエニーネは溜ため息をついた。

　恐おそらくこの少女、相そう場ばというものを分かっていない。きっとあの連中は相場の何倍もの値段でマリールゥに餌や設備を買わせ、差さ額がくで美味おいしい思いをしていたのだろう。
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「わざわざこんな所で飼わなくとも家で飼えばいいんじゃないですか？」

　そう言って割って入るのはトルクである。

「親御さんは心配してますよ。こんな街灯も無い場所に女の子一人で通っていれば、犯罪に巻き込まれかねない」

「…………駄だ目めなんです」

　何かまずいところに触ふれたのか──マリールゥはにわかに眼めを潤うるませて言った。

「うちでは……ジョゼフィーヌを飼えないんです……」

「どうして？」

　とテレス。

　まあ確かに、一いつ般ぱん家庭では持て余あましそうなでかい個体であり、でかい粋槽タンクな訳だが……裕ゆう福ふくな家なら置き場所も確保出来ない事は無い筈はずだ。

「駄目っ……駄目なんですっ……」

　少女は首を振ふる。目め尻じりからこぼれた涙なみだが煌きらめきながら宙を舞まった。

　そして──

「だって、だって……父様も母様も気持ち悪いって……！」

「──そりゃ気持ち悪いわ」

　すっぱりとエニーネは本音を告げる。

　気持ち悪いものは気持ち悪いのである。いい加か減げん、ディスパレイトも見慣れてきたエニーネだが、さすがにこのグロテスクさは尋じん常じようでない。真夜中に写真を見せられたら泣いちゃう子供だっているだろう。

「ひ……酷ひどいっ！」

　よろめきながら──でもってきらきら涙の粒つぶを振りまきながらマリールゥは言った。

「こんなに可愛かわいいのに……！」

「……どこが？」

　呻うめく様に呟つぶやくエニーネだが、やはりのめり込むと周りが見えなくなる性格らしく、マリールゥはふるふると身を震ふるわせながら粋槽タンクを庇かばって言った。

「父様も母様も、気持ち悪いから処分しろって……この子に罪はないのに!!」

　まあそりゃそうだろうが。

「そうですよね！」

　と──同意の声を上げるのはまあ今いま更さら説明する必要も無かろうがテレスであった。

　彼女はててて──とマリールゥに歩み寄ると、その側そばに膝ひざをついて言った。

「この子達に罪は無いですよね！」

「ああっ！　何ど処この誰かは知りませんが、そうですよね！」

「この子、ケララ種ですよね！　この子のお顔もよく見れば味がありますよね！」

「そうなんです！　特にこの可か憐れんな口元とかが、私、萌もえ死にそうな位に──」

　いきなり手を握にぎり合ったりなんかしながら意い気き投とう合ごうしているテレスとマリールゥ。

　そんな少女達を見ながら──ミュンが脱だつ力りよく気味に肩かたを落として呟いた。

「蓋ふたをあけてみればなんとやら。しかし……廃はい屋おく通いを止やめていただくにしても、この……ええとジェゼフィーヌとやらをどうにかしなくてはいけませんわね」

「このまま棄すてるというのも問題ですし」

　とトルク。

　そう──異生物デイスパレイトはこちらの世界で自然発生した存在ではないので、放ほうっておけば長くても数日で死んでしまう。設備の中で飼っていても世話メンテナンスをしなければ数日が数か月に延のびる程度の事で──結果は同じである。

　またその特性上、ディスパレイトは放置すると思わぬ事故や災さい害がいの引き金になったりもする。野の良らのそれは見つければ可か及きゆう的てき速すみやかに処分──それが法的な決まりではあった。

　だが……

「……ってまさか」

　エニーネは嫌いやな予感を覚おぼえる。

（うちで飼うとか言い出さないでしょうね）

　ただでさえ限界に近い数の粋槽タンクが事務所にはあるのだ。これ以上粋槽タンクを増ふやせばまた飼育維い持じ費ひがかさんで更に借しやつ金きんが増える。

　だが──

　やおらテレスは立ち上がると──とてとてと歩いて小首を傾かしげる。見る者の心臓を直撃しそうな純じゆん真しん無む垢くな仕し草ぐさで彼女が笑え顔がおを向けたのは──

「前に──ペットでも飼おうかなって言ってましたよね？」

「はうっ──」

　と仰のけ反ぞったのは言うまでもなくミュン。

　でもってとどめを刺さすかの様に──

「ディスパレイトの飼い方で良ければ、私が手ほどきしてあげられるんですけど──」

　上うわ目め遣づかいに──何かをねだるかの様にテレスがミュンを見上げながら言う。

「…………」

　そのまま仰あお向むけに倒たおれるかと思われたミュンであったが、次の瞬しゆん間かん、腹ふつ筋きんを総動員して直立姿勢に復帰。

「私がジョゼフィーヌを引き取りますわ!!」

　今にも鼻血をふきそうな程ほど、真っ赤な顔を輝かがやくような笑みで満たし──彼女はそう宣せん言げんした。
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　後日。

　事務所にある応接セットのソファーでふんぞり返ってミュンは宣のたまった。

「順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、ですわ！」

　いかにも充じゆう実じつした笑顔である。扇子せんすの一つでも渡わたされれば、はたはたと優ゆう雅がに扇あおいで見せそうな雰ふん囲い気きだった。

「あ──そう」

　と応じるエニーネは白しらけ気味。

　今日はトルクもテレスも事務所にはいない。

　それぞれ所用で出で掛かけている処ところにミュンがひょっこりやって来たのである。

「上司には感謝されるし、あのディスパレイトもよく見ればそれなりに可愛いし！　ジョゼフィーヌの飼育法を実地に教わるという名目でテレスちゃんとスキンシップ！　しかもマリールゥちゃんもなかなかの美少女──私の部屋で二人っきりの甘あまいひととき！　一石二鳥、いえ三鳥とはまさにこの事！」

　今にもカカカカカとか高笑いを始めそうな勢いである。まあこれでマリールゥの『非行』は停まったものの、なにげに彼女の将来が妙みような方向にねじ曲がりそうな気もした。

「そういう訳ですから」

　ミュンはふと真顔になって言った。

「ちょっと一いつ緒しよに住んでいるからっていい気にならないでくださいましねっ？　テレスちゃんは私のものになる予定でしてよ？」

「──自分が少数派だって事認にん識しきしなさい」

　呻く様にエニーネは言った。

　少なくともエニーネには同性に萌もえ萌えする趣しゆ味みは無い。

「──あら」

　眼をぱちくりさせてミュンは言う。

「成る程──トルクさんの方ですのね？」

「なっ──なにがよ!?」

　激げつ昂こうするエニーネにミュンは──弱みを握にぎったと言わんばかりの意地悪い表情で、にたりと笑い掛けた。

「あらあらまあまあ。そうですのぉ？」

「違ちがうわよ！」

　まあたまにドキっとする事はあるが。

　でもあれは多分きっとそーゆー感情ではなくて──

「隠かくさなくてもいいですのよ？」

「違うってゆってんでしょうが！」

「私、何も言っておりませんですわよ？　一体何がどう違うと？」

「…………」

　黙だまり込むエニーネとにまにまと笑うミュン。

　でもって──

「黙だまれこの牛乳変へん態たいッ！」

「あらやる気ですのこの貧ひん乳にゆう娘むすめっ!?」

　どたんばたんと女二人の取っ組み合いは、事務所の主あるじ達が帰ってくるまでしばらく続いたのだった。

[image: ]







[image: Narrative07　やめて眼鏡は見飽きたのよのこと。]




　奴やつは突とつ然ぜんやってきた。

　何の脈みやく絡らくも無く。何の兆きざしも無く。

　まるで──ある種の災さい害がいの如ごとく唐とう突とつに。

「え…………？」

　エニーネの鼻先に突つき付けられたそれが身分証だと分かったのは、二つ折りになった黒くろ革かわのそれがぱたりと開いた瞬しゆん間かんだった。

　それはテレビのドラマなんぞで刑けい事じが示す警察手帳によく似ていたが──持ち主の顔写真と共に記しるされた所属先には予想外の名が記されていた。

『西アクトン税ぜい務む署しよ』

　事務所の壁かべに掛かけてある時計の秒針がちっくたっくちっくたっくしながら一周するだけの時間を、呆ぼう然ぜんとその文字を見つめる事に費ついやしてから──ようやくエニーネは手帳の持ち主へと眼めを向けた。

　年は三十代半なかば辺あたりだろうか。

　細い両目は黒くろ縁ぶち眼鏡めがねで覆おおわれている。

　黒の前まえ髪がみをきっちりと──一本の脱だつ落らくも許さぬと言うかの如ごとく偏へん執しつ的てきな程ほどにかっちりと七三に分けた背広スーツ姿の男だった。一見するとそれは髪型というよりそういう形のヘルメットの様にも見える。

　そして一体何に使うのか……首からはストップウォッチを下げている。まるで型で押おしたかの様に典型的な──全身で『お役人ですよ』と主張している様な姿の中で、そこだけが局所的に破は綻たんして意味不明な感じだった。

「………えと」

　自分でも表情が引き攣つっているのを自覚しつつ、それでもエニーネは問うた。

「もう一度……言ってもらえます？」

「ですから──」

　男は淡たん々たんとした口調で言った。

　事務的で感情というものがまるで感じられない。見た目に相応ふさわしい喋しやべり方ではあった。

「あなた方を監かん視しさせていただきます」
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「税務査察調査マルサ……ですか？」

　三つ揃ぞろいの白い背広スーツを着た青年は、困こん惑わくした様に眉まゆ尻じりを下げた。ただし何ど処こか暢のん気きなその口調は、今ひとつ真しん剣けん味みに欠けていたが。

　トルク・テスタ・ランドリュース。

　ここランドリュース興こう信しん所じよの所長であり、エニーネの雇こ用よう主ぬしである。

　その容よう姿しを端たん的てきに表現すれば『美青年』だ。

　整った顔立ちは貴族かと疑うたがいたくなるほど気品がある。細い顎あごと薄うすい唇くちびるは、ぞっとするような冷れい酷こくな印象があり──まるでナイフのエッジの如く鋭するどい輝かがやきをもった銀ぎん髪ぱつがそれに拍はく車しやをかけている。

　だが、銀縁眼鏡の向こうにある緩ゆるやかな弧こを描えがいた目は、まるで日向ひなたでまどろむ猫ねこの様で……なんというか、他の部分で緻ち密みつに緻密に組み立ててきた印象を一いち撃げきでぶち壊こわすのどかさに満ちていた。

「判わかんないなら説明しましょうか。国家権力の後ろ盾だてを持った居直り強ごう盗とうよ」

　とエニーネ。

「いやまあ……それは知ってますけど」

　エニーネの言い様も言い様だが否ひ定ていしないトルクもトルクではあった。

　二人が立っているのは事務所の玄げん関かん口ぐち。

　一足遅おくれで出社したトルクを、仁に王おう立だちになったエニーネが出で迎むかえた形になる。

　ただし、出社といっても二階の居住部から下りてくるだけだが。

「…………」

　一歩分だけ横に移動するエニーネ。

　彼女が脇わきに退どいた事で、トルクの視線が玄関口から事務所内を見み渡わたせる様になった。

　扉とびらと窓まどのある部分を除のぞき四方の壁かべに、山積みになっている無数の硝子ガラス箱ばこ──粋槽タンク。ある種の水溶液を満たしたその中には、色も形も様々な、しかし手足の無い奇き妙みような生物がふよふよと漂ただよっていた。

　ディスパレイト。

　異世界の欠片かけらでありトルクの商売道具──トルクや彼の妹のテレスはあくまで『仕事仲間』と言い張るが──である。

　まあディスパレイトに馴な染じみの無い一いつ般ぱん人じんならば、思わず引いちゃう様な室内風景ではある。だがこの事務所の従業員であるエニーネにとってはその異生物達よりも、その部屋の中を行ったり来たりしている背広姿の男の方が、遥はるかに異質な存そん在ざいだった。

「……ふむ」

　トルクの存在に気付いて振ふり返ったその男は──つかつかと機械的な歩調で歩み寄ってくる。全身で『私、杓しやく子し定じよう規ぎです』と主張しているかの様な仕し草ぐさだった。きっと歩ほ幅はばを測ればミリ単位まで同じに違ちがいない。

「貴方あなたがこの事務所の所長ですね？」

　愛あい想そ笑いの一つも浮うかべる事の無い──硬かたい顔つきで男はそう確かく認にんしてきた。

「初めまして、個人課税部から派は遣けんされて参まいりましたマーカスと申します」

　差し示された身分証を眺ながめながら、トルクは『はぁ』と曖あい昧まいな返事をする。

「異生物を業務に用いているランドリュース興信所の特別租税調査に参りました」

「トクベツソゼイチョウサ──ですか」

「はい」

　まるで異世界の言語でも唱となえるかの様に復ふく唱しようするトルクに、マーカスは頷うなずいた。

「つまり……？」

「簡単に説明しますと、異生物の飼し育いくにかかっている経費に不正がないかどうかを調査します」

　首を傾かしげるトルクにマーカスは言った。

（……査さ察さつじゃない？）

　エニーネは眉まゆを顰ひそめた。

　税務調査には二種類ある。

　実地調査と呼ばれるものは、基本的に事前連れん絡らくがあって、それから税務署員がやってくる。多くの場合に税務署員が納税者宅に来るのはこちらだ。

　これに対していわゆる『マルサ』──査察調査は不意打ちである。

　実地調査では容よう易いに把は握あくできない悪質、大口の不正所得──要するに脱だつ税ぜいだ──が見込まれる納税者に対して、裁判所の発行した臨りん検けん捜そう索さく差さし押おさえ令状片手に行われる強制調査。勿もち論ろん、証しよう拠こ隠いん滅めつの恐おそれがある為ために事前の連絡は行われない。

「査察なんでしょ。事前連絡も無かったし」

　エニーネを押しのける様にして事務所に上がり込み、許きよ可かも取らずに勝手に書類やら何やらを調べて回っている事からも、その行動は査察としか思えないのだが。

「いえ。元々実地調査でも例外的に、連絡無しに行われる事はあります。もっとも今回は事前に連絡が行っている筈はずですが」

　とマーカス。

「あー……」

　ふと思いついたようにトルクが手の平へ拳こぶしをぽん、と打ちつける。

「そういえば、以前ディスパレイトの飼育許可を更こう新しんした時に来るとか何とか……」

「そういう事は早く言え！」

　トルクの襟えり首くびを摑つかんで怒ど鳴なるエニーネ。

「あんたの事だから私はてっきり──」

　後ろ暗い事をして税務署に眼めをつけられたのかと思ったのである。

「……エニーネさん」

　トルクはいつもと変わらぬ微び笑しようを浮かべたままエニーネを振り返ってきた。

「警察の時にも思ったのですが──貴女あなたは私をどういう眼で見ておられるのでしょう？」

「こういうのは普ふ段だんの素そ行こうがものを言うの」

　雇やとい主をじろりと半はん眼がんで睨にらみ据すえながらエニーネは言った。

「大体──えっとマーカスさんだっけ？　あんたもあんたよ。税務署員だか調査官だか知らないけど、いきなりやってきて勝手にそこかしこひっくり返すなんて礼れい儀ぎってもんが」

「公務ですから」

　エニーネの台詞せりふを──そんな言葉が途と中ちゆうですぱんと切り落とした。

「………は？」

　それが当然と思っているかの様な──自分の台詞に何の疑問も抱いだいていない様な口調にエニーネの思考が一いつ瞬しゆん、停止する。

　公務だから礼儀は必要無い。公務だから無礼でも許される。公務だから相手に配はい慮りよなんかしてやる必要は無い。

　つまりはそういう意味なのだろうが──

「調査は何ど処こまでの範はん囲いなんです？」

　エニーネの胸中にふつふつと滾たぎり始めた怒いかりが沸ふつ点てんに達する前に、トルクが台詞を割り込ませてきた。

「うちは居住空間までディスパレイトの粋槽タンクがあるのですが」

「もちろん」

　マーカスは言った。

「そちらの方も調べさせていただきます」

「ちょっ──待ちなさいよ！」

　思わずエニーネは声を荒あららげた。

「粋槽タンクは私室にもあんのよ、他人の私生活まで暴あばくつもり!?」

「公務ですから」

「『コウムデスカラ』──ってあんたね！」

「税法上必要と認みとめられた正当な調査です。特に此こ処この様に仕事場と居住空間が一体化している企き業ぎようでは、生活の光熱費と経費を混同して報告しがちです。故ゆえに厳げん正せいに調べさせていただきます」

「このっ──」

「まあまあ、エニーネさん」

　思わずマーカスに摑つかみかかり掛かけたエニーネをトルクが背後から羽は交がい締じめにする。

「マーカスさんはそれがお仕事なわけですし。いくらお仕事といっても私生活プライベートを侵しん害がいする様な……公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するような事はなさりませんよ。ね？」

「当然です」

　マーカスは頷うなずいた。

「この社会の公共の秩ちつ序じよと道どう徳とくを守るのが法律であって規則です。とどのつまり国家の出先機関である税務署の規則にのっとって行動する私の一挙手一投足は、全すべてが公序良俗そのものと言えます」

「…………」

「私の調査に不平不満を感じる様な事があれば、それはとりもなおさず貴方達にこの社会の構成員としての自覚が欠けているか、反社会的な人間であるという事になります」

「…………」

　物もの凄すごく──鉛なまりの塊かたまりよりも重そーな空気が三者の間に横たわった。

　耳にした台詞を聞いたままの印象で要約すると──『自分がやる事なす事はすべて絶対正義であって、文句が出ようもんなら手前テメエらの方が非ひ常じよう識しきなんだよ』という感じか。

「………えーと」

　思わず凍こおり付きかけた意識をどうにか𠮟しつ咤たして動かしつつ──ついでになるべく友好的フレンドリーな笑え顔がおなんかも取り繕つくろったりしてエニーネは言った。

「マーカスさん？　今のは私たちの緊きん張ちようをほぐすための冗じよう談だんデスカ？」

　殆ほとんど祈いのる様な気持ちでの問いだったが──

「おっしゃる意味が判わかりませんね」

　無表情にマーカスは言った。

「とにかく調査に御協力を。まずはこの興こう信しん所じよを創立してから今日までの領収書をすべて集めてください。後──午後からは居住空間の調査をするので、私室であろうと鍵かぎはかけないようにお願いします」

　やはり仮面の様な無表情を維い持じしたままマーカスはそう宣のたまった。エニーネは数秒間、彼の顔を見続けたが、彼は笑いもしなければ『なんちゃってー』と舌を出したりもしなかった。少なくとも冗談の類たぐいではない様だ。

「…………」

　エニーネはこの時になってようやく一つ分かった事があった。

　世の中にはディスパレイトなんかよりも遥はるかに共感できそーにない人間が居るのだという事を。
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　それから三日が経過した。

「変よ！　あいつ絶対変！　きっと女の子口く説どく時も『まずは書面で』とか言って内容証明郵便で送りつけてきたりすんのよッ！」

　ぼすんぼすんとソファーのクッションに正せい拳けん突づきをかましながらエニーネは言った。

　事務所の二階──トルク達の住居部分の一室での事である。事実上一番広いこの部屋をトルク達は居間リヴイングとして使っている。まあそれでも壁かべには大量の粋槽タンクが積まれているのには変わりないが。

「まあ、見方によっては公務員としての矜恃プライドが高くて職務に厳きびしい方とも取れるじゃないですか」

　やたら分ぶ厚あつい──角で人を殴なぐり殺せそうな感じの──ファイルを片手にトルクは言った。

「……トルクってなんか妙みようにあの役人の肩かた持もつわね？」

　上うわ目め遣づかいにトルクを睨にらむエニーネ。

「いやぁ……なんだか他人に思えなくて」

「はぁ？」

「あ。いえ。昔の話です昔の」

　曖あい昧まいにトルクは首を振ふった。

「まあそれに──この頃ごろ、税金対策としてディスパレイトを飼育している異生物デイスパレイト・使いハンドラーが増えているそうですし、あくまで趣しゆ味みの域を出ずに『感情経費』でしかない興信所もあるそうですよ」

「感情経費？」

　聞き慣れない単語だ。

「感情に作用する備び品ひんに対する経費です。税理士の方はともかくとして……税務署の方はそういう物をほとんどの場合、経費として計算しないんだそうです」

「あー……なるほどね」

　趣味の品まで『気持ちよく仕事する為ために必要』と経費に含ふくめていたら、それこそ必要と不必要の区別が限りなく曖昧になっていく。そこを悪用して何でもかんでも──週刊誌代から愛人に払はらう『お手当』まで経費として計上してしまう人間も居るのだろう。

「まあそこらが厳しいのはしょうがないとしてもさ……あのマーカスって調査官見た後じゃ、他人の気持ちや事情を考えられないだけじゃないかって思っちゃうわねー」

　マーカスの仕事ぶりは徹てつ底ていしていた。

　朝の七時から夕方五時までの公務時間中、彼は当たり前のように事務所に居い座すわり続けた──しかも接客用の応接セットに。

　エニーネとトルクが集めたもろもろの領収書を机の上へ山と積み──他の机を提供するといくら言っても『業務内容の監かん視しも兼かねているので』と言って耳を貸さず──石の如ごとくソファーから動かない。

　おかげで数少ない依い頼らい人にんがやってきても『また別の日に』と言って逃にげていくし、居住空間にある粋槽タンクの調査と言ってトルクとエニーネを連れ回す為に、事務所が空っぽになる事もしばしばである。

　はっきり言って営えい業ぎよう妨ぼう害がいだ。
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　なのに──

「まあ調査期間中だけですよ」

　肝かん心じんの所長たるトルクはというと、あまり気にしている様子が無い。

「元々税務署の調査官なんて誰だれでも同じでしょう──仕事の邪じや魔まって意味では。別にマーカスさんが特別とは限りませんよ」

「税務署員全員がアレと同じだっての？　とりあえずテロ起こしたくなるわね」

　税務署の建物の中に、まるで蟻ありの巣か蜂はちの巣の様に、びっしりと七三分けで黒くろ縁ぶち眼鏡めがねで背広姿のマーカスが何百人と詰つまっている光景を想像してエニーネはうんざりした。

「もうちょっと気楽に構かまえられた方が良いですよ。まだ何日か続くんでしょうし」

「ううー……」

　よく考えたら別にランドリュース興信所が追つい徴ちよう課か税ぜいされた処ところでエニーネが直接金を取られる訳でもないのだが。損得はさておいても、ああいういかにも杓しやく子し定じよう規ぎな──人を人とも思わない役人の態たい度どは気にくわないエニーネであった。

「まあ。今日の所、夕食の後は先にお風ふ呂ろに入って休んじゃってください」

「……居候いそうろうが家主より先に風呂を頂いただくワケにはいかないわよ」

「私はまだ、マーカスさんに提出するよう求められた書類の整理があるので──」

「じゃあ、尚なお更さらでしょう。事務員の私が手伝わないでどうすんのよ」

「そう言っていただけるのは有り難がたいのですが……」

　苦く笑しようを浮うかべるトルク。

「これまで仕事の時に召しよう喚かんしたディスパレイトの種類と回数についてなんですよ。エニーネさんじゃ、判らないでしょう？」

　まあそれはその通りだ。

　一いつ般ぱん的な事務仕事──領収書請せい求きゆう書しよの発行やら郵送やら経費計算やら──ならともかくディスパレイト絡がらみの専せん門もん知ち識しきが必要な作業となると素人しろうとのエニーネにはお手上げである。

　諦あきらめと疲ひ労ろう感かんをこめてエニーネは重いため息を漏もらした。

「そう──じゃあ先にお風呂いただくわね」
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　特に趣味らしい趣味も持たないエニーネの場合……風呂に入るのは数少ないストレス解消方法の一つである。

　湯ゆ船ぶねの中に身を沈しずめてぼーっとしていると、一日の疲つかれと共に不ふ愉ゆ快かいな気持ちも揮き発はつしていく様に思う。

　そんな中──

「エニーネさん？」

　浴室の扉とびら越ごしに掛かけられた躊躇ためらいがちな声に、エニーネは眼めを瞬まばたかせながら振り返った。

「……テレス？」

　それはトルクの妹の声だった。

「どうしたの。何か用事？」

「いえ……あの……一いつ緒しよにお風呂に入りたいなあって………駄だ目めですか？」

　エニーネがトルクやテレスと同じ家に住む様になってしばらく経たつ。だがテレスからこんな申し出が来たのは初めての事だ。

「別に……良いけど」

「それじゃ、お邪じや魔ましますね！」

　たちまち喜き色しよくを含んだ声がしたと思うと、ばたばたと慌あわただしく着衣を脱ぬぐ気配の後にテレスが浴室のドアを開けて入ってきた。

（……むむっ）

　エニーネは内心で唸うなる。

　テレスは本当に綺き麗れいな少女だ。

　同性のエニーネが見てすら惚ほれ惚ぼれとしてしまう。よく可愛かわいい女の子を表すのに『お人形さんのよう』という表現があるが──確かに人形の如く、生なま身みの俗ぞく臭しゆうを根こそぎ欠落させたかの様なその容よう姿しは、まさしく清せい楚そにして可か憐れん。

　しかも胸から膝ひざ上うえまでを覆おおい隠かくすように白いタオルを巻いた体は──タオルの上からでも分かる優美な曲線は、未まだ幼おさないながらも将来性を感じさせる。

　そういう訳で──

（うん……まだ負けてない。むしろ勝負はこれからだし。多分。私も未だ成長期だし）

　などと自分の胸むな元もとを触さわりながら何ど処こか言い訳じみた事を考えるエニーネ。

　別にテレスが嫌きらいな訳ではないが、この色々な意味で天然の少女はしばしばエニーネの劣れつ等とう感かんを刺し激げきしまくってくれるのである。

　で──

　そんな事は露つゆ知しらぬ様子のテレスは、無む邪じや気きな笑え顔がおでプラスティック製の風ふ呂ろ椅い子すに座るとスポンジを泡あわ立だて始めた。

「エニーネさん──お背中お流しします！」

「入って来るなりいきなりね」

　苦笑を浮うかべてエニーネは言う。

「さては……また何か経費で買って欲ほしい物でもあんの？」

　見かけは可憐な少女。

　しかして中身は重度の異生物デイスパレイトオタク。

　それがテレスである。故ゆえにランドリュース興信所のディスパレイトの管理責任者はテレスといって過か言ごんではない。トルクも同様に詳くわしいが、彼は仕事で出で掛かける事も多く──どうしても大量にある粋槽タンクを管理しきる事は出来ないのである。

　まあそんな訳でテレスは当然に経費を使って粋槽タンク維い持じをしている訳だが──ちょっと眼を離はなすとエニーネの知らぬ間に、新型の外部濾ろ過か器きやらエアポンプやら紫し外がい線せん殺さつ菌きん灯とうやらサーモスタットやらプロテインスキマーやらオゾナイザーやら逆ぎやく浸しん透とう膜まく浄じよう水すい器きやら（以下略）を買い込んでいるので油ゆ断だんならない。

「う……ば……バレました？」

　ぎくりと笑顔を強こわ張ばらせてテレスが言う。

「バレるも何も、おねだりの手段としては世間一般的に常じよう套とうでしょーが」

「ううっ……」

　泡まみれの両手が所在なげに空中を右う往おう左さ往おうする。その様子を見つつエニーネは短くため息をついてから言った。
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「いいわよ。ただし、税務署の調査が終わってからね。でないと面めん倒どうだし。で──今度は何が欲しいのよ」

　湯船から上がり、浴室の隅すみにある風呂椅子を引き寄せて腰こしを下ろすエニーネ。

　そこでふと気付いた。

（なんで風呂椅子が二つあるのよ？）

　エニーネが来るまでは此こ処こにはトルクとテレスしか居なかった訳で。でもってトルクとテレスは兄妹きようだいで。でもあまり似てなくて。というかどうも本当の兄妹ではないみたいで。

（……ま……まさか……ね？）

　色々とお子様閲えつ覧らん禁きん止しの妄もう想そうが瞬しゆん間かん的てきにエニーネの脳のう裏りを駆かけ抜ぬけるが、そんな事はやっぱり露つゆ知らぬ様子でテレスがエニーネの背中へとスポンジを当ててくる。

　ただ……

「……？」

　エニーネは訝いぶかしむ。

　テレスは黙もく々もくとエニーネの背中をこすっているばかりで、なかなか口を開こうとしないのだ。エニーネが肩かた越ごしに振ふり返ると、はにかむように微笑ほほえんでいるテレスと視線がぶつかった。

「実は………特にないんです」

「……どういう事？」

「何だか、あの税務署の人──マーカスさんが来てから、ディスパちゃんたちに落ち着きなくって。事務所の空気が何だかぴりぴりしてるのを感じてるみたいなんです。それで、もしかしてエニーネさん、お疲つかれなんじゃないかな…………って」

　要するにテレスは別に欲しいものがあったのではなく──単純にエニーネを労いたわろうとしてくれていたらしい。

「………って。あんたはディスパレイトを通してじゃないと、場の空気が読めない訳？」

　と言いつつもエニーネの口調は柔やわらかい。

「だってだって、あの子たちの様子を通して考えた方が分かりやすいじゃないですか。ディスパちゃんってとっても素す直なおですし周まわりの環かん境きよう変へん化かに敏びん感かんですし！　例えばディスパレイト研究の権けん威いであるアディントン博士の論文によると──」

「はいはい。そこまでそこまで」

　スポンジを握にぎりしめて力説するテレスを押おし止とどめて──エニーネは微笑んだ。

「何はともあれ心配してくれたのは嬉うれしいよ。ありがと」

　と──その時。




　──ガシャン。バタン。




　それはほんの些さ細さいな物音ではあった。

　何かを開閉する音が玄げん関かんの方から響ひびいてくる。たまたま風呂場の窓を開けていて、比ひ較かく的てき静かな状態だからこそ聞こえた──そんな小さな音ではあった。シャワーでも使っていれば気がつかなかっただろう。

　風呂の壁かべに下げている防ぼう水すい性せいの時計を見ると、時刻は午後の九時三十分。勿もち論ろん──依い頼らい客きやくが来る様な時間でもない。いや、そもそも一階の事務所に来る事はあっても二階の玄関にまで来る事は無かろう。

「…………」「…………」

　エニーネとテレスは顔を見合わせる。

「……兄さんでしょうか？」

「トルクなら今、書類の整理をしてる筈はずだけど。少なくとも出かけるなんて話、聞いてないわよ」

　ランドリュース興信所は比較的都心部に近い立地ではあるが──泥どろ棒ぼうや痴ち漢かんの類たぐいは何処にでもいる。

　胸むな騒さわぎがしたエニーネは身体からだの泡を素す早ばやく洗い流して浴室を飛び出した。
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「あんた何やってんの!?」

　驚きよう愕がくと憤ふん怒どが混じり合った声でエニーネは喚わめいた。

　場所は二階の玄関の──脇わき。

　ビルの廊ろう下かにストップウォッチを握にぎったマーカスが平然と立っていた。

「公務です」

　当然といった口調で彼は言った。

「その内容を聞いてんのよ私は！」

「ガスの使用量を調べているのです」

　言われてみれば、マーカスが立っているのはガスメーターとガス式湯ゆ沸わかし器の設置空間スペース──玄関脇の壁の一部をくりぬいて作られた場所の前だ。普ふ段だんは鋼はがね製の扉とびらが閉しめられているのだが、今は開け放されている。先さき程ほどの音はこの扉を開ける際のものであったらしい。




「……あんたは……」

　エニーネは全身から湯ゆ気げを立ち上らせていた。手近なシャツとスカートだけを身につけて浴室から飛び出してきた結果だが──まるで彼女自身が沸ふつ騰とうしている様にも見える。ついでに言えば水気を帯おびた前まえ髪がみの張り付いたこめかみが、御ぎよし難がたい怒いかりを示してひくひくと痙けい攣れんしていた。

「なにストーカー紛まがいの真ま似ねしてんのよ！」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　マーカスは髪の毛一筋分も表情を揺ゆらす事無く言ってきた。

「これは就しゆう業ぎよう規き則そくの範はん囲い内として認められた正当な残業です」

「私はそういう事を言ってんじゃないッ！」

　怒ど声せいを上げてエニーネは地じ団だん駄だを踏ふむ。

　マーカスは最後に見た時と──五時頃ごろに事務所から出て行った時と、全く同じ格好をしていた。背広に鞄かばんにストップウォッチ。今まで何ど処こにいたのか知らないが──もしかするとビルの裏口に在る電気メーターの方も調べていたのかもしれない。

　いや。あるいは今日エニーネ達が気付いたから改めて発覚しただけで、昨日も一昨日おとといもマーカスは同じ事をしていたのかもしれない。

　まあ電気メーターにしてもガスメーターにしても見られて直接的に困るものではない。

　だが現にエニーネ達がガス給きゆう湯とう器きを使って入浴していた様に──これらのメーターの数値は使用者達の私生活に直ちよつ結けつしている。その数字の推すい移いから他者の生活習慣を覗のぞき見する事は可能だ。というか実際にそういう行動をする変へん態たいも居るらしい。

「なんの騒さわぎです？」

　背後からかけられた声へ振ふり返ると玄関にトルクが立っていた。その後ろに半ば隠かくれる様にしてテレスも顔をのぞかせている。

「こいつが──この調査官が、私たちの生活をメーター越ごしに覗いてたのよ！　調査だかなんだか知らないけど、やって良いことと悪いことの区別もつかないわけ!?」

「公務ですから」

　とマーカス。

　だからこれはやっても良い事なのだ──とでも言いたいのだろう。あまりの嚙かみ合わなさぶりに、エニーネは膝ひざが砕くだける様な感覚を覚おぼえていた。

「あんたは──」

「万が一苦情がお有りの場合は、西アクトン税務署の方へ一か月以内に書面で提出してください」

「あんたは税務署や書類を通してじゃないとまともに会話も出来ないの!?」

　今にも摑つかみかからんばかりの剣けん幕まくで喚き散らすエニーネ。まるで平気な顔をして立っているマーカス。二人の間にトルクが『まあまあ』と言いながら割り込んでくる。

「マーカスさん。今夜はもう遅おそいですし──お引き取り願えませんか？」

　マーカスは無言でエニーネとトルクの顔を順じゆん繰ぐりに眺ながめると──意外にも素す直なおに頷うなずいた。

「確かに私が調べているのを知られていては普段通りのデータも得られませんし」
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　数分後──ランドリュース興信所の面々は総出でマーカスをタクシーの拾ひろえる大通りまで送る事となった。

　トルクは一人で構わないと言ったのだが、エニーネとしては確実にマーカスが立ち去ったのを確かく認にんしないとどうにも安心できなくなっていたのだ。テレスはそこまで気にしていなかった様だが──まあ成り行きで。

「ところでランドリュースさん」

　歩きながらマーカスが言う。

「そのスーツケースはディスパレイト召しよう還かん用ようの界貫花ペネトレーターが入っているのでは？」

「はぁ。まあ」

　とマーカスの問いに頷くトルク。

「勤務時間外に仕事道具を持ち歩くのは公こう私し混こん同どうの始まりです。非常に──」

「いえ」

　トルクは穏おだやかに笑いながら言った。

「飛び入りの仕事もありますし。私達の様なフリーランスは何処で仕事にありつけるかわかりませんので」

「…………なるほど」

　杓しやく子し定じよう規ぎの権ごん化げな分、筋すじが通った説明には弱いらしい。マーカスは素直に頷いた。

「では──また明日」

「二度と来んなッ！」

　大通りを背に振り返って言ってくるマーカスにエニーネは言った。

「そういう訳にはいきません。私は公務でこの調査を──」

　やっぱり小こ憎にくらしい程の無表情でマーカスが言いかけた──その時。

　軽けい快かいなエンジン音。

「──!?」

　突とつ如じよ、角を曲まがって姿を現したミニバイクが猛もう烈れつな勢いで四人に迫せまってくる。咄とつ嗟さにトルクは両りよう腕うでを伸のばし手近に居たエニーネとテレスをかばうが──

「あっ──！」

　フルフェイスのヘルメットを被かぶったミニバイクの主ぬしの狙ねらいは、マーカスの方であったらしい。驚おどろきの声を上げるマーカスの手からはいつも持ち歩いていた鞄かばんが消えていた。

「ひったくり！」

　叫さけぶのはエニーネである。

　どうやらひったくられる瞬しゆん間かんに抵てい抗こうを試こころみたのだろう──力負けしたマーカスがもんどり打って倒たおれるその向こうで、ミニバイクに乗ったひったくり犯の後ろ姿が、どんどん小さくなっていく。

「トルク！」

「分かってます」

　この期ごに及およんでも何処か緊きん張ちよう感かんを欠かいた声で応じて──トルクは手にしていたスーツケースの留め金を指先で弾はじいて外はずした。

　途と端たん──




　──ぱぽぅ。

　一匹ぴきのディスパレイトが、スーツケースの中に仕込まれた界貫花ペネトレーターの超ちよう空間回かい廊ろうを通り抜ぬけて出現していた。

「──〈アルクィン〉」

　オーケストラの指し揮き者しやの様に優ゆう雅がな仕草でトルクが指を振る。小さな青色のディスパレイトは長い尾おの様なものを振りながらふわりと空中で弧こを描えがく。

　その時──

「違い反はん行こう為いです!!」

　やたらでかい声で叫んだのはマーカスだった。地面を転ころがったせいで、髪かみもスーツも乱れてよれよれの状態でトルクを指さし──しかし彼はやっぱり無表情のままで言った。

「依頼も無い状態でのディスパレイトの召しよう還かんは私的行使としての該がい当とう要よう件けんに──」

「超馬ば鹿かかあんたはッ！」

「それは公務員侮ぶ辱じよく罪ざいに」

「この緊きん急きゆう事態に私用も何も」

　喚き合うエニーネとマーカスを横目に──というか明らかに無視してトルクは指先を優雅にミニバイクへと向けた。

　瞬間……




　──どんッ!!




　爆ばく音おんの様な轟とどろきと共に、怒ど濤とうが──文字通りに殺人的な量の水が空中から発生してミニバイクに叩たたき付けられる。

　規模こそ違ちがうがエニーネも以前経験した事が在る。ディスパレイトの存在が引き起こす超常現象の一つ──物ぶつ質しつ転てん移い。

　水は水でも数百キロの単位で叩き付けられればそれは十分以上の制圧力となる。それはつまり真上から食らう鉄てつ砲ぽう水みずだった。途と端たんにミニバイクは安定を失って転てん倒とう、くるくると回転しながら道路を滑すべっていき、近くのビルの壁かべにぶつかって止まった。

「…………」

「…………」

　あまりの事に啞あ然ぜんとしているエニーネとマーカスに対し、にこにことした邪じや気きの無い笑え顔がおで──まるで茶飲み話に誘さそうような調子でトルクは言った。

「お話は犯人を捕つかまえてからという事で」
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「ほら──あんたの鞄かばんよ」

　地面に転がって呻うめいているひったくり犯からびしょ濡ぬれの鞄を奪うばい返すと、エニーネはマーカスの方に突つき出した。

「…………」

　マーカスは何か不思議なものでも見るかの様にエニーネが持つ己おのれの鞄を見つめていたが……やがて短く溜ため息をつくとこれを受け取って言った。

「今回の事は税務署にしっかり報告させていただきます。まずは召喚したディスパレイトの数と種類。使用したディスパレイトの能力と回数と、明確な理由を書類に書いて明日提出してください」

「ってあんたは──」

　エニーネはマーカスの襟えり首くびを摑つかんで喚わめいた。

「いい加か減げんにしなさいよ!!」

　額ひたいに青筋を立てて怒ど号ごうをあげる。

「書類だ規則だ、そんな事しか言えないわけ!?　そんなだから見なくちゃいけないものまで見えなくなるのよ！」

「何を──」

「他はどうだか知らないけれどね、うちじゃディスパレイトは飾かざり物でもステイタスでも便利な道具でもなく、仲間なのよ！　私の言ってる事が判わからなくても、光熱費を調べてたなら判るでしょーが！　あんだけの粋槽タンクを維い持じするだけでどんだけ金がかかるか！　趣しゆ味みだ道具だなんて手前勝手な理由で気軽に払はらい続けられるような金額じゃ無いわよッ!!」

「いやまあ趣味だからこそという話も──」

「人がせっかくちょっといい話にまとめてんだから、あんたは黙だまってなさいッ!!」

「……はい。すいません」

　エニーネに怒ど鳴なられてぺこりと頭を下げるトルク。彼はそれからマーカスの方を振り返って言った。

「お仕事熱心なのは分かりますが──周まわりを不ふ愉ゆ快かいにさせてまで、となるとやはり問題が在るのではないかと」

「元々……」

　マーカスは呟つぶやく様に言った。

「税務署員は憎にくまれる。だが税が支払われなければ社会は立ちいかない。憎まれたり嫌きらわれたりする事を、いちいち気にしていたら身が保もたない」

「…………」

　ふとエニーネは……マーカスの鉄てつ面めん皮ぴの意味が分かった様な気がした。

「ともかく」

　転んだ時にずれたネクタイを直しながら、マーカスは言った。

「結果的に私は助けられた訳です」

　その一点は認める気になったらしい。ようやく会話が嚙かみ合ったとエニーネはほんの少し達成感を味わった。

　だが──眼鏡めがねのレンズ部分で街がい灯とうの光をキラリと反射しながらマーカスは言い放つ。

「今回の事は税務署に報告して感謝状を申しん請せいしておきます」

「やっぱり感謝も税務署越ごしかッ!!」

　暗い夜道にエニーネの怒声が響ひびき渡わたった。
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　そんでもって数日後。

　エニーネは電でん卓たくを叩たたきながら、眉み間けんに皺しわを寄せて請せい求きゆう書しよの山と睨にらみ合っていた。

「ガス代電気代水道代ガス代………ああもうッ！　そもそも毎月のライフライン代にどんだけ使ってんのよ!?　私だけだったらこれで半年生きていけるわよ!?　だいたい客だって少ないってのに──」

　玄げん関かんの扉とびらが開閉する音を聞いて顔をあげる。

「おや──せっかくの昼休みなのに、まだお仕事なさってるんですかエニーネさん」

　暢のん気きな笑顔で言うのはトルク。

　食事代をなるべく安く済ませる為ため、二人は昼食を居住空間での自じ炊すいに頼たよっている。

　エニーネは何の悩なやみもなさそうな、柔にゆう和わなトルクの笑顔をじろりと睨にらみ付けた。

「どうやったらウチの光熱費を節約できるか、計算してんのよ」

「それはそれは。ご苦労様です」

　と──トルクの口調はまるで他人ひと事ごとだ。彼を見つめるエニーネの双そう眸ぼうにじわりと殺意めいた光が滲にじんだ。

「いったい何ど処この兄妹の金遣づかいのせいだと」

「ああ！　それはそうと、西アクトン税務署から郵便が届きましたよ」

　多少はまずいと思ったのか──トルクは半ば強ごう引いんに話題を変えてきた。

「調査の判定は──合格です。ディスパレイトの維持費は、今まで通り経費として扱あつかって良いそうですよ。あと、合否判定書の他ほかにも手紙が出てきました」

　差し出された封ふう筒とうを受けとって、エニーネは眉まゆをひそめた。

「……マーカス……さん……から？」

「ええ。どうやら、感謝状のようです」

　茶色の事務封筒をひっくり返すと、中から一枚の紙片が滑すべり出てきた。

　肉筆ではなくタイプ打ちの──しかも定型文丸写しの様なひねりの無い文章がずらずらと並んでいる。西アクトン税務署が公式書類として発行する純じゆん粋すいな感謝状だろう。

　でもって最後には──

「…………」

　マーカスの直筆と思われる几き帳ちよう面めんな文字でこう書かれていた。

『鞄の件、ありがとうございました』

　本当に……ただ。

　それだけしか書いていなかった。

　それでも──

「ふーん……」

　光に透すかし見る様にしてその紙片を持ち上げて眺ながめるエニーネ。

　まあ──何というか。悪い気分ではない。

　エニーネは手紙を領収書の山の上に置いて立ち上がった。

「それじゃ昼食にしましょうか。テレスちゃん呼んできて」

　言いながら冷蔵庫を開けるエニーネ。

　そのとき──




　──ぱぽう！




　間まの抜ぬけたディスパレイトの鳴き声を耳にする。

　壁かべが見えない程ほどに積み上げられた粋槽タンクへちらりと目を向けるエニーネ。中に居るディスパレイトが、ふよふよと浮ふ遊ゆうしながら硝子ガラス玉だまの様な眼めをエニーネへ向けていた。

　硝子ガラスの向こうに居る大量の異生物たちは、色も形状も様々といえど、やはり何を考えているのか判らない。

　エニーネは机の上にあるマーカスの感謝状と粋槽タンクを交こう互ごに眺めて言った。

「もしかすると……その気になったらこいつらとも話が出来たりして……ね」

「…………」

　トルクはただ穏おだやかに笑うだけで何も言っては来なかった。
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　走る。走る。走る。

　足音を可か能のうな限りに殺し、陰かげから陰へと最短距きよ離りを結むすんで移動する。

「……ふむ」

　建物の陰──ビルとビルの間に出来た路地状の空間に入り込んで足を止める。

　トルクは短く息を吐はいた。

　銀の前まえ髪がみが揺ゆれる。

　彼は端たん的てきに言えば美青年である。それもただ単にその造りを見ると、近寄り難がたい程ほどに整ととのい、鋭えい利りな印象のある容よう貌ぼうをしている。細い顎あご。鋭するどい瞳ひとみ。薄うすい唇くちびる。名のある人形作家が造り上げた芸術品の様に、その目鼻立ちには一いつ切さいの隙すきが無い。その整い方は冷れい酷こくな印象すら見る者に与あたえる程だった。

　もっとも──

　普ふ段だんのトルクを知る者は彼に対して『冷酷』だとか『近寄り難い』という評ひよう価かを口にする事は先まず無い。その何ど処こかネジが緩ゆるんでいるかの様な、おっとりのんびりした言動が、容よう姿しそのものからくる印象を相そう殺さいするからである。

　だが──

「追ってきてますね」

　今のトルクは普段の暢のん気きな雰ふん囲い気きが半はん減げんしていた。口調はやや硬かたく口元にも笑えみが無い。

　お陰でむしろその整った顔立ちからくる、ぞっとする程に人形的な──生きた人間としての緩みや揺ゆらぎを欠かいた、無む機き物ぶつ的てきな印象が際きわだっている様子があった。

「まさか真昼の街中で追い剝はぎでも無いでしょうし──という事はやはり狙ねらいはコレですか」

　呟つぶやいてトルクは自分の提さげているスーツケースへちらりと視し線せんを落とす。基本的にはディスパレイトを召しよう還かんする為ためのものだが、実は二に重じゆう構こう造ぞうになっていて、本来の使い方も出来る。

　即すなわち──何か重要な書類や小物を運ぶ為の用よう途とにも。

「さて何者か知りませんが──」

　トルクは風を読むかの様に空中に視線を向ける。勿もち論ろんそこには異様なものや特とく殊しゆなものは何も無い。単なる街の風景がのんびりとあるだけだ。

　しかし……

「これだけついて来るとなると……それなりの訓練を積んだ人間ですね」

　いつも糸の様に細められている眼めが、ほんのわずかに見開かれる。それは──ぞっとする程に鋭い眼まな差ざしだった。

「さてどうしたものか。手て荒あらな事にならなければいいんですが」

　そう言って再び地を蹴けるトルク。

　だが──




　──轟ごうッ!!




　トルクの台詞せりふを嘲あざ笑わらうかの様に猛もう火かが炸さく裂れつしたのは次の瞬しゆん間かんであった。
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　画面の中には人の姿が溢あふれていた。

　老若男女様々な人間が文字通りに一丸となって──身を寄せ合い何かの外圧に耐たえるかの様に──道路の真ん中を練ねり歩いている。

　彼かれ等らが手にしているのはプラカードである。

　字じ面づらとしては様々だが内容は概おおむね同じ。

　要約すると『ディスパレイトを飼かうな』という意味である。

　人々はその顔に『正義』の確信を漲みなぎらせて声こわ高だかにディスパレイトを飼し育いくしている者達を非ひ難なんし続けていた。

「…………」

　テレビの前に座すわってその画像を見ながらエニーネは眉まゆを顰ひそめた。

「何言ってんのかしらね。この連中」

「自し然ぜん保ほ護ご活動の一いつ環かんらしいですよ」

　エニーネの隣となりにちょこんと座っているのは長い黄金の髪に翡ひ翠すいの瞳を備そなえた綺き麗れいな少女である。

　いや──綺麗というだけではこの少女の容よう姿しを説明しきった事にはなるまい。大人としての色いろ艶つやこそ未まだ無いが『汚けがれの無い乙女おとめ』という概がい念ねんをそのまんま実体化させたかの様な、侵おかし難がたい可か憐れんさがそこにはあった。まるで神話や伝でん承しようの中に出てくる妖よう精せいか天使の様である。

　テレス・テスタ・ランドリュース。

　エニーネの勤つとめるランドリュース興こう信しん所じよの経営者の妹だった。

「ディスパレイトは元々異世界の生物でしょう。だからこの世界に居いてはいけないものだって……」

「いけないものだって。現に居るじゃん」

「だから放置して構かまわないで、死ぬに任まかせないと駄だ目めだって。ましてやそれを利用するのは自然界の不ふ均きん衡こうを促そく進しんするから──って」

「…………ははぁ」

　エニーネは頷うなずいた。

「ディスパレイト絡がらみで何か不ふ都つ合ごうを受けた連中が理り論ろん武ぶ装そうしてるって処ところ？」

「…………多分」

　とテレス。

　自然保護云うん々ぬんというのはまあ──一種の建前だろう。例たとえば『権利』とか『道徳』を声高に唱となえて振ふりかざす者の多くは実際に権利や道徳を重視している訳ではない。『いらついた』とか『むかついた』とかそんな自分の感情を納なつ得とくさせる為に大声で不満を唱えているだけの事である。だがそのまま『むかついたから』と言えば幼よう稚ちだ。だから『正義』とか『公こう序じよ良りよう俗ぞく』という言葉に仮か託たくして自分の感情の暴ぼう発はつを正当化しようとする。

　まあよくある話だ。

「僻ひがみとかやっかみで参加してるのも居るんでしょうね……」

　ディスパレイトの飼育には金がかかる。

　勿論──このランドリュース興信所の様に、必死に経費と生活費のシーソーゲームを繰くり返している処もある訳だが、その一方で世間一いつ般ぱんにはディスパレイトの飼育に関して『金持ちの道楽』という印象もつきまとっている。

　当然ながら──『金持ち』という言葉そのものに脊せき髄ずい反はん射しやで敵てき愾がい心しんを抱いだく者も居る訳で。

「まあ……分からないではないんですけど」

　とテレス。

「ディスパちゃん達が起こす現げん象しようには危険なものもありますし──」

　特に野の良らのディスパレイトは超常現象をしばしば発生させるので、怪け我がをした人間や不ふ愉ゆ快かいな気分を味わった者も多いだろう。あるいは死者もいるかもしれない。

　だがディスパレイトは動物だ。

　ディスパレイトに直接文句を言う訳にもいかない。また知ち識しきの無い自分達が迂う闊かつに近付いて被ひ害がいを被こうむるのも避さけたい。

　結果──

『ディスパレイト飼育の法的禁止』

『ディスパレイト被害者への公こう的てき資し金きん援えん助じよ』

『ディスパレイト飼育者への糾きゆう弾だん』

『ディスパレイト排はい除じよの公的機関設立』

　…………といった『税金払はらってるんだから何とかしろ政府！』『金持ちの道楽なんか法律で禁止してしまえ！』『どうせ俺おれ等らには関係ないし！』という主張が発生してくる事になる。

　まあ要するに矛ほこ先さきを人間に向けるしかない訳だ。

「いやまあ……ディスパレイトは私も嫌きらいだけどさ」

　とエニーネ。

「き、嫌いなんですか!?」

　眼を潤うるませるテレス。

　このテレス──見た目に反して重度のディスパレイト・オタクである。趣しゆ味みとして好き、などという段階を越こえてすでに偏へん愛あいの域に達している。彼女の容姿に惹ひかれてくる男共は多かろうが、二時間も彼女のディスパレイト話に付き合わせてやれば、大たい抵ていの野や郎ろうは音ねを上げる事請うけ合いだった。

　まあそれはさておき──

「何度も言ってるでしょうが。実際に酷ひどい目にも何度も遭あってるしね」

「ううっ……でもでも」

　テレスの言いたいことは分かる。

　ディスパレイトに悪意は無いのだ。ただその存在そのものが引き起こす超常現象が人間にとって恐おそろしくはた迷めい惑わくなだけで。

「でもまあそれ言い出したら台風とか洪こう水ずいとか地じ震しんと一いつ緒しよだしねえ」

「……ええまあ」

「何にしても……この連中の言ってることにも一理は在るのよ。危険なのは事実だし」

「ううう」

「でもねえ──」

　エニーネはテレビの中のデモ行進を見ながら呟つぶやく様に言った。

「なんか嫌いなのよね、私。こういう事する連中」

　とエニーネ。

　ストリート・チルドレンだった時代に、万ばん民みん平等だの博はく愛あい主義だの何だのを高らかに、必要以上に言って回って活動する連中──『プロ市民』が、自分にどんな事をしてきたのか──してくれなかったのか、エニーネはよく覚えている。

　崇すう高こうな理想がそのまま語られるのはいい。

　だが実際にその理想の背後にはそれぞれの幼よう稚ちな感情や利害計算が隠かくされている事が多い──あまりにも多い。

　結果、『万民平等』を謡うたいデモ行進する最中に、近くに座り込んでいたストリート・チルドレンを『邪じや魔まだ』と蹴けり除のける連中も出てくる訳だ。

「ま──相手は『正義の味方』だしねえ。どうにもならないだろうけどさ」

「そうですね」

「……で。うちの『正義の味方』の方は大だい丈じよう夫ぶなのかしらね。確かこのデモやってる辺りじゃなかったっけ？　『受け取り』の現場」

「ですね」

　テレスは頷うなずいた。
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「運んで貰もらいたい物がある」

　依い頼らい人にんはそう言った。

　三日前──ランドリュース事務所の応接間での事である。依頼人は高額の報ほう酬しゆうと共に『運んで貰いたい物』の受け取り場所と運うん搬ぱん先を告げ──更さらに一言付け加えた。

「極ごく秘ひで」

　同席していたエニーネはここで眉まゆを顰ひそめた。

　ただ物を運ぶだけなら宅配便業者だろうと郵便だろうともっと安くて信用のある業者は無数に存在する。いや──そもそも他人に依頼などせず自分で運べば良いのだ。

　わざわざ運搬役を用意するにはそれなりに理由がある。

「非合法なものはちょっと──麻ま薬やくとか盗とう品ひんとか……」

　と言うトルクに依頼人は首を振った。

「非合法ではない。それは保証する」

　極秘の意味はつまり、それが企き業ぎよう秘密に関かかわる品であるかららしい。

「それならば自社の社員の方に運んで貰った方が良いのでは？」

「勿もち論ろん運ばせるとも」

「……ふむ。つまり──」

　複数の人間を同時に運搬役として放つ訳だ。

　当然、本物を運んでいるのは一人で残りは全すべて引っかけフエイク。勿論──本物をトルクが運ぶ場合もあれば偽にせ物ものを運ぶ場合もあるだろう。可能性としては後者の方が圧あつ倒とう的に高いが。

「数ある探たん偵てい社しや、興信所、その他諸もろ々もろからうちをお選びになった理由は？」

「ディスパレイト・ハンドラーだからだ」

　依頼人は言った。

「もっと具体的に言えば──戦せん闘とう能力が高いからだ」

「それはつまり競きよう合ごう他た社しやが凶きよう悪あくな手段に訴うつたえる可能性が高いという事ですか？」

「そうとって貰って構わない」

　依頼人はそう告げて帰って行った。

　結局──トルクは翌日引き受ける事を電話で依頼主に連れん絡らくした。胡う散さん臭くさい仕事だという事は百も承知だったが、高額の報ほう酬しゆうは無視できなかったというのが現実的な処ところだ。

「大丈夫なの？」

「まあ……逃げ足は速いですから」

　問うエニーネに対し、のんびりと言ってトルクは出て行った。

　だが──
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　爆ばく発はつの火か炎えんと塵じん煙えんはすぐに収おさまった。

　元々可か燃ねん物ぶつも無いコンクリートの路上では炎ほのおも一いつ瞬しゆんで消えてしまう。トルクは爆風と衝しよう撃げきに逆さからわず、咄とつ嗟さに同じ方向へと跳とんでこれをやり過ごしていた。

　路上で一回転しながら傷一つ無いままに彼は身を起こした。

　だが──

「──！」

　爆煙の向こう側から、消しよう滅めつする火炎と入れ替かわる様にして飛来する銀光が二つ。

　咄嗟にスーツケースをかざしてこれを弾はじいたトルクの脇わきに──二本の投擲用スローイングナイフが転ころがった。

「まずいですね」

　呟きながら地を蹴けって再び走り始めるトルク。派手な爆発で眼めや耳や感覚の多くを一時的に欺あざむいておいて、その隙すきを突つく様に地じ味みな攻こう撃げきを仕し掛かけてくる──間ま違ちがいなく一定の訓練を受けた玄人プロの手て管くだだ。

　トルクが反応出来たのは、反射神経の賜たまものではない。単なる反射神経では間に合わない程ほどに、絶ぜつ妙みようの機を狙ねらった攻撃だった。

　単にトルクは『もし自分が運んでいる品を狙っているのなら、その品ごと灰にする様な攻撃をしてくる筈はずが無い。となればこれは明らかに次の攻撃の為ためのハッタリブラフ』と考えて予あらかじめ身構えていたからだ。

「芸を出し惜おしみしていては追い詰つめられますかね……」

　呟きつつスーツケースにちらりと視線を向けるトルク。

　彼の最大の武器──いや援えん軍ぐんと言うべきか──であるディスパレイトはこのスーツケースを使えば呼び出せる。

　だが……

「少々此こ処こは人通りが多すぎますかね」

　ちらりと路ろ地じのとぎれ目──大通りに合流する辺りに視線を向けるトルク。

　そこにはディスパレイトの飼育許きよ可か制度に反対する市民団体が大量に右往左往していた。先の爆音に驚おどろいたのか、彼かれ等らはきょろきょろと辺りを不安げに見回している。

「少し移動しますか」

　呟いてトルクは走る。

　その足あし下もとに三本目、四本目の投擲用スローイングナイフが跳はねたのは次の瞬間だった。銃じゆうを使ってこないのは恐おそらく銃じゆう弾だんがスーツケースを貫かん通つうする事を恐れているから。

　だが──

（狙いが正確。それからこの投とう擲てき法ほうは──軍隊仕込みですか）

　連続投擲のつなぎ方や、使うナイフの種類、その他にもある種の癖くせは出る。

（御ご同どう類るいという訳ですね。益ます々ますまずい──）

　思考しつつ、路地を縫ぬう様にして走るトルク。更さらにその足下に断だん続ぞく的に跳ねる投擲用スローイングナイフ。無意味に続けざまに投げつけてくる様な事はしない。緩かん急きゆうをつけて、トルクの警けい戒かい心が少しでも緩ゆるみそうになると、その瞬間を狙う様に投げつけてくる。

　先の爆発直後の攻撃といい、どうやら相手は戦せん闘とう時の心理的な駆かけ引きにも通じているらしい。

　となると──

「──!!」

　トルクは咄嗟に走る方向を変えて横へと跳んだ。頭上に大量の銃剣バヨネツトがいきなり出現してきたからだ。

　銃剣バヨネツトといってもそれは実質的に槍やりの穂ほ先さきに近い。斬きる事よりも突つき刺さす事に偏かたよった杭くいの様な刃は物ものが、トルクの頭上を覆おおう様にして落下してきた。

（……ディスパレイト〈アルメデウス〉の転送攻撃！）

　トルクが一瞬前まで存在していた空間を、雨の様に降り注そそぐ銃剣バヨネツトが貫つらぬき──コンクリートの地面に突き刺さった。

　跳んだ勢いを殺さず、その先に在あった枝えだ路ろ地じを数メートル、転がって移動してから片かた膝ひざをついた状じよう態たいで身を起こすトルク。

　鮮あざやかな体術である。

　傷一つ無いどころか、どうやっているのか、その白いスーツには汚よごれ一つついていない。

　だが──

「……なるほど」

　トルクは背後を振り返って言った。

　行き止まりだ。

　文字通りの袋ふくろ小路こうじ。ビルの壁かべと壁が三方を取り囲んでいる。勿論、ビルとビルの隙すき間まは存在するが、幅はばが一メートルも無い上に金かな網あみが張はられていて、簡単には出入りできそうにない。

　追い込まれたのだ。

　爆発で最初に危機感を煽あおっておいて、更に投擲用スローイングナイフで誘ゆう導どう、最後はディスパレイトによる攻撃で相手を一気に罠わなへと追い込む。

　となると次には罠の口を閉じる事になる。

　つまり──

「そういえば貴方あなたも同業者になったんでしたっけ。最初の攻撃で気付くべきでしたね」

　トルクはゆらりと袋小路の入り口へと姿を現した人ひと影かげに向けてそう話し掛ける。

　その人物は──

「随ずい分ぶんと緩ゆるんでるじゃねえか」

　年ねん齢れいはトルクと同じ程度──二十代半ばといった処ところか。細い体たい軀くのせいか、それとも眼めの下に沈ちん着ちやくした隈くまのせいか、何ど処こか重病人じみた空気を引きずっている青年だった。

　ただしその戦闘能力は先に見た通りだ。

「俗ぞく世せ暮ぐらしが長くて鈍なまったか？　元もと東とう部ぶ方ほう面めん軍ぐん第だい二に師し団だん、第三特務大隊──通つう称しよう〈亡霊フアントム・大隊バタリオン〉トルク・クラウ・エネミナン伍ご長ちよう？」

「他人の事は言えないのではないですか？」

　苦く笑しようを浮うかべて言うトルク。

「ギルクリスト」

　恐らくこの場にもしエニーネが居れば違い和わ感かんに眉まゆを顰ひそめた事だろう。

　ギルクリスト。

　それはトルクと同じく異生物デイスパレイト・使いハンドラーを生なり業わいとする青年だ。

　だがエニーネが知っている──前に一度会った事のあるギルクリストとは微び妙みように雰ふん囲い気きが違う。顕けん著ちよなのはその口調だろう。まるで子供じみた口くち汚ぎたなさなのだ。

　もっとも──トルクはこちらがギルクリストの本来の喋しやべり方なのだと知っている。

「ま──何にせよ」

　ギルクリストは目を細める。

「依い頼らいとはいえテメェをふっとばす大たい義ぎ名めい分ぶんがあるってのは気持ちがいいもんだ」

「あまり感心した趣しゆ味みではありませんね」

「スカしてんじゃねえよ、軍用基準性ミルスペツク能調整児童・チヤイルドがよ」

「もう児童という歳としでもないでしょう、お互たがいに」

「違いない」

　肩かたを竦すくめるギルクリスト。

「お互い大人でお互いプロだ」

「そうですね。だから──」

「だから『渡わたせ』なんて野や暮ぼな事は言わねぇよ──勿論な」

　ぎろりとトルクを睨にらみ据すえながらギルクリストは言った。

「いやいや。言ってみたらどうです？　案外、貴方の言うとおり、俗世暮らしが長くて緩みきってる私なら、怯おびえて素す直なおに渡すかもしれません」

　とトルク。

　ギルクリストは数秒黙もつ考こうして──

「……渡せ」

「嫌いやです」

「…………」

「…………」

　両者の間に横たわる沈ちん黙もく。

　そして──

「初めて会った時からいけすかねえ奴やつだと思ってたんだよ」

「残念です」

　そんな台詞せりふと同時に──両者の提さげているスーツケースが同時にぱちんと音を立てて開いた。




　──ぱぽぽぽぽぽぅ……




　ふわりとそれぞれの肩の上に一匹ぴきずつのディスパレイトが浮かび上がる。

　奇くしくも同じ種類だ。

　銀色の──剣けんの様な形状の平べったく細長いディスパレイト。

『〈アンジェラ〉』

　名を呼ぶのも──まるで示し合わせたかの様にほぼ同時。

　ごぼりとディスパレイトの口が開き、そのほんの少し前の空間に生まれた小さな炎ほのおが回転──瞬しゆん間かん的てきに成長して火球となる。

『撃てフアイア』

　撃うち出された火球は──相そう互ご干かん渉しようを起こしたのか、空中でふらりと軌き道どうを歪ゆがめつつも、互いに引かれ合う様にして激げき突とつ。先のものの数倍にも達する爆ばく発はつを引き起こした。

　だが──

「──シッ!!」

　爆ばく煙えんを突き破り鋭するどい呼こ気きを迸ほとばしらせながら突とつ撃げきしたギルクリストが手にした銃剣を突き出してくる。

[image: ]

　だが、同じくほぼ同時に踏ふみ込んだトルクは体たい裁さばきでこれを回かい避ひ。前に出る勢いきおいを利用して肘ひじ撃うちをギルクリストに仕し掛かける。

　これをスーツケースで受けるギルクリスト。

　次の瞬間、ギルクリストは身を沈しずめつつ長い足を旋せん回かいさせてトルクの足を払はらう。

「──！」

　バランスを崩くずして倒たおれるトルク。そこにトドメとばかりにのしかかるギルクリスト。

　その身体からだが次の瞬間──浮いた。

「──ぐっ!!」

　腹部にトルクの靴くつの跡あとを付けられつつ、ギルクリストの細い体たい軀くがトルクの頭上を越こえて飛んだ。倒れると見せかけつつ、ギルクリストの追撃を誘さそったトルクが、転てん倒とうの勢いを利用して彼を投げたのだ。

　トルクの目もく論ろ見み通どおりなのか、あるいは咄とつ嗟さに空中で身を捻ひねったギルクリストの狙ねらい通りなのか、それとも単に偶ぐう然ぜんか──先の爆発でビルの壁へき面めんへと穿うがたれた穴にギルクリストの体軀は飛び込んだ。

「──じゃあ。そういう事で」

　トルクはそう言うと素す早ばやく身を起こして、袋ふくろ小路こうじの出口に向けて走り出す。

「──てめぇ！　待ちやがれッ!!」

　穴の向こうから身を起こしてギルクリストが喚わめいたその時には、もうトルクの姿は路地から消えていた。

「逃にがすかッ！」

　コートの裾すそを翻ひるがえしつつギルクリストは走り出した。




　　　　●




　バー〈ブラック・ウインド〉は地元では第一級危険地帯として知られている。

　これは新しん興こう暴力集団──つまりは暴走族やら愚ぐ連れん隊たいの類たぐいからそのまま組そ織しき化され成り上がったヤクザである処ところの〈デビル・ナイツ〉のたまり場であるからだ。金持ちが入れば身ぐるみ剝はがれてケツの毛までむしられ、若い女は一度入ったら妊にん娠しんせずにはおれないとまで言われている。まあ要するにそういう処であり連中なのだ。

　明らかにセンスに欠けた安っぽいその名にもかかわらず〈デビル・ナイツ〉が恐おそれられているのは、新興ヤクザ特有の見み境さかいの無さからだった。

　まあ要するにヤクザも長々と組織を維い持じしていると、歴史的な重みが出てくると同時に各方面へのしがらみも出てくる。結果、ある程度は引き際ぎわや領りよう分ぶんを心得たりするものだが──若手のチンピラが構成員の殆ほとんどを占める〈デビル・ナイツ〉は明らかに過か剰じような程ほどの武ぶ闘とう派はで、目が合っただけで飛びかかってくるかの如ごとき狂きよう犬けんぶりで有名だった。

　で──

「──そいつむかついたからよォ、もうフルボッコ！　したら、泣いて詫わび入れてやがんのよ！」

「ぎゃははははは、かっこわりい！」

「いいじゃん、そのままコンクリに漬つけて沈めちゃえよ」

　毎度の如くそんな会話で盛り上がる〈デビル・ナイツ〉のチンピラヤクザ達。

　彼かれ等らのすぐ傍かたわらの壁に──いきなり、蜘く蛛もの巣すの如き亀き裂れつが走ったのは次の瞬間だった。

「ん？　なん──」

　台詞を最後まで言い終えること無く、チンピラヤクザの一人は吹ふっ飛んできた建材に顔面を直撃されて卒そつ倒とうした。

　爆音。

　同時にはじけ飛んだ壁のコンクリートやら鉄てつ筋きんやらが、〈デビル・ナイツ〉のチンピラ達を数名巻き込んで地に這はわせる。店内のあちこちで酒を飲んだり、麻ま薬やくを喫ヤったり、女と絡からんでいたりした男達も愕がく然ぜんと総立ちになった。

　そこへ──

「──ギル」

　大穴の開いた壁の中から声が聞こえてきた。

　やがて煙けむりを押おしのける様にして──しかし後ろ向きに退さがる形で顕あらわれたのは、白いスーツを着て左手にやたらと頑がん丈じようそうなスーツケースを提げた青年だった。

「ちょっとは周囲に気を配くばったらどうなんですか。無関係の人を巻き込んで、何か貴方の得になるんですか？」

　でもって──

「そういう貴様だって壁ぶち破ってんだろうが！」

　そう応じるのは──更さらに穴の向こうから店の中に踏み込んできた青年だった。こちらは対照的に暗色の装よそおいで、細い体軀にマントの如くロングコートを羽は織おっている。

「これは不ふ可か抗こう力りよくです。緊きん急きゆう避ひ難なんという奴やつですね」

「口ばっか達たつ者しやになったな──ああ？」

「一いつ般ぱん社会に順じゆん応のうする為ための知ち恵えですよ」

　まるで周囲で殺気立つチンピラ達なんぞ見えていない感じで、二人の闖ちん入にゆう者しや達たちは会話を交かわしている。

　だが──

「て──てめえら、一体なんだ!?」

「ここが俺たち〈デビル・ナイツ〉の縄張りシマだって知っての──」

　言いながら懐ふところから銃じゆうやら刃は物ものやらを抜ぬき出す男達。カウンターの向こうではバーテンも散さん弾だん銃じゆうを引っ張り出す処だった。

　普ふ通つうの人間ならばまずここで両手を挙あげる。〈デビル・ナイツ〉の評ひよう判ばんを知らずとも、男達の顔を見れば、彼等の引き金が如い何かに軽いかは誰にでも分かる感じだったからだ。

　しかし。

「──うるさい」

　苛いら立だたしげにコートの青年──ギルクリストが言うと、次の瞬間、何ど処こに隠かくれていたのか、数体の異い形ぎようが彼の周囲に浮かび上がった。




　──ぱぽう。




　異形の生物達がギルクリストを中心として楽しげに舞まう。同時にギルクリストはぱちんと指を鳴らした。

「ディスパ──」

　ちんぴら達が愕然と叫さけぶ間すら与あたえず、次の瞬間には、大量発生した衝しよう撃げき波はやら火か炎えんやら電光やらが、室内を荒あれ狂う。

　チンピラ達は一瞬にしてその破は壊かい力りよくになぎ払われ、床ゆかを這はったり壁かべにめり込んだりしていた。

「て……てめえら……」

　悲鳴、苦く鳴めいと共に怨えん嗟さの声が床を這う。

「ギル。やり過ぎですよ！」

　トルクが眉み間けんに縦たて皺じまを寄せて言う。

「彼等は無関係──」

「知るか」

　言い返すギルクリストの声音はひどく忌いま々いましげだった。

　同時にギルクリストの周りで数体のディスパレイトが踊おどり、トルクの周囲の風景が陽かげ炎ろうの様に揺ゆれる。

「──！」




　──ぱぽうッ！

　──ぽぽっ!?

　──ぱぱぽぽぽぽぽぽ！




　トルクの指先が楽がく団だん指し揮き者しやの如ごとく空中を舞まい、それに合わせてやはり浮かび上がった一体のディスパレイトが踊る。

　そして──




　──ぱん！




　鋭するどい音と共に何かが弾はじけ、次の瞬間には、バーのカウンターの向こうに並んでいた酒さか瓶びんが一いつ斉せいに砕くだけた。

　無論、他の者達には全く何が起きているのか分からなかっただろう──ギルクリストがディスパレイトに命じて仕し掛かけた『空くう間かん渦か動どう』を、トルクが同じディスパレイトによって仕掛けた、同様の、しかし逆ぎやく向むきの現象で相そう殺さいしたなどと。ましてやそれがもし本来の効果を発はつ揮きしていれば、トルクの右腕うでは雑ぞう巾きんの様にねじられ、骨ごと砕くだき潰つぶされていたであろう事も。

「ふふん。そろそろ思い出してきたか──戦場の空気ってやつを？」

「ギル、話を──」

「命いのち乞ごいなら聞いてやる。他は却きやつ下かだ」

　──ぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽ！

　──ぽぽっ！　ぽぽうぽぽう！

　──ぱうっ！　ぱぱぽう！

　ギルクリストの台詞せりふに重かさなる様にしてディスパレイト達が舞い踊る。

　ぱちんとギルクリストが指を鳴らす。

「──！」

　トルクがやや焦あせったかの様に指を振ふった。

　そして次の瞬間。

「ぎゃああああああああああああっ!?」

　チンピラ達の悲鳴と共にバー〈ブラック・ウインド〉には──否いな、〈ブラック・ウインド〉が入っていた雑居ビル一階の空間に破は壊かいの嵐あらしが吹き荒あれ、ビルは四度ばかり傾かたむいた。
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「ふ。ふふふ。ふ──ふふふ」

　薄うす暗ぐらい密室の中に密ひそやかな笑い声が漂ただよう。

　重なる様にしてぎしりと鳴るのはロッキングチェアの音だ。

　安楽椅い子すの上に座すわった一人の男が、何も無い空中を見み据すえながら楽しげに笑い声を漏もらしているのである。

「ふふふ。ふふふ。ふ。ふふふ。ふ」

　細こま切ぎれの笑い声。

　そこにはある種の狂きよう気きが色づいている。今は静かに渦うず巻まいているがいつ暴ぼう発はつするか分からない──そんな極きわめて剣けん吞のんな何かが。

「──失礼します」

　扉とびらを叩たたく音と共に密室が開放される。

　薄うす闇やみの中に入ってきたのは──蒼あおい軍服を着た無表情が青年が一人。それは階級章こそ違ちがうものの、ロッキングチェアに座っている男と同じ装よそおいであった。

「問題の二名が戦せん闘とうに入った模様です」

「ふ。ふふふ。ふ。ふふ。ふ──」

　ロッキングチェアの男は笑う。

　前後に揺れる椅子と共に、男の額ひたいに掛かる銀ぎん髪ぱつもゆらりゆらりと動く。

「さて……この七年……トルク、ギルクリスト、お前達はどう過ごしてきたのかな？　俗ぞく世せの垢あかにまみれる事でその機能を錆さび付かせたか？　それとも──ふ。ふふふ。ふ」

「…………」

　報告者の青年は無言。

　人形の如くその顔には表情が無い。不ぶ気き味みとも言える男の言動にもその顔は産うぶ毛げの一本、筋肉の一片すら揺らがせる事は無かった。

「酒は瓶びんに」

　男は謡うたう様に言った。

「本は棚たなに」

　指先で銀色の──刃物の様な輝かがやきを宿した髪を弄いらう。

「剣は鞘さやに」

　昏くらい瞳ひとみは薄闇を通して、何処か遥はるか彼方かなたを見据えているかの様だった。

「全すべてはあるべき場所にいつか還かえる──それが摂せつ理りというものだ。ふ。ふふふ。ふ。ふふふ。ふふ。ふ」

　男は自分の軍服の肩かた口ぐちに縫ぬい取られた部隊章を──それは報告者の青年の肩にも縫い取られていた──愛いとおしげに指先で撫なでる。

　眼がん窩か無なき髑どく髏ろの紋もん章しようを。




　　　　●




「ギル……！」

　呻うめく様に言うトルクの頰ほおを紅あかい雫しずくが一筋滴したたり落ちる。咄とつ嗟さにディスパレイトを使って『歪わい空くう間かん防ぼう御ぎよ』を展開したものの、間に合わなかったのだ。

　いや──いつもなら間に合っていただろう。

　トルクの防御が遅おくれたのは、『歪空間』を複ふく雑ざつかつ大だい規き模ぼに展開したからだ。その為ためのディスパレイト操そう作さに手間取ったのである。

　理由は簡単。

　店内に居た人間を守ったからだ。先のギルクリストの攻こう撃げきは別に彼等を狙ねらったものではないが、巻き込まれれば確かく実じつに死人が出ていた規模のものだった。

「こんなに関係の無い人々を巻き込んで！　いい加か減げんに──」

「いい加減にすんのはそっちだ、トルク」

　怪け我が人にん達の呻き声や、怯おびえた声があちこちから夏場の陽炎の様に立ち上る中、ギルクリストは悠ゆう然ぜんとコートの裾すそを翻ひるがえして近付いてくる。

「連中は銃を構えてたぜ？」

「…………」

「忘れたのか──元軍用基準性ミルスペツク能調整児童・チヤイルドのトルクさんよ？　元々俺もお前も、銃口を向けられたら相手を徹てつ底てい的に破壊するよう調教された犬じゃねえか」

　するりとコートの袖そでから銃じゆう剣けんが滑すべり出る。

「邪じや魔ま者ものは躊躇ためらわずに排はい除じよしろ、とも教えられたよな？」

「…………」

「気を回すのは犬の仕事じゃねえ。悩なやむのも犬の仕事じゃねえ。指し示された獲え物ものに向かって突っ走って牙きばを立てるのが犬の仕事だ」

「確かにそう教わりましたね──私達は」

　トルクは身構えながら言う。

　碧へき眼がんが……いつもは眼鏡めがねの奥おくで微び笑しようの曲線を描えがいているその眼めが、ぞっとする程ほどに鋭するどく冷たい光をたたえて、近付いてくるギルクリストを見つめていた。

「俺達はディスパレイトと何らかわらねえんだよ。だからやろうぜ？　命じられた仕事をよ。お前はブツを守る。俺はお前をぶっ倒たおしてブツを奪うばう。それだけだ」

　銃剣を構えるギルクリスト。

　トルクもゆらりと立ち上がり、スーツケースを盾たての様に構かまえ──

「──仕方ないですね。お渡わたしします」

　ひょいとギルクリストにあっさり投げ渡す。

「──な？」

　自分の方に向かって、暢のん気きな放物線を描いて飛んでくるトルクのスーツケースに、一瞬、ギルクリストの集中力がとぎれ、その視界がふさがれる。

　そして──

「──ッ！」

　上から下へとギルクリストの視界を横切ってスーツケースが落ちる。障しよう害がい物ぶつが通り過ぎて回復したギルクリストの視界一いつ杯ぱいに──

「…………」

　トルクの顔があった。

「くっ──」

　咄嗟に突き出される銃剣。だがそれをトルクの左手が払はらい落とし、続く動作で彼はギルクリストの左肩を右手で押おさえ込む。

　既すでに銃剣を突き出して不安定な体たい勢せいにあったギルクリストは、更に体勢を崩くずして転てん倒とう。

　その上にトルクがのしかかった。

「確かに私たちは、かつて軍に飼かわれていた犬でした。それは消えない事実です」

　ギルクリストを押さえ込みながらトルクは言った。

「けれど──ギル、私達は今は自由の身です。自分の行動に意志と責任を持ってください」

「犬の首についた首輪の跡あとは、そう簡単に消えるもんじゃない」

　組くみ敷しかれつつもギルクリストの眼めから戦意は消えていない。彼は炯けい々けいと光る瞳でトルクをにらみ据えながら言った。

「命令も無く。首輪も無く。引き綱づなも無く。この茫ぼう漠ばくとしてあまりに広い、自由という名の荒こう野やで途と方ほうに暮れた事は無いか？　たったの一度も？」

「…………」

「飼われ犬よりも野良犬の方が幸せだと──誰が決めた？」

「…………」

　トルクは黙だまってギルクリストを見据え返す。

　そのとき──

「くそっ……が……」

　メチャクチャに破は壊かいされた店てん舗ぽの片かた隅すみでチンピラの一人が呻く。

　恐おそらく意い識しきは朦もう朧ろうとしていたのだろう。眼は何ど処こか虚うつろで焦しよう点てんが定まっていない。少なくともトルク達の方を真まっ直すぐ向いてなどいなかった。

　だが──

「…………」

　その手は半なかば痙けい攣れんする様に動き──たまたま握にぎっていた銃の引き金を引いた。

　銃声。

　それは全くの偶ぐう然ぜんの結果だった。殺意も害意も無い──人の手で引き起こされながらも、何の思おも惑わくも伴ともなわぬ、言ってしまえば事故。

　だが。だからこそそれは……

「──!?」

「──!!」

　咄嗟に身構えて飛び退のくトルクと、やはり床ゆかの上を二転三転して身構えるギルクリスト。

　そして──

「…………」

　トルクがゆらりと揺ゆれる。

　その白いスーツの胸むな元もとに──黒々とした穴がぽつんと開いていた。
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　犬は狼おおかみとは違ちがう。

　野や獣じゆうである狼と異ことなり──その末まつ裔えいたる犬は家か畜ちくだ。家畜とは即すなわち道具である。飼かい主の目的に従したがって品種改良された生物が家畜と呼ばれる。

　羊ひつじしかり。牛しかり。豚ぶたしかり。犬しかり。

　故ゆえに道具たらん犬は犬ではない。

　飼い主の居ない野良犬は、そも家畜としての存そん在ざい理由を喪そう失しつする。

　そこに犬の功こう罪ざいは無い。

　家畜とはそういうものであり、犬はただそのように作られただけだ。首輪をしてこそ犬は犬として完成するのだ。

　そう──

　人はしばしば首輪を悪あしきものとして『束そく縛ばく』や『制約』に喩たとえ、それを一様に否ひ定ていする様な物言いをする。首輪を外はずして動物を放ほう逐ちくする行こう為いを『自然に帰かえす』などという綺き麗れいな言葉で飾かざる。

　だが家畜に対するそれは決して善ぜん行こうなどではない。最初から人の管理下で生きていく様に『創つくられた』種にとってそれは、存在理由の喪失であり生存環かん境きようからの追放である。

　首輪の無い犬は犬ではない。

　犬のなり損そこないだ。

　だからこそ自由と引き替かえに無意味の荒こう野やへと棄すてられた犬は──首輪を懐なつかしむ。
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　白いスーツに包まれた長身が倒たおれる。

　動体視力に優すぐれたギルクリストの双そう眸ぼうは、白いスーツの胸むな元もとにぽつんと空あいた穴をはっきりと視し認にんしていた。

　小さく──しかし深ふか々ぶかと刻きざまれた弾だん痕こんを。

「──！」

　ギルクリストは咄とつ嗟さに傍かたわらを振ふり返る。

　バーの店内はまるで小こ型がた爆ばく弾だんでも炸さく裂れつしたかの様な惨さん状じようを呈ていしていた。崩くずれた壁かべ。倒れたテーブルと椅い子す。割われた硝子ガラス。そして殆ほとんどの客達は──たむろしていた凶きよう暴ぼうなチンピラ達は、床ゆかに這はうか壁に食い込むかして、いずれも呻うめいている。

「ひぃっ──!?」

　カウンター近くの床の上──そこに這っていたチンピラの一人が、ギルクリストの鋭するどい視線を受けてぎくりと身を竦すくませた。

　だが逃にげたくても、崩れた壁に下半身が埋うまっているので、ろくに身動きも出来ない。

　手にした拳けん銃じゆうも排はい莢きよう不ふ良りようで遊底スライドが開いたまま停とまっていた。これでは引き金を引いても次の弾たまが発射できない。恐おそらく何かにぶつけた際に部品が歪ゆがんでしまったのだろう。安物の密造銃にはよくある話だ。むしろ銃そのものが破裂しなかっただけでもそのチンピラは幸運であったと言える。

　だが──

「踊おどれ。ガランティル」

　ぱちんとギルクリストが指を鳴らす。

　応じたのは空中に浮うかんでいた異い形ぎようだった。

　目ま蓋ぶたの無い硝子ガラス玉だまの様な眼めと、手足の無い胴どう体たいが、羽も支ささえるものも無く虚こ空くうの真ん中に存在している。

　ディスパレイト。

　異世界で生まれ異世界の法則を引きずる異生物である。彼かれ等らは存在しているだけでこちら側の世界の法則を局所的に歪め、超常現象を引き起こす。

　例えば──




　──ぱぽっ。




　ディスパレイトがひょいと一回転。

　次の瞬しゆん間かん──チンピラは見えない巨きよ大だいな掌てにはたかれたかの様に、べしゃりと床に這って平たくなった。

　重じゆう力りよく場ば攻こう撃げきである。

　手足が痙けい攣れんしているところを見ると死んではいない様だが、肋ろつ骨こつの一本や二本は折れているかもしれない。もっともガランティルの重力場攻撃は最大の威い力りよくを発はつ揮きした場合には戦車をも圧あつ壊かいさせる。やはりチンピラはこの程度で済すんで良かったと幸運を喜ぶべきではあったろう。

「トルク」

　ギルクリストはチンピラにはまるで構わず──冷ややかな眼で、トルクを見み据すえた。

「トルク」

　返事は無い。

「おい──何あんなチンピラの弾食らってんだ、てめえ。平和ボケも大たい概がいにしろ。さっさと起きろ、起きて戦え」

　やはり返事は無い。

　ギルクリストの表情がわずかに引き攣つる。

「おい──トルク」

　やはり床に伏ふせたままトルクはぴくりとも動かない。手にしていた銀色のスーツケースも手放してしまい四し肢しは力無く投げ出されたままだ。

「……ふざけてんなよ。おい」

　ギルクリストの声に苛いら立だちが混じる。

　しかしそれでもトルクに動きは無い。

　まるで屍しかばねの様に──

「ちっ──」

　ギルクリストは舌した打うちする。

「戦場離はなれて平和ぼけなんぞしてるから、こういう事になるんだよ」

　トルクの背中を見下ろしながらギルクリストは嘲あざける様な──殊こと更さらに嘲ちよう笑しようを含ふくんだ口調で言った。

「言っただろうが。俺おれ達は道具で兵器だ。そう調教されてきたんだ。今更、違うモンになんか──」

　言いかけて。

「…………」

　まるで何か間違った事を口にしてしまったかの様に、ギルクリストは口ごもり、苛立たしげに首を振る。

　そして──

「つか──トルク！」

　ギルクリストは床に倒れているトルクの脇わきにしゃがみ込むと、乱らん暴ぼうな手つきで白いスーツの肩かたに手を掛かける。

「起きろ！　起きて俺と戦え！　てめえ勝手に死んでんじゃね──」

　そこまで言って。

「──ッ!!」

　彼はコートの裾すそをはためかせて跳ちよう躍やくした。

　二メートル近い距きよ離りを助走も無く後ろ向きに跳とんで着地。彼は懐ふところに手を入れて再び戦せん闘とう態たい勢せいに入っていた。

「てめぇ──」

「──惜おしい」

　そう言いながら何事も無かったかの様にむっくりと身を起こしたのは──銃で撃うたれた筈はずのトルクである。

　いつもの如ごとくのほほんとした余よ裕ゆう含ぶくみの表情で眼鏡めがねを直すトルクをギルクリストは歯を剝むいて睨にらんだ。

「随ずい分ぶんと小こ賢ざかしい事してくれるじゃねえかよ。ええ？　トルク！」

　余よ程ほどに腹はら立だたしいのか──いつも青白いその顔に僅わずかながらも朱しゆがさしている。

　要するにトルクは『撃たれて死んだ』と見せかけ──不用意に近付いてきたギルクリストの隙すきを突ついて攻撃するつもりだったのだ。

　だがトルクの肩に手を掛けてその身体からだを起こそうとした瞬間、ギルクリストは気付いた──床に血が流れていない事に。

「野の良ら犬いぬ暮ぐらしもいいものですよ」

　トルクは言った。

「自分で考えねばなりませんからね。こういう小こ細ざい工くも得意になります」

「うらやましくねえよ」

「そうですか？」

　とぼけた口調で言いながらトルクはスーツの襟えり元もとを直し──

　こつん。

　と──軽い音を立てて何かが床に落ちた。

　銀色で掌てのひら大だいの薄うすいケースである。煙草シガレツトケースに似ているがトルクは煙草タバコを喫やらない。

「……あ」

　どうやらこのケースがトルクの胸に食い込む筈だった銃じゆう弾だんを受け止めたらしい──真ん中の部分が大きくへこんでいた。

　恐らくはそのせいだろう。

　ぱちんと音を立てて、ケースは自ら勝手に開いてその中をトルク達の視線に晒さらした。

「…………」

　ギルクリストが眼を細める。

　彼はそのケースを知っていた。いや──正確に言えば実物を眼にするのは初めてだ。しかし写真は見ていた。依い頼らい主ぬしがギルクリストに強ごう奪だつを依頼した品がまさにそのケースだからだった。

　中には某ぼう企き業ぎようの開発した試作品とその研究資料が入っていると聞かされていた。依頼主はそれがどうしても必要なのだと言っていた訳だが──

「……いやぁ……困りましたね」

　とトルクは頰ほおを搔かきながら言った。

「万が一の場合──ギルにはスーツケースの方を持っていって貰もらおうと思っていたのですがね」

　要するにスーツケースはダミーという事である。

　途と中ちゆう──意味ありげにスーツケースを開いて中身を確かく認にんして見せたのも、何ど処こかで監かん視ししていたであろう襲しゆう撃げき者しやに『肝かん心じんのブツはスーツケースの中』だと思わせる為ための芝しば居いだった訳だ。

「本当に小細工ばかり覚えやがって」

　呻うめく様にギルクリストが言う。

「便利ですよ、小細工」

「うるせぇ。それより──なんだこれは」

「…………」

　トルクとギルクリスト。

　自ら開いて内側をさらけ出したケース。

　そこには何も無かった。

　完全に空っぽだ。資料の紙し片へんも無ければ試作品と思おぼしき品も無い。

「私も数居るダミーの一人だったって事でしょうね。本命は別の人が運んでいる、と。まあ──オーソドックスな危機管理ではありますね」

「そんな筈は──」

　ギルクリストは眉み間けんに皺しわを寄せて歪ゆがんだケースを睨にらみ据すえた。
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「言われた通り確認してみたけど──」

　エニーネは首と肩かたの間に挟はさみ込んだ受話器に向けて言った。ちなみに両手は書類整理に忙いそがしくて塞ふさがっている。

「依頼元の企業は『知らない』そうよ」

『知らない──ですか？』

　電話の相手はトルクである。

　出先から──仕事中に電話してきて『依頼元の企業に今回の仕事について確認してくれ』と彼は指示したのだ。

　とりあえずエニーネは依頼主の置いていった名めい刺しの番号に電話した訳だが──

「そもそも依頼してないって」

『まあ企業秘密でしょうから普ふ通つうに尋たずねられればそう言うでしょうが──』

「うちに来たその企業の社員の名前も出してみたけどね。そんな人間居ませんって」

　エニーネは机の上に置かれた名刺に視線を向ける。氏名。肩書。企業名。住所。電話番号。本当に何の変へん哲てつも無いただの名刺だ。名刺としての体てい裁さいを整える為ための情報は不足無く記されているが、それ以上の記き載さいは何も無い。

『ふむ…………』

「どうなってんの？」

　エニーネは顔をしかめて訊たずねる。

　元々胡う散さん臭くさい仕事だとは思っていた訳だが──わざわざトルクが依頼元を洗あらい直す指示をしてきたという事は、間ま違ちがいなく出先で何か問題が発生したという事である。

『いや……こちらもはっきりした事はわかりませんが。まあ何とかします。ありがとうございました』

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　エニーネは書類を捌さばく手を止めて言う。

「やばい仕事なら──」

　中ちゆう断だんして帰ってくれば？

　そんな言葉をエニーネが言う前にトルクの言葉が返ってきた。

『大丈夫でしょう。多た分ぶん』

「多分て──ちょっと」

『ヤマは過ぎましたので』

「……やっぱりヤバいんじゃないの！」

　とエニーネ。

　どうもトルクは危険に対して感覚が麻ま痺ひしている様な処ところが在る。普通の人間なら危険を感じて反射的に身を引こうとする場にも、平然と踏ふみ込んでいく様な。

　それは彼の経験や、高い身体能力に裏打ちされた自信の顕あらわれなのかもしれない。エニーネから見れば、小こ憎にくらしい程ほどに落ち着いたトルクの言動は、大たい抵ていの事じ態たいに対処出来るという自負の──余よ裕ゆうの顕れなのだろう。

　しかし……

（やっぱり私には危あぶなっかしく見えるのよ）

　まるで自分の命に価か値ちなど微み塵じんも認みとめていないかの様に。

『まあ明日の昼には戻もどれると思います』

　エニーネの心配を知ってか知らずか、トルクは毎度の如ごとく緊きん張ちよう感かんに欠けた声でそう言ってくる。

『では──』

「あ、こら、ちょっと待──」

　ぷつん──と電話が切れる。

　つーつー……と分かり易やすい待たい機き音おんを鳴らす受話器を束つかの間ま睨み据えてから、エニーネは長々と溜ため息をついた。

「ちょっとは心配する者の気持ちにもなりなさいよね──まったく」
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　トルクは受話器を置き、軽く腕うでを組んで黙もつ考こうした。もっとも表情はいつもの通りなので、あまり深しん刻こくそうには見えないのだが。

「どうしたの──ランドリュースさん？」

　首を傾かしげてそう訊たずねてくるのは電話を借りた相手である。

　言葉や口調こそ女性的で柔やわらかいが──カウンターを挟はさんでトルクの前に立っているのは、肩かた幅はばも胸むな板いたも同年代の男性を大きく上回る中年の巨きよ漢かんである。

　ただそこに立っているだけでも周囲を威い圧あつしかねない空気を放ほう散さんしている体たい軀くだ。白いシャツと黒くろ革かわのヴェストの上からでさえ、発達した筋肉がはっきりと解わかる。

　その一方でその石せき像ぞうじみた硬かたそうな顔のあちこち──耳やら鼻やら唇くちびるやらにはきらきらと光る幾いくつものピアスが付けられており、しかも唇にはルージュまでひいてあった。

〈ザ・フォレスト〉──昼はハンバーガーショップ、夜はバーと時間帯によって営業形態を変えるこの店の店長である。

　トルク達ランドリュース興こう信しん所じよの面々にとっては馴な染じみの相手だった。

「何かもめ事？」

「うーん。なんと言いますか──もめ事以前の様なそうでない様な」

　トルクは言って電話機を店長の方へと押おしやって腕を組む。次いで彼はカウンターの隣となりの席で不ふ機き嫌げんそうにグラスの縁ふちを舐なめている連れに声を掛かけた。

「ギルクリスト？」

「──んだよ」

　ふて腐くされた様子で応じるのは──呼ばれた名の通りギルクリストである。

　元々が何ど処こか病人ぽい外見というか、蒼あお白じろい肌はだと眼めの下の隈くまから妙みように不ふ健けん康こうそうな印象の強いギルクリストだが……こうしてカウンターに座すわってグラスを傾かたむけていると、アルコール中ちゆう毒どく患かん者じやそのままといった風ふ情ぜいがある。

　もっとも〈ザ・フォレスト〉で酒が飲めるのは夕方からで──今ギルクリストのグラスに入っているのはノンアルコールの炭たん酸さん飲いん料りようだが。

　トルクはスーツケースから取り出した紙とペンを使って手早く何かを描かくと──その紙をギルクリストの方へと滑すべらせた。

「──これは」

　ギルクリストが眼を細める。

　そこには一人の人物のスケッチが描かれていた。そう細かいものではない。ただ漫まん画がの様に特とく徴ちようがやや極きよく端たんな感じで誇こ張ちようされていて解り易やすい──

「首くび周まわりのデッサンが甘あまい。描き直し」

「……何処の編へん集しゆう者しやですか。いや、そうではなくてですね」

　ぼそりとそう評ひよう価かするギルクリストの台詞せりふに苦く笑しようしてからトルクは言った。

「ひょっとして、ギル──貴方あなたに依い頼らいを持ってきたのは、そういう感じの人ではありませんか？」

「…………なるほど？」

　ギルクリストは口の端はしを歪ゆがめて笑った。

「依頼人は同じ人物。問題のブツはダミー」

「……つまり」

「依頼人の目的は俺達を戦わせる事か。さもなくば──もっと他の目的があるのか」

　ギルクリストは暗い眼をして笑った。

「世の中には親切な奴やつも居るもんだ」

「親切──ですか？」

　意外な単語にトルクが片方の眉まゆを上げる。

「目的を失ってうろつくだけの野良犬二匹ひきにわざわざ構う──これが親切でなくてなんだ？」

「……ギル」

　トルクは溜ため息いきをつく。

「そんなに首輪が恋こいしいですか」

「…………」

「私と──」

　ふとトルクの口調が変わる。

「僕とあんなに楽しそうに戦っていたのは、僕の首を持っていけば軍が受け入れてくれると思ったから？　君は未いまだにあの時の事を悔くやんでいるのか？」

「……知った風な口をきくんじゃねえよ」

　ギルクリストは言う。

「トルク・クラウ・エネミナン伍ご長ちよう。お前だって俺と大差ねえんだよ。テレスが居なけりゃ、お前だって未だに戦場で泥どろ水みず啜すすってた手合いだろうが──何の疑問も無くな」

「…………」

「俺達はそういう風に作られた。ことの是ぜ非ひの問題じゃない。俺達は好むと好まざるとにかかわらずそういう生き物だ。自分一人で存在を肯こう定ていできる様には出来てねぇ」

　犬は家か畜ちくだ。

　人間の存在を──使ってくれる者の存在を前提にして犬は犬として成り立つ。家畜は家畜だけで存在し得ない。品種改良された家畜を野に放しても程ほどなくして野の垂たれ死ぬだけだ。

　家畜に罪は無い。

　ただそれはそういうものだというだけの事。

　しかし──

「なんだか大変なお仕事みたいね？」

　という声と共に店長がこつんと音を立てて小さなグラスをトルクとギルクリストの前に置いた。

「…………」

「これは？」

　ギルクリストが胡う乱ろんな眼でグラスを眺ながめ、トルクが首を傾かしげて店長を眺める。

　二人の前に置かれたのは、三角のウエハースが付けられたアイスクリームだった。

「二人とも難しい顔してるから。甘あまいもの食べると元気が出るわよ？　ここは奢おごっておくわ──そっちのお連れさんの分も」

　と店長は言って笑う。

「どうも」

　苦笑してトルクは差し出された銀色のスプーンを受け取る。ついでにギルクリストの分も彼は受け取り、そのままスプーンを彼の鼻先に差し出すが──

「……随ずい分ぶん『顔』みたいじゃねえか？」

　皮肉げな表情を浮うかべてそう言うギルクリストはスプーンを受け取ろうとしない。

「『あなたの街の異生物デイスパレイト・使いハンドラー』──がモットーですから」

　ギルクリストの鼻先でひょこひょことスプーンを振ふりながら言うトルク。

「いらねえよ」

「ギルクリスト──」

「お前が二人前食っとけ」

「…………」

　困った様子で首を傾げるトルク。

　ギルクリストは立ち上がるとそのまま店の出口に向かって歩いていく。その横顔は見るからに不ふ機き嫌げんそうである──まあギルクリストの機嫌の良い顔なんぞ多分、誰だれも見たことが無いだろうが。

「……お友達じゃないの？」

「どうでしょう」

　店長の問いに──苦笑を浮かべてトルクは肩かたを竦すくめた。
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「…………」

　数メートル歩いてから──立ち止まり建物の壁かべに背中を預あずける。

　余よ計けいな事を喋しやべりすぎた感がある。少し頭を冷やす必要があった。

「いつもそうだ」

　ギルクリストは呟つぶやく。

「あの野や郎ろうの御お陰かげで調子が狂くるう──」

　そこまで言って。

「…………」

　何ど処こからか自然保ほ護ご団だん体たいが発するデモ行進の声が聞こえてきた。

　最近の彼かれ等らの『流行』はディスパレイトである。彼等はディスパレイトを商売に利用する者達──勿もち論ろんその中にはギルクリストやトルクといった〈異生物使い〉も含ふくまれる──を排はい撃げきしようとしてキャンペーンの真っ最中なのだ。

　この十年余りで急きゆう激げきにディスパレイトの利用技術は発達した。十年前にはそれこそ軍が秘ひ匿とくする程の最新技術だったものが──とある事件を境さかいに公おおやけのものとされ、民間に流出、急速に一いつ般ぱん化かしたのである。

　確かにディスパレイトは不安定で制せい御ぎよが難しい異世界の生物だ。だが物理法則すら一時的にねじ曲げるその存在は、使い方によっては非常に重ちよう宝ほうする。

　この点に着目した企き業ぎようが幾いくつもディスパレイト業界に群むらがり──技術の一般化と共に在野の〈異生物使い〉の数も増ふえていった。

　だが元々は軍事技術として研究されていた代しろ物もの──それが急速に民間に広まっていくこの風ふう潮ちようを危き惧ぐする者達が居るのは当然と言えば当然である。

　結果として自然保護団体、環かん境きよう保護団体、動物愛あい護ご団体などがディスパレイト関連の業者や企業を危き険けん視しし非ひ難なんしているのだった。

「…………けっ」

　ギルクリストは短く吐はき捨てる。

　そこへ──声が掛かかった。

「ギルクリスト」

　追いかけてきたのだろう。

　いつもと変わらぬ穏おだやかな笑え顔がおでトルクが立っていた。

「これからどうするつもりですか？」

「……お前にゃ関係ない」

　言ってギルクリストは左手のスーツケースの金具に指を掛ける。〈異生物使い〉の彼にとって、それは銃じゆうの引き金に指を掛けるのと同じ事ではあった。

　だが──

「あくまで私と戦いたいというのならば付き合っても構いませんが……」

　トルクは同じくスーツケースこそ片手に提さげているものの、それを開こうとする様子は無い。

「その前に、私としては、出来ればこの仕事を依頼してきた人間の思おも惑わくを確かめたいと思っています」

「…………」

「どんな思惑があるのであれ──騙だまされたり利用されたりしたままというのは、さすがに気持ちが悪い」

「そうかい」

「ギルクリストはその辺りの事は全く気になりませんか？」

「気になったらどうだってんだ」

「一いつ緒しよに依頼者を捜さがしましょう。そして問い詰つめる。その方が効こう率りつが良いと思います」

「…………」

　ギルクリストはしばしトルクの方を睨にらんでいたが──

「効率なんて関係ねぇな」

　ぼそりとそう言った。

「ギルクリスト──」

「今回の件の裏うらを知りたければ」

　ギルクリストは改めてスーツケースの金具を弄いじって開く。途と端たん──色取りどりのディスパレイトが五匹あまりその中から飛び出した。

　そしてギルクリストはやや大きめの声で続ける。

「さっきから、今か今かと俺達のドンパチを待ってるそこの奴やつをとっつかまえて吐かせれば済すむ」

「…………」

　トルクは無言。

　代わりにぎくりと反応したのはそのギルクリスト曰いわく『そこの奴』──つまりトルク達から十数メートル離はなれた路ろ地じの入り口で、小型の写真機カメラを構えていた一人の男だった。

　トルクもギルクリストも見知らぬ相手ではある。少なくとも彼等に依頼を持ってきた人物ではない。

　だが──

「踊おどれ──」

　ぱちんとギルクリストが指を鳴らす。

「〈ガランティル〉」

「ひいっ!?」

　慌あわてて逃にげだそうとした男の方へ──すいっとディスパレイトの一匹が近寄っていってくるりと一回転。




　──ぱぽっ。




　次の瞬しゆん間かん、〈デビル・ナイツ〉のチンピラと同様に重力場の張り手を食らって男がべしゃりと地面に這はう。男の手から離れた写真機が硬かたい音を立てて路面に跳はねた。

「……要するに近付いてくるのを待っていた訳ですか？」

「驚おどろいてねぇな。気付いていたか」

「勿もち論ろん」

　言ってトルクは肩を竦める。

　トルクとギルクリストはどちらからともなく地に這った男の方へと歩き出す。

　ギルクリストがわざわざこの路地で立ち止まったのも。それ以前にトルクがギルクリストを〈ザ・フォレスト〉の店内に──つまりは尾び行こう者しやの視線が届かない場所に誘さそったのも。

　結局はこの男の存在に気付いていてあぶり出す為ためだったという事だ。

「最初はむしろ、彼が輸送品の強ごう奪だつに雇やとわれた人間かと思っていた位です」

　痙けい攣れんしつつも逃げようとするその男の前に並んで立つトルクとギルクリスト。トルクは身をかがめて写真機を拾ひろい上げた。

「さて」

　写真機を弄いじりながらトルクが尋たずねる。

「色々と私達の写真を撮とっていらした様ですが──その理由をお聞かせ願いましょうか？」
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　掲かかげる理念が気け高だかい組そ織しきは多い。

　だが気高いが故ゆえに……時間の経過と共に目的と手段が逆転しても歯止めが利きかなくなるというのはよくある話だ。組織が自らを維い持じする為に外圧としての『敵』を求める様な本ほん末まつ転てん倒とうな事じ態たいも珍めずらしくはない。

　これは動物愛護団体や自然保護団体にもあり得る話ではある。

　こうなれば当初の組織としての目的よりも、い手段であった筈はずの組織を維持する為に多大な労力が払はらわれたりもする。それは転ころがり始めた岩にも似て──一度稼か働どうし機能し始めればおいそれとは停とめられない。

　故に……

「──ははあ。なるほど？」

　写真機を弄りながらトルクは言った。

「つまり私達の戦う姿をキャンペーンの材料に使うつもりだった訳ですね？」

「…………」

　男は無言。

　だが──机の上に置かれた動物愛護団体の機関誌と、その側そばに置かれた写真、それに書きかけの草そう稿こうがトルクの言葉の正しさを裏打ちしていた。

　そう。

　男はトルク達の──〈異生物デイスパレイト・使いハンドラー〉同士の戦せん闘とう場面を写真に収おさめ、『〈異生物使い〉はこんなに危険な連中なのだ』と主張し世論を自分達の望む方向に誘ゆう導どうしようと考えていたらしい。

　だから是ぜが非ひでもトルクとギルクリストを戦わせる必要があったのだろう。彼等のディスパレイトを用いた戦闘が激はげしければ激しい程ほどに、〈異生物使い〉やディスパレイト関連企き業ぎようの排はい斥せきを訴うつたえる動物愛護団体には都つ合ごうが良いという事である。

「自然保護云うん々ぬんの正当性はさておき」

　トルクは言った。

「さすがに誰かを騙だまして自分達に都合の良い場面を演えん出しゆつするというのは──やり過すぎの様な気がしますが？」

　トルク達が今居るのは男の自宅である。

　狭せま苦くるしい場ば末すえの安アパート──その一室で、どうやら男は一人この計画を練ねっていたらしい。予あらかじめトルクとギルクリストの事も調べていたらしく、二人の事務所の住所や電話番号を書いたメモ、事務所の外観を撮とった写真なども出てきた。

　御ご丁てい寧ねいにも計画書まで用意していた為に、男が無言でも大体のところがトルク達には理り解かい出来た訳だが──

「まあ私達のやり合っている場面を写真に撮る事そのものが違い法ほうな訳ではなし……ただ、勝手に企業の名前を騙かたったりするのは、やはり犯はん罪ざいになると思いますけど？」

「…………！」

　犯罪の一言に男は顔色を変える。

「違ちがう──俺じゃない！」

「というと？」

「大本の計画を立てたのは俺じゃない！　俺は──社員証の偽ぎ造ぞうとか、身み分ぶん詐さ称しようとかにはかんでない！　あくまでそれは別の奴で、そいつが計画を持ち込んできたんだ！」

「ほう」

　トルクは首を傾かしげる。

「それはどなたです？」

「知らないんだよ！　お──俺はただ、現場に居い合わせて写真を撮るだけだからって」

「…………」

「そうだよ、俺は別に何も違法な事はしてない！　俺は、ただ、その男の計画を聞いて利用しただけで……そもそも俺に手を出したらお前等こそ犯罪者──」

「うるせぇ」

　そう言ったのはギルクリストである。

　今まで黙だまって壁かべ際ぎわで腕うでを組み、話を聞いていた彼は──眼めを細めて男を睨にらみ据すえた。

「貴様みたいな迂う闊かつ極きわまりないアホが俺達を騙してたのかと思うと腹が立つぜ」

「だ……騙してなんか」

　そこまで言って。

「そう、そうだ、確かに銀ぎん髪ぱつの方は騙した事になるかも知れないが──あんたの方には『箱を奪うばってこい』としか依い頼らいされてない筈だろうが!?」

「そうなんですか？」

　とトルク。

　ギルクリストは無表情に頷うなずく。

「そうなるな」

「少しは仕事内容について斟しん酌しやくした方が良いかと思いますけど」

「お前に言われたかねぇ」

　ギルクリストは吐はき捨てる様に言った。

　そんな彼の態度をどう思ったのか──男は唾つばをまき散らしながら叫さけぶ。

「契けい約やく上は何の問題もないだろう！　プロなら仕事に私情を挟はさむな！　さっさとその銀髪を倒たおして箱を奪え！　それまでお前の仕事は終わっていない──」

　喚わめく男を見つめるトルク。

　そしてギルクリスト。

　どちらから示し合わせた訳でもなく──しかし妙みように揃そろった動きでトルクがポケットから歪ゆがんだ小型ケースを取り出し、差し出されていたギルクリストの掌てのひらに載のせた。

「お──おい？」

　一いつ瞬しゆん、怪け訝げんの表情を浮うかべる男の顔に、投げつけられたケースが食い込んだのは次の瞬間だった。

「これで、依頼は完かん了りようした」

　ギルクリストは冷ややかな眼めでひっくり返る男を見据えて言った。

「文句ねぇよな？」

「…………」

　男は鼻から血を流しつつも無言。

　迂闊な事を言ったら次は拳こぶしか──あるいはもっと痛いものが飛んでくると理解したのだろう。

「……結局くたびれ儲もうけか」

　アパートの扉とびらを蹴けり開き、表に出ながらギルクリストがぼやく。元よりあまり血色の良くないその顔が疲ひ労ろうで余よ計けいに白く見えた。

「くっだらねえ……」

「あの男に計画を持ちかけたのは誰なんでしょうね」

　同じく部屋から出ながらトルクが言う。

「さあな。お互たがい身に覚えがありすぎて分からねぇだろ」

「……確かに」

　トルクは肩かたを竦すくめた。

「ところでギル」

「……なんだよ」

「もし良かったらうちで働きませんか？」

「はあ？」

　トルクの正気を疑うたがうかの様に、表情を歪めて声を漏もらすギルクリスト。

「私も貴方も確かに〈亡霊フアントム・大隊バタリオン〉から逃にげ出した野の良ら犬いぬです。けれど野良犬だって頑がん張ばれば居場所を持てます」

「……で、『貴方の町の異生物使い』つってニコニコしながら御用聞きでもやるってか？」

「悪くない生き方だと思いますが」

　平然とトルクは言う。

　だが──
















「…………」

　ややあって……ギルクリストは嘲あざけるかの様に短く鼻を鳴らした。

「お前の面つらを見ているとな。苛いら々いらすんだよ」

「心外な評価です」

「『あの人』を嫌いやでも思い出すんでな」

「…………」

　トルクは微び笑しようを浮かべたままで無言。

　ただ──不意に吹ふいてきた一いち陣じんの風が彼の特とく徴ちよう的てきな銀髪を揺ゆらした。

「首くび輪わの跡あとはなかなか消えねぇよ」

　言ってトルクに背を向けると──ギルクリストは歩み去っていった。
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　ぎしぎしと音を立てて安あん楽らく椅い子すが揺ゆれる。

　胸むな元もとに蒼あおい軍ぐん帽ぼうをのせ──まるで祈いのる様にその上へと両手を重かさねて男は薄うすく笑った。

「そうか──」

　さらりと銀髪が揺れる。

　男の傍かたわらのテーブルには数枚の写真が並べられていた。その中にはいずれもトルクかギルクリストの姿が写っている。

　二人が捕まえた自然保護団体の男が撮とっていたものとは異なる。それは遥はるかに遠くの距きよ離りから撮られたと思おぼしきもので、かなり粒子が粗い。恐らく高倍率で撮影したものを更に引き延ばしたのだろう。

「ふ。ふふ。ふ。ふふふ。ふ」

　まるで壊こわれた蓄ちく音おん機きの様な笑い声が漏もれる。

「そうか……ふふ。ふ。ふふ。トルクもギルも腕うでは落ちていないか……それは重ちよう畳じよう。実に重畳」

　何ど処こか芝しば居いがかった仕草で両手を広げる蒼い軍帽の男。

「いかがいたしましょう？　監かん視しは──」

　傍らに立った女が尋たずねる。

　若い女だ。顔立ちは──整ってはいる。だがそれ以外にはまるで特徴らしい特徴の無い女でもあった。

　まるで人形の様に。

　何の表情も浮かべないその顔が無機物めいた印象を助長する──

「常時監視までは必要ない。むしろトルク達に気け取どられる恐おそれがあるからな」

「はっ──」

「三級監視態勢を維い持じ」

「了解しました」

　女は敬けい礼れいすると男の側を離はなれて部屋を出て行った。




　そして──

「ふふ。ふ。ふふふふふ。ふふふ。ふ──」

　男は再び独り笑えみを漏もらす。

「散歩の時間は終わりだ、トルク、そしてギルクリスト……そろそろ飼い主の元に戻もどってきても良い頃ころ合あいだろうさ」

　ぎいぎいと安楽椅子が鳴る。

　蒼い軍帽の男は──黄昏たそがれめいた光の差し込む窓まど辺べにて密ひそやかな笑みを漏らし続けていた。








あとがき









　どうも、軽小説屋の[image: さかき]です。

『ディスパレイト！１　或る異生物使いのこと』をお届けいたしまする。




　本書は月刊ドラゴンマガジンに連載されていた『ディスパレイト！』を収録したものです。微び妙みように順番が入れ替かわっていたりいなかったりしないでもないよーな気がしますですが、まあそれはそれで。




　ご存じの方もいらっしゃるでしょうが──この『ディスパレイト！』の連載は、某作品アレと某作品コレと某作品ソレ、三本のアニメにスタッフとして関わって、週一回東京大阪を往復という、馬ば鹿かみたいに忙いそがしい時期にヒイヒイ言いながら書いていたものです。それだけに、一本一本の印象はあんまり残っていないというか──改めて文庫としてまとめる際に見てみると「あ……こんなエピソードも書いてたね、そういえば」という感じです。

　まあそれだけに（手前味噌で恐きよう縮しゆくですが）自分で読み返しながら色々楽しめたりしました。敢あえて感性の違う女性スタッフに台詞セリフ回しの細かなアイデアを出して貰もらったりとか、実験的な事もしているせいなのでしょうが──自分の作品を再チェックしているというより、随ずい分ぶん昔むかしに読んだ誰かの小説を読み直している様な印象があったり。

　いや、単に忙しさで脳が半分死んでるだけかもしれませんが。




　何にしても人間、やれば出来るモンですね──としみじみまとめるのは簡単ですが、出来た後に色々壊こわれたりするので、皆様もほどほどに致いたしましょう（某作家には『言われなくてもしねえよ』とか突っ込まれそうですが、まあそれはさておき）。私の場合はここしばらく左手の肘と手首がおかしくなってます。




　そういえば──アニメで思い出しましたが、前記のアレコレソレの一つ、富士見書房で上じよう梓しさせていただいている「ストレイト・ジャケット」のアニメ（公式ＨＰはhttp://www.straitjacket.jp/）もこの本が出る頃には二巻辺りが発売しているか、その直前といった感じになっていると思います。

　脚本・シリーズ構成を担当しておりますので、よろしかったらご覧らんくださいまし。




　それから。

　クマノミを飼っているのは以前にも書きましたが。

　ラクダハコフグも飼い始めてみたり。

　ハコフグってのはどちらかといえば、海水魚でも面倒な部類に属するので、飼育そのものはおすすめしませんが──機会があれば現物の泳いでいる処を見てください。可愛いですよ（エプソン品川水族館とかには、コレのでかいのが居ますが）。全体的にお間抜けな感じで、どう見ても泳ぐという意味では不ふ合ごう理り極きわまりない形態なのですが、そのぶん、やたら一生懸命にヒレをぱたぱたさせて泳ぐ処がラブリー。どーゆー進化をしたらこんな変な生物が生まれるのかと思ってしまいますが。

　最近は手から餌えさも食います。

　実はディスパレイトの「ぱぽー」とか言いながら漂ただよってるイメージは、このラクダハコフグが基になってます。ちなみにうちのハコフグはダース●ーダーのカブトがそのまま泳いでるよーな印象から「ベーダーくん」と呼ばれてたりして。某氏から「むしろウ●トラホーク３号じゃね？」とマニアックな事を言われてたりもしますが。




　メダカからハムスター、リス、インコ、ウサギ、カメ、ときて、最近は嫁さんの要望でトカゲ（セイブオニプレートトカゲ）まで飼い始めましたが、生き物を飼うのはやはり面白いですな。ささやかな一いつ喜き一いち憂ゆうがいつも身近にあるというか。

　色々教えられる事も多いです。

　人間は、なんか適当にしてても生きてる感じですが──そもそも、生物にとって、ただ生きるってだけでも、意外と大変なんだよな、とか。




　さてさて。

　毎度の事ながら担当のたなぽん、絵師の増田様、そして校正者や印刷所の方々のご助力あって本が出ております。特に今回は年末進行なので色々ドキドキでしたがまあそれはさておき。

　この場を借りて皆様に感謝を。

　そして本書を買ってくださった読者の方々に更なる感謝を。




　ではまた次の本で。




　２００７／１２／１５
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